
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　エルス自由商業連合国の東側。

　そこは、非常に標ひよう高こうの高い山脈がそびえ立っており、その山脈をなんとか越えたとしてもその先にあるのは先の見えない大だい砂さ漠ばく地ち帯たい。

　過去、何度か探索隊が結成され踏とう破はを試みるが、あまりに広く先が見えないため幾いく度ども挫ざ折せつした。

　それが、アールスハイド王国を始めとした各国の認識だった。

　だが、エルスは違っていた。

　時折、大砂漠地帯を越えて人がやってくるのを認識していたのだ。

　エルスは大砂漠地帯の向こうに人が住んでおり、国があることを知っていた。

　その上で隠した。

　独自に大砂漠地帯の向こうの国と国交を結ぶことができれば富を独占できるからだ。

　だが、その情報を秘ひ匿とくできない状況が生まれた。

　久し振りに来た異い邦ほう人じん。

　その異邦人の持ってきた素材が原因だ。

　それは、エルスを始めとしてアールスハイドや特にイース神聖国では禁制とされている代しろ物もの。

『竜の革』である。

　大砂漠地帯の向こうの国では竜の革は普通に流通している商品であるが、その竜の革の流通が不当に止められたというのである。

　竜の革が取引できる国があるのに、それが潰されようとしている。

　この期ごに及およんで秘匿している場合ではないと判断したエルス大統領アーロンは、アールスハイド王国王おう太たい子しであるアウグストに協力を依頼。

　結果、シンが飛ひ行こう艇ていを作り大砂漠地帯を越えるという方法をとることになった。

　大砂漠地帯の向こうの国の名前はクワンロン。

　そこから来た異邦人は二人で、シャオリンという少女とリーファンという男。

　その二人の案内でクワンロンに辿り着いたアルティメット・マジシャンズとエルスの役人たちで構成された使し節せつ団だん一いつ行こう。

　なにやらあまり望まれていないような出迎えを受けた使節団は、一度目の交渉を終え、次の交渉に向けてシャオリンの実家であるミン家で打ち合わせをしていた。

　そのとき、竜の大量発生が起こり近きん隣りんの村を襲しゆう撃げきしたとの連絡が入った。

　ことの起こりは、数日前に遡さかのぼる。

　クワンロンの首都イーロンから遠く離れた村で、一人の男が見張り台にいた。

　その男は、望遠鏡を使ってあるものを監視していたのだが、その動きに異変を感じていた。

　監視していたのは、竜。

　その村は、クワンロンで竜の生息地の近くにあり、以前までは竜の間ま引びきを行い、加工するための最前線拠点であった。

『ヤバイ……早く知らせないと……』

　男は異変を察知すると、すぐに狼煙のろしを上げた。

　やがて、次の狼煙が上がったことを確認すると、男は再び竜の監視に戻った。

『頼みましたよハオ様。早く対処して頂かないと大変なことになってしまう』

　男は、望遠鏡を覗き込みながらそう呟つぶやいた。

　だが、その男の期待は裏切られることになる。

　狼煙は確かに首都まで繋がった。

　その情報も、正確にある人物にまで辿り着いた。

　だが、そこから先へと伝わらなかったのだ。

　結果として、その村は竜の襲撃に遭あった。

　そして、その村から命からがら脱出した駐ちゆう屯とん兵へいが首都へとその報しらせを届けに来たのだった。
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「くっそ！　このタイミングでか！」

　部屋に飛び込んできた使用人さんから竜の大発生の報告を聞いて、俺は思わずそう叫んでしまった。

　なにせ今日は、クワンロンとの二回目の交渉予定日。

　まさに今からその場に向かおうとしたところでこんな報告を受けるとは。

　そんな俺の横では、オーグが渋い顔をしていた。

「しまったな。到とう着ちやく早そう々そう国として正気を疑う出来事ばかりだったものだから、竜の現状について確認することを忘れていた」

　オーグは苦々しくそう言うが、俺としても同じだった。

　クワンロンに着くなり迎えの使者から襲しゆう撃げきを受け、交渉を開始したらハオは強きよう硬こうな姿勢を崩さないし、ハオの醜みにくい話ばかりを聞かされた。

　そして、ハオからの何回にも渡る襲撃とその未み遂すい。

　その結果俺たちは、元々の目的から外れハオの放つ刺客たちへの対処に気を取られてしまっていたのだ。

　時々竜の革のことは話題に出ていたのにもかかわらず。

　これは正直、俺たちの確認ミスだ。

　アルティメット・マジシャンズが全員でクワンロンに来たのも、そもそもこのことを懸け念ねんしてのことだったのに……。

　シャオリンさんからクワンロンで発令された法令について聞いたとき、俺たちがまず懸念したのは放置された竜が大量に発生してしまうことだった。

　シャオリンさんの話では、竜は時々間ま引びかないと増えすぎてしまうことがあるっていうことだったからな。

　そして、その話を聞いた時点で法令の発令からすでに二年近くが経過。

　こうなる可能性が十分に考えられるから、わざわざ全員でやってきた。

　だというのに初しよっ端ぱなからクワンロンの国としての対応に呆あきれることばかりだったから、すっかり忘れてしまっていた。

　しかし、そんな後悔ばかりしていてもしょうがない。

　なんとかしないと。

「ナバルさん！　緊急事態ですから俺たちは竜の討とう伐ばつに向かいます！」

「分かりました。そしたら交渉にはワタシらだけで向かいますわ」

　とりあえず、この使し節せつ団だんの長であるナバルさんに竜の討伐に向かう旨むねを伝えたところ、そういう返事をされた。

「交渉って……こんな緊急事態なのに、そんなことしてる暇が……」

「そら分かりませんで？　あの性しよう悪わるのこっちゃ、民衆が苦しんでようが自分の都合を優先させるかもしれん。その交渉の席にワタシらがおらへんかったら？　交渉を欠席したということは、竜の革についての取引をワタシらが辞じ退たいしたということだと言うてくるでしょうな」

「そ、そんな……」

「馬鹿なことはないって？　甘いですな魔王さん。ああいう性悪はそういうことを平気でやってくる人種でっせ」

　ナバルさんはキッパリとそう言った。

　そういう人って、物語の中だけの話かと思っていたけど、百ひやく戦せん錬れん磨まのナバルさんがそう言うってことは本当にいるんだろう。

　その言葉を聞いたオーグは納得したような顔をしたあと、ある人物に視線を向けた。

「ナバル殿の言う通りだ。そこで、リーファン殿」

「なんだ？」

「我々はこの国の言葉が分からん。シャオリン殿はナバル殿の通訳に行ってもらうので、代わりにリーファン殿に付いてきてもらえないだろうか？」

　思わず飛び出していきそうになっちゃったけど、よくよく考えたら俺たちじゃこの国の言葉は分からない。

　だれか通訳が必要なんだけど、シャオリンさんはナバルさんの交渉の方に行くだろうし、竜との戦闘になると思うから、強力な魔道具を持っているとはいえシャオリンさんを連れていくわけにはいかない。

　その点リーファンさんなら、通訳もできるし戦闘もできる。

　付いてきてもらうならリーファンさん一択だな。

　ただ……。

「しかし、お嬢様の護ご衛えいが……」

　そうだよな。

　リーファンさんの本職は、シャオリンさんの護衛。

　そのシャオリンさんと離れるのは不安だよな。

「それなら……ビーン、ビーン夫人」

「はい！」

「まだ夫人じゃありません！」

　オーグに呼ばれ、マークは素直に返事をしたけど、オリビアは抗議した。

　もうすぐ結婚予定とはいえ、まだ結婚前に夫人って呼ばれるのは照れるよな。

　現にオリビアの顔は真っ赤だ。

「もう時間の問題だろ。今のうちから呼び名に慣れておきたい。すまんが二人はナバル殿とシャオリン殿の護衛に回ってくれ」

「了解しました」

「はあ……色々と分かりました」

　マークは、オーグに頼られたことが嬉しいのか元気に返事をしたのだが、オリビアはビーン夫人と呼ぶことを訂正しないと言ったオーグに、諦めの籠こもった返事をした。

　シシリーもすぐに慣れたし、オリビアもすぐに慣れると思うけどね。

　するとリーファンさんが、二人のもとへと歩み寄った。

「すまんが、お嬢様のことを頼んだぞ」

「任せてくださいッス！」

「ちゃんとお守りします」

「よろしく頼む」

　リーファンさんはそれだけ言うと、俺たちのもとへとやってきた。

　その姿を確認すると、オーグはシャオリンさんに話しかけた。

「それで、場所はどこなんだ？」

　オーグの言葉をシャオリンさんが通訳すると、使用人さんはハッとした顔をしてシャオリンさんに言葉を返した。

「どうやら、この首都から北東に早はや馬うまで二日ほど行ったところにある村が襲われたそうです」

　そのシャオリンさんの言葉を聞いたオーグは、難しい顔になった。

「二日か……その襲われた村というのはどうなっているのだろうか……」

　この国には通信機はないみたいだからな。

　村が竜に襲撃されてから、必死に馬を飛ばしてきたんだろう。

　それでもすでに襲撃が起きてから二日。

　実際に魔物化した竜と戦ったことのある俺たちは、最悪の状況を思い描いていた。

　そしてそれは、竜と戦うことの多いクワンロンの人間であるシャオリンさんも同じだった。

「一応、村には兵士が詰めていますが……一体、二体ならともかく、大量発生となると……」

　そう言って暗い顔をした。

　それくらい、竜とは接し慣れているクワンロン人にとっても脅きよう威いなんだろう。

　こうなることが簡単に予測できたのに、本当にハオの奴はなにを考えているんだ？

「それにしても、よくその情報を入手できたな」

　オーグの言葉をシャオリンさんが使用人さんに通訳すると、使用人さんはさらに何かを言った。

「どうも、その村に詰めていた兵士が、首都の門に着くなり大声で叫んだそうです。それを聞いた人たちが触れ回ったので首都中が知ってるそうです」

　必死で馬を走らせて来たんだろうな。

　ようやく辿り着いた首都で思わず叫んでしまったのはしょうがないだろう。

「首都中に知られているのなら、本当に交渉はなくなるんじゃないか？」

「そうだな。こんな緊急事態に自分の利益のための交渉をしていたとなると、ハオが他の高こう官かんを敵に回すかもしれないからな。しかし、ナバル殿の意見ももっともだし、一応交渉の場には向かってもらおう。ビーン、ビーン夫人、もし交渉が中止ならすぐに連絡しろ。戦力は少しでも多い方がいいからな、すぐに迎えに行く」

「はい！」

「分かりました！」

　二人も重要な戦力だからな。

　もし交渉が中止になったのなら遊ばせておく必要はない。

「それではシャオリン殿、地図を貸してもらえるか？」

「あ、はい！　少々お待ちください！」

　シャオリンさんはそう言うと、地図を取りに部屋を出ていき、すぐに戻って来た。

「すまんな。他国の人間に地図を見せるなど、本来ならあってはならんことかもしれんが……」

「これは緊急事態ですから気にしないでください。それに、殿下たちは世界を征服する野望はない。ということはクワンロンに侵攻する意思もない。そこは信用してよろしいんですよね？」

「ああ。アールスハイド王国王おう太たい子しの名に誓って約束しよう」

「なら安心です。それで、その村の場所ですけど……」

　シャオリンさんは、地図のある一点を指し示した。

「ここです。飛ひ行こう艇ていなら一時間以内で着ける距離です」

　クワンロンまで飛行艇に乗ってきたシャオリンさんが、おおよその時間を示してくれた。

　しかしオーグは、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「飛行艇など使わないさ」

「え？　し、しかし、確か皆さんの使われる『げーと』の魔法は一度行ったことのある場所にしか開けないのでは……」

　困こん惑わくしながらそう言うシャオリンさんに、オーグは自信満々に言った。

「ゲートも飛行艇も使わない。我々が直接飛んでいくのだ」

「ちょ、直接!?」

「ああ。飛行艇など目ではない速度で飛んでいけるからな」

「そ、そうなんですか!?」

　シャオリンさんは驚いて唖あ然ぜんとした顔をしてる。

　目論見通りだったのか、オーグは満足げな表情だな。

　それで気が済んだのか、オーグは表情を整えて俺の方を見た。

　俺、というかリーファンさんだな。

「リーファン殿、風魔法は使えるか？」

「いや……俺が使えるのは身体強化と魔力放出だけだ」

「そうか。ならシン、お前が引っ張っていってくれるか？」

「ああ、分かった」

　風魔法が使えないと移動できないからな。

　リーファンさんは俺が引っ張っていくことに決まったのだが、そのリーファンさんは強こわ面もてを引ひき攣つらせていた。

「ひ、飛行艇を使わないのか……それは大丈夫なのか？」

　飛行艇は密みつ閉ぺいされてるからな。

　意外と恐怖感というものは感じなかったんだろうけど、今回は身体が剥むき出だしだ。

「リーファンさん」

「な、なんだ？」

「……すぐ慣れますよ」

「ひ、非常に不安なんだが……」

「まあまあ、一刻も早く向かいたいので魔法かけますね」

「ちょ、ちょっと待てシンど……うおっ」

　不安がってるとこ悪いけど、これ以上モタモタしてられないからな。

　無理矢理リーファンさんや皆に浮ふ遊ゆう魔ま法ほうをかけた。

「シ、シン殿！　こ、心の準備を……！」

「すみません、そんな時間はないので。それじゃあ、マーク、オリビア、終わったらすぐ連絡しろよ！」

「分かったッス！」

「ウォルフォード君たちで終わらせておいてくれて全然いいですよ！」

　二人のそんな言葉を聞きながら、俺たちは竜に襲われたという村に向かって飛び出していった。

「ちょっと待てえっっ!!」

　リーファンさんの絶叫を響き渡らせながら。





　　　　◆






「凄い……あっという間に見えなくなった……」

　シンたちが飛び立った後、その場に残されたシャオリンがそうポツリと言葉を漏らした。

「まあ、かれこれ三年くらい空を飛び回ってるッスからね。それなりの速度も出せるッスよ」

「速く飛び過ぎると息が苦しくなるんですけど、それを防止する風の魔法も上う手まくなりましたしね」

　呆ぼう然ぜんとシンたちが飛び去っていった方を見ているシャオリンに、マークとオリビアがそう声をかける。

「なら……飛行艇もあれくらいの速度で飛べば……」

　もっと早く着いたのではないかと、そう言いかけたシャオリンだったが、その言葉はマークによって否定された。

「自分たちと同じ速度で飛んだら、飛行艇がバラバラになっちゃうッスよ」

「そ、そうなんですか？」

「はいッス。自分たちと同じ速度で飛ばすなら船体は金属で作んないといけないッスね」

「金属……ということは……」

「とんでもない重量になるッスから、そもそも浮遊させるのに必要な魔力もでかくなるッス。そしたら、操そう縦じゆう士しが何人いても足りないッスよ」

「……何事も、そう上手くはいかないものですね……」

　マークから説明されて、シャオリンはすぐに自分の考えを改めた。

「まあ、そこをなんとかするのが職人の腕の見せ所なんスけどね。ただ……ウォルフォード君の作る魔道具は、常識を逸いつ脱だつし過ぎてて、なにをどう改良していいのか分かんないのが現状ッス」

「そ、それほどですか……」

「砂漠の野や営えい地ちでも言ってたじゃないッスか。正直自分は、ウォルフォード君に前文明の記憶があると信じてるッスよ」

「前文明の……」

　シャオリンはそう言うと黙り込んでしまった。

　マークは、シャオリンのその態度からまだ信じられていないんだろうなと解釈し、特に気にすることはなかった。

　なので黙り込むシャオリンを置いてナバルに話しかけた。

「そろそろ行くッスか？」

「そうやな。ボチボチええ時間やし。ほんならシャオリンさん、行きましょか？」

「え？　あ、はい！」

　ナバルに話しかけられたシャオリンは、バッと顔をあげた。

　そしてミン家で用意した馬車に使節団と共に乗り込んだ。

　マークとオリビアは護衛なので歩きである。

　こうして使節団一行は悠ゆう皇こう殿でんに向かって歩き出したのだが、その道中の首都はパニック寸すん前ぜんといった様よう相そうだった。

　人々が話している内容も、マークたちが聞いた、竜に村が襲われたという話から、もうすでにクワンロン全土に広がっている話になっていたり、情報が錯さく綜そうしている様子も見て取れた。

「なんか、大混乱って感じだな」

「だね。こんな状況で、本当に会議なんてするのかな？」

「さあな。そういう難しい話は殿下やナバルさんたちの領域だから。自分たちは自分たちの仕事をしよう」

「そうだね」

　マークとオリビアは改めて索さく敵てき魔ま法ほうを展開し、辺りを確認。

　結果、ここ数日と同じように不ふ審しんな魔力はなかった。

「本当に、初日のアレは何だったのかってくらい静かだな」

「まあ使節団だし、これが普通なんだけどね」

　そんな話をしつつも悠皇殿に向かって歩き続け、やがて辿り着いた。

「まったく何もなかったな」

「道中はね。でも……」

　オリビアはそう言いながら建物の中を見る。

　そこも、まさに大混乱といった様子で、大勢の人が走り回っている姿が見られた。

　馬車から降りてきたシャオリンは、その走り回っている官僚の一人を捕まえ、何やら話しかけた。

　するとその官僚は、なにかを怒鳴りそのまま走り去っていってしまった。

「なにを言われたんだろ？」

　マークのその疑問は、戻ってきたシャオリンによってすぐに解消された。

「今日の会議はどこで行われるのかと聞いたのですが、この非常時にそんなことする余裕などないし、ハオもこの混乱の責任を追及されているから会議どころじゃないと言われました」

　シャオリンのその言葉に、マークだけでなくナバルも含めて皆が納得した。

「そらそうやわな。自国が一大事やのに、他国との話し合いどころやあらへんやろうからな」

「でも、そうなると自分たちは無駄足だったッスね」

　マークのその言葉に、ナバルは小さく笑いながら首を振る。

「そうでもありませんで。少なくとも、この国が腐りきってるわけやないっちゅうのが分かりましたからな」

「どういうことですか？」

　ナバルの言葉に、オリビアも首を傾かしげる。

「正直、この国でのハオの権力は絶大やと思とったけど、どうもそうやないらしい。ハオの推し進めた法案が元で今回の事態が起きた。それを追及できる勢力があるっちゅうのが分かっただけでも収穫ですわ」

　そのナバルの言葉に、マークとオリビアは納得した。

　確かにさっき、シャオリンはハオがこの混乱の責任を追及されていると言った。

　ということは、この国にはハオ以外の権力者もちゃんといるということになる。

　これまでのクワンロンの対応から、正直国自体が腐っているのではないかと思っていたが、どうやらまともな人間もいるらしい。

「これ以上ここにおってもしょうがありませんな。我々がちゃんと来たことを記録してもろたら帰りましょか」

　ナバルはシャオリンを見ながらそう言った。

「分かりました。ではその旨伝えてきます」

　シャオリンはそう言うと、悠皇殿の出入りを管理している人間に訪問した時間をちゃんと記録してもらって証拠を残し、一行は悠皇殿を出た。

　馬車に乗りこんだナバルは、遠ざかっていく悠皇殿を見ながら独り言を呟つぶやいた。

「これでハオが失しつ脚きやくしてくれたら儲もうけもんなんやけどな……」

　その呟きは、向かいに座っているシャオリンにも聞こえたようで返事が返ってきた。

「この非常時に不ふ謹きん慎しんですが、そうなってくれたら嬉しいんですけどね……」

　ナバルは返事をしたシャオリンを見て、苦笑しながら言う。

「ああいう奴ほどしぶとく生き残ってきよるからなあ」

　ナバルのその言葉にシャオリンも苦笑しながら首しゆ肯こうするが、その表情は暗い。

　なぜなら、シャオリンの胸中にはある懸け念ねんがあるからだ。

　その懸念とは、ハオに纏まつわる噂にある。

　それが本当だったなら、もしかしたらハオの立場が守られてしまうかもしれないほどの噂だ。

　その噂とは……ハオは、独自の遺跡発掘により強力な古代兵器を入手したというものだった。

　ハオがもし噂どおり強力な武器を手に入れていたとしたら、この事態を収めてしまうかもしれない。

　それほど古代の兵器とは強力なのだ。

　やはりこのことはシンたちに話しておくべきだったと、シャオリンは後悔した。

　この短い期間ではシンたちの為人ひととなりが把は握あくしきれなかったので、危険な話題は避けていたのだ。

　だが、シンが信頼できる人物だと分かった時点で話しておくべきだった。

　シャオリンは、このことが何か悪い方向に転がってしまうのではないかと、帰りの馬車のなかでずっと不安に苛さいなまれていた。




『ハオ殿、これは一体どういうことですかな？』

　悠皇殿の一室においてハオは数人の官僚たちに囲まれていた。

　ハオは部屋の中央にある椅子に座らされ、取り囲む官僚たちは一段高い場所に座っている。

　その様子は、まさにハオを罪人として扱っているようにしか見えなかったし、ハオ自身もそう感じ屈くつ辱じよくに震ふるえていた。

『確か、ハオ殿の出した資料によると竜は絶滅の危機にあるという話でしたな』

『ところが、その絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆであるはずの竜が大量発生したというではないですか』

『もう一度聞きますぞハオ殿。これは一体どういうことですか？』

　口々にそう言ってくる官僚たちを、ハオは憎にく々にくし気げに睨にらむ。

　ハオは、クワンロンの官僚の中でも特に地位が高い。

　今、ハオを取り囲んでいる官僚たちは、自分よりも立場が下の者たちであった。

　それが、この機に乗じて一斉に自分を見下してきている。

　屈辱以外のなにものでもなかった。

『だんまりですか？　ハオ殿』

『黙っているということは、貴方あなたの提出した竜に関する報告書は虚きよ偽ぎだったと認めることになりますよ？』

『ち、違う！　知らなかったんだ！　私は調査団体からの要望を受けて法案を提出しただけで！』

　ハオは、官僚の一人からの言葉に対して咄とつ嗟さに反論した。

　当然、嘘である。

　官僚の一人は、そのハオの言葉を聞いてニヤリと口を歪めた。

『ほう。ということは、ハオ殿はその報告書をロクに精査もしないで法案を提出したと、そう仰おつしやるのですな？』

『あ……いや……』

『違うと？　現に貴方は今そう仰ったではないですか』

　ニヤニヤと見下してくる官僚に対し、強い憤いきどおりを感じたハオは奥歯が割れるほど歯を食いしばった。

　なぜ自分ほどの人間がこんな格下の人間に侮あなどられなければならないのか。

　プライドの高いハオにとって、このような扱いなど屈辱以外のなにものでもない。

　こんなことになっているのも、全てはここ数日姿を現していない補佐官のせいだと思ったハオは、全ての責任を補佐官に擦なすり付つけることにした。

『ほ、補佐官が調査したというので、その言葉に従ったまでだ！　私は騙されたんだ！』

『その補佐官を任命したのは貴方でしょう？　ならば、任命責任があるのではないですか？』

『そ、それは……！』

　ああ言えばこう言う官僚に対し、ハオは心底イライラしていた。

　自分は一切悪くない。

　そもそも、この法案を提出した時点で竜の数が増えるであろうことはハオにも予見できていた。

　だからハオは、万が一にも竜が大量発生して暴走しないように竜の監視を強化していた。

　そして、少しでも竜の大量発生の兆きざしが見えれば、すぐに補佐官に連絡が入るようになっていた。

　増えた竜を狩る手段も用意していたのだ。

　だが、その補佐官が失しつ踪そうした。

　正直、裏切った補佐官を自分の手で八つ裂きにしてやりたい気分だったが、責任を取らせる相手がいなくなるのはよろしくない。

　ハオは必死に考えを巡めぐらせ、補佐官に責任を擦り付けつつ自分の有利になるような話を思い付いた。

『じ、実は、調査団体と補佐官からこの話を聞かされた際に、私はこういった事態になるのではないかと提言していたのだ。竜を保護するということは個体数を増やすということだからな』

『ほう？』

　官僚は、明らかに信じていない様子だったが、とりあえず続きを促した。

『団体と補佐官が言うには、絶滅寸前だからそうすぐには増えないとのことだったが……それでも私は不安を払ふつ拭しよくすることができなかった。そこで私は、独自に竜に対抗する手段を備えていたのだ』

　前半は嘘だが、後半は嘘ではない。

　段々調子に乗ってきたハオは、まるで演説をしているかのように語りだす。

『補佐官たちの見立てでは、向こう十年は大丈夫という話だったが……奴らは竜の繁はん殖しよく力りよくを見誤ったらしい。その証拠に補佐官はここ数日姿を見せていない！　責任を取らされるのを恐れて逃げ出したのだよ！』

　ハオの熱弁を、他の官僚たちは口を挟まずに聞いている。

　その様子にハオは、官僚たちが自分の言葉を信じていると確信し、ここから自分の手柄に持っていくように話をシフトした。

『確かに、部下のしでかしたことの責任は私にもあるだろう。だからこそ、こんなところで無駄に時間を食っているわけにはいかない！　私はこの事態を引き起こした部下の尻しり拭ぬぐいのため、一刻も早く現地に向かわねばならんのだ！』

　そう言い切ったハオは、自分を取り囲んでいる官僚たちを睨んだ。

　その視線を受けた官僚たちは、小声で少し話し合ったあとハオに向かって言った。

『ハオ殿、竜に対抗できる手段とはなんですか？』

『実は、遺跡から発掘した武器がありましてな。それが竜に十分通用するものであるのだ』

『そうですか……』

　官僚たちは再度小声で話し合い、ハオに告げた。

『いいでしょう。今はこの事態を一刻も早く沈ちん静せい化かさせることが急務です。ハオ殿にその手段があるというのならそれを使ってもらいましょう。すぐに現地に向かって頂けますか』

　その言葉を聞いたハオは、このピンチを切り抜けたと安あん堵どし、

『ああ、任せてもらおう！』

　力強くそう言うと、部屋から出ていった。

　ハオが出ていったあと、官僚の一人がポツリと呟いた。

『ハオはああ言っているが、本当のところはどうなのだ？』

　その呟きに対する答えは、並んで座っている官僚たちではなく、その後ろから聞こえてきた。

『全部デタラメですよ』

　そう言いながら姿を現したのは、ハオのもとから失踪した補佐官であった。

　補佐官は、ハオのパワハラに耐え兼ねて失踪したあと、別の官僚に保護を求めていた。

　保護を求められた官僚も、ハオを追い落とす材料として補佐官を匿っていた。

　そして、その補佐官の口から真実が語られていく。

『あの報告書は、ハオが調査団体に無理矢理書かせたものです。職員の家族を人質に取ってね』

『清々しいほどの下げ衆すだな』

『我々も清せい廉れん潔けつ白ぱくであるとは言いい難がたいが……アレに比べれば、聖せい人じん君くん子しではないかと錯覚するよ』

『それで、その職員たちからも証言は得られるのか？』

　口々にハオのことを罵ののしっていた官僚たちだが、そのうちの一人が補佐官に聞いた。

『大丈夫です。今回の報告が入ってすぐに調査団体の職員とその家族を保護するように手配済みです。もっとも、ハオの方にはそちらに手を回す余裕はないでしょうけど』

『そうか。ところで、ハオが言っていた竜に対抗しうる武器があるという話もデタラメなのか？』

『いえ、そこだけは本当です。発掘した際私も側にいましたし、その威力も確認済みです』

『そんなに強力なのか？』

『はい。用途が分からなかったので試運転をした際、その武器から発せられた衝撃で調査員が何人か跡形もなく吹き飛びましたからね』

　補佐官のその言葉に、官僚たちはゴクリと息を飲んだ。

　そして、またニヤッと笑った。

『まあ、竜の暴走はこの国にとって一大事ですからな。ハオ殿には精々頑張って討伐をして頂こうではありませんか』

『ただまあ、それほどの武器を発掘したのに国に報告していなかったことは問題ですがなあ』

　その言葉を聞いた官僚たちは、全員ニヤニヤしていた。

　その光景を見た補佐官は、あまりに腹黒い官僚たちのやり取りを見て、内心で溜め息を吐いていた。
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　クワンロンの首都イーロンを出発した俺たちは、竜に襲われた村を目指して飛んでいた。

「地図だとこの辺りだが……ん？」

　シャオリンさんから預かった地図を見ながら辺りをキョロキョロ見渡していたオーグが、ある一点を見つめた。

　俺たちも釣られてそちらを見ると、丘の向こうから煙が立ち昇っているのが見えた。

「リーファン殿！　あれか!?」

　オーグがリーファンさんにそう訊たずねるが、返ってきたのは首肯だけ。

　返事の声はなかった。

「よし、全員全速力で行くぞ！」

『はい!!』

　オーグの言葉に、全員が返事した。

　リーファンさんだけは、真っ青な顔をして目を見開いていたけど。

「リーファンさん、行きますよ！」

「こ、これ以上の速度はぁああああっ!!」

　あ、さっきまで言葉を発しなかったのに急に叫んだ。

　生身で空を飛ぶのがよっぽど怖いみたいだ。

　ただまあ、気の毒だけど一刻も早く村に着かないといけないので、リーファンさんの訴えは無視して速度を上げた。

　リーファンさんの悲鳴を聞きながら村に着くと、そこは悲ひ惨さんな状況だった。

　村にあった建物はほとんどが壊され、路上には人体の一部と思われるものがあちこちに散乱していた。

「うぷっ……」

　その光景に、アリスは吐き気を催したらしく口を押さえていた。

「……これは非ひ道どい」

　リンも眉まゆを顰ひそめて村の惨さん状じようを見ている。

　正直、この光景には俺も言葉がなかった。

　過去に、シュトロームの手によって壊かい滅めつした帝国の街を見たことがあったけど、こんなに死体が散乱したりしていなかった。

　恐らくシュトローム配下の魔人たちが徹底して死体を処理していたんだろう。

　まるでゴーストタウンのようだった。

　ところが、この村を襲ったのは野や生せいの竜。

　死体を処理するなんてことはしない。

　結果、食い散らかされた人体の一部があちこちに散乱することになった。

　……これが野生の竜に襲われた村の末まつ路ろ……。

　こうなる可能性が十分に予見できたのに、まるでそれを増進させるような法案を、自分の欲のために押し通したハオに対して怒りが込み上げてくる。

　とはいえ、ハオに怒りを向けることよりまずはこの村のことだ。

　村にはまだ竜たちが沢山いる。

　索さく敵てき魔ま法ほうで魔力を探ってみると、魔力のほとんどがある一点に集まっていた。

　そこは、砦とりでのような壁に取り囲まれている建物だった。

　竜たちはその壁を壊そうと体当たりを繰り返し、それを壁の上にいる兵士たちが必死に追い払おうとしていた。

　良かった、まだ生き残ってる人がいた！

「シン！　壁の上に下りるぞ！」

「了解！」

　俺はオーグの指示に従い、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを調整して壁の上に下り立った。

『──────────！』

　空から突然現れた俺たちに対して、兵士たちは殺気立って武器を向けてきた。

「リーファンさん！」

「はぁ、はぁ、うぷっ……ちょ、ちょっと待て……」

　壁の上に下り立つなり両手をついてうずくまったリーファンさんに声をかけるが、リーファンさんはアリスとは別の意味で吐きそうになっていた。

『─────。─────』

　リーファンさんが息を整えながら何か言うと、兵士さんたちは訝いぶかし気げな表情をしながらも武器を下げてくれた。

「リーファンさん、大丈夫ですか？」

　まだ荒い息のリーファンさんに、シシリーが近寄って治ち癒ゆ魔ま法ほうをかける。

　すると徐々に息が整っていき、ようやく立ち上がれるようになった。

「ありがとう天てん女によ様さま。おかげで楽になりました」

「あ、あの、その天女様ってやめませんか？」

「？」

　シシリーのことを『天女様』と呼びながら礼を言うリーファンさんに、その呼び方は止めてほしいと言うシシリー。

　だがリーファンさんは、心底意味が分からないという風に首を傾かしげた。

　これはもう、リーファンさんの中では天女様で固定されてるな。

　主であるスイランさんがそう言っていたし。

「ところでリーファン殿、今なんと言ったのだ？」

「え、ああ。我々は援軍だから怪しい者ではないと、そう伝えた」

「そうか、では……」

　オーグがそう言った途端、壁が震えるほどの衝撃がきた。

　竜が突進してきたのだ。

「ちっ、話の邪魔だな」

　オーグはそう言うと、壁の上から竜たちが集まっている下を見つめた。

「少し、大人しくしていろ」

　何気なくそう言うと竜たちの目の前に特大の雷を落とした。

『うわあああああっ!!』

　今のは通訳されなくても分かった。

　悲鳴だ。

「って、おいっ!!　だからいきなり雷落としてんじゃねえよ!!」

　目がチカチカすんだろうが！

「ん？　ああ、そうか。この国の兵たちがいたか」

「俺らもいるよ！」

「お前たちは今更だろう？　この国の兵たちへの配慮が足りなかったのは反省だな」

　そりゃそうだけど。

　突然目の前に雷を落とされると、視界に変な光が映るんだよ！

　そんなやり取りをオーグとしていると、トールが溜め息交じりに言ってきた。

「はあ……殿下、最近益々シン殿に似てきましたね……」

「な……なん……だと……」

　オーグの顔は、今まで見たことがないほど驚きよう愕がくに包まれていた。

　……オーグが俺に似てるってのもちょっと嫌だけど、ここまで絶望されるとこっちまで凹へこんでくるわ。

「あの……殿下、じゃれ合ってる場合じゃないと思うんですけど」

「おっと、そうだったな。すまないメッシーナ」

「いえ」

「さて、竜たちは今の攻撃で大分こちらを警戒して大人しくなったな。今のうちに情報収集といこう。リーファン殿、通訳をしてくれるか？」
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「ああ」

　さっきまでの絶望の表情はどこへやら。

　すぐに真面目な表情になって兵士さんたちと話をし始めた。

「ここはどういう施設なんだ？」

『ここは竜の襲しゆう撃げきに備えた避難所だ。この村は竜の生息地に近いからな、こういった設備がある』

「ということは、後ろの建物には生き残りが？」

『ああ。だが、今回の竜の襲撃は今までとは比べ物にならない規模だった……村人の大半が竜にやられたよ』

「そうか。ちなみに、どの種類がどれくらい襲撃してきたのかは把は握あくしているのか？」

『数は……沢山としか分からない。種類は、細かくは分からないけど、ほぼ肉食竜だよ』

「ほぼ？」

『……魔物化した草食竜も交じっていたから……』

「なるほど」

『魔物化した竜さえいなけりゃ、もうちょっと戦えたのに……』

　そう言う兵士さんの顔は非常に悔くやしそうだ。

　そんな兵士さんから話を聞いたオーグは、少し考えたあとこちらを向いた。

「皆、今聞いた通りだ。魔物化した竜は私たちで対処しよう」

「え!?」

　オーグの言葉に、リーファンさんが驚きの声を上げた。

「リーファン殿と兵たちには、他の竜をお願いしたい。頼めるか？」

「わ、我らは大丈夫だが……殿下たちは大丈夫なのか？」

　リーファンさんにそう言われたオーグは、フッと笑ったあと言った。

「魔ま人じん王おう戦せん役えきの際、魔物化した竜の討とう伐ばつはシンたちに譲ったからな。私も試してみたいのだよ」

　そう言うオーグの顔には不敵な笑みが浮かんでいた。

　随ずい分ぶんとまあ、好戦的になったもんで……。

　そう思っていたら、トールから追撃があった。

「やっぱり……シン殿に似てきましたね……」

　そう言われたオーグの顔は、非常に嫌そうに歪んでいた。

　だから、なんでだよ！

　トールの言葉にショックを受けていたオーグだったが、すぐに立ち直って俺たちの方を向いた。

「よし。それでは行くぞ」

『はい！』

　オーグの言葉に皆が返事をして砦から飛び下りようとしたんだけど、そこで待ったが掛かった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　ここから飛び下りるつもりか!?」

「そうだが？」

「無茶だ！　こんなところから飛び下りて無事で済むはずがない！」

　え？　あー、そうか。

　リーファンさんたち、ジェットブーツ履いてないもんな。

　じゃあしょうがない。

「俺が浮遊魔法をかけますので大丈夫ですよ」

「ま、また浮遊魔法か……」

　別に今回は高速で移動するわけじゃないから大丈夫だと思うんだけどな。

「ゆっくり下りるだけですから、大丈夫ですよ」

　俺がそう言うとリーファンさんは諦めたようにガックリと肩を落とした。

「そ、そうか……」

　そんなに嫌か、浮遊魔法。

　ともかく、アルティメット・マジシャンズの皆はジェットブーツがあるからいいとして、リーファンさんを始めとした兵士さんたちには浮遊魔法をかけないと。

　ただ、急に浮遊魔法をかけると驚かれちゃうから説明しておかないと。

　リーファンさんにその説明をしてもらおうと思っていたら、肩を落としている彼に砦の兵士さんが話しかけていた。

　二言三言、言葉を交わしたかと思うと兵士さんたちがギョッとした顔をした。

「シン殿。彼らには話をした。やってくれ」

「あ、そうなんですか。じゃあ……」

　リーファンさんの了解が得られたので、リーファンさんと兵士さんたちに浮遊魔法をかける。

『───────!?』

『─、────!?』

　兵士さんたちが驚いた顔で何か言っているけど、なんて言ってるかは分からない。

　まあ、大体予想はつくけどね。

『何だこれは？』とか、『浮いてる？』とか言ってるんだろう。

　ともかく、浮遊魔法はただ物体を浮かすだけの魔法なので、風の魔法が使えないと移動できない。

　なので、このまま壁の向こうへと移動させることをリーファンさんに説明してもらった。

　リーファンさんの説明を聞いている兵士さんたちはぎゃあぎゃあ言っている。

「リーファンさん？」

「あ、ああ。とりあえず説明はしてあるからやってくれ」

「はあ。それじゃあ」

　俺は砦の兵士さんの一人の腕を掴つかんで、塀の向こうへポイッと投げた。

『ぎゃああああああ……あ？』

　放り投げられた兵士さんは、一旦凄い悲鳴をあげたけどその後すぐに不思議そうな声を出した。

　自分が宙に留まっていることに気が付いたんだろう。

　他の兵士さんたちはその光景を見て唖あ然ぜんとしてる。

　まあ、唖然として騒いでないならこの方が面倒がなくていいや。

　俺は次々と兵士さんたちの腕を取るとポイポイッと塀の向こうへと投げていった。

『おわあああ！』

『ひいいい！』

　そんな悲鳴をあげながら塀の向こうへと投げられていく兵士さんたちを見て、マリアがポツリと呟つぶやいた。

「えげつな……」

「そう？　変に気構えるより、有う無むを言わさず投げられた方がいいでしょ」

「そう……なのかしら？」

「そうそう」

　イマイチ釈然としない感じのマリアは放っておいて、俺はオーグに声をかけた。

「オーグ、準備できたぞ」

「ああ。それでは、今度こそ行くぞ！」

『はい！』

　オーグの号令に、アルティメット・マジシャンズの皆はジェットブーツを起動し塀の上から次々と飛び下りていく。

　俺は兵士さんたちを下まで下ろさないといけないから、皆より遅れる形になるな。

「じゃあリーファンさん、下ろします」

「ああ。『──────』」

　俺の言葉を他の兵士さんたちにも伝えたのを確認したところで皆を地面に向かって降下させる。

　説明はしたけど、下に向かって落ちていくという現象に兵士さんたちの顔は強こわ張ばっている。

　……しまったな。

　もしかしたら、竜との戦闘の前に余計な体力を使わせてしまったかもしれない。

　そう思いながらも降下していき、皆さんを地面へと下ろした。

　浮遊魔法を解除すると、皆あからさまにホッとした顔をしていた。

　そして腰に下げている剣を抜くと、何かを叫びながら竜に向かって突撃していった。

「ん？　なんて言ったんですか、彼ら？」

　なんか、兵士さんたちの表情が嬉しそうだったのが気になったんでリーファンさんに訊ねてみた。

　すると、こんな言葉が返ってきた。

「ああ……『地面って素晴らしい』とか『今ならどんな動きでもできる』とか……そんなことだな」

「ん？」

　どういうこと？

「まあ、俺も気持ちは分かるな」

「そうなんですか？」

「ああ。こう……地面に足が着いていない感覚は……不安でしょうがないのだ。だから地面に下り立った時は大地のありがたさを感じることができた」

「へ、へえ……」

「それに、空中では自由が全く利きかないからな。地面に下りて自由に動けるようになると、自由自在に動けるような気がするんだ」

　そうなのか……。

　アルティメット・マジシャンズの皆は風の魔法が使えるからすぐに自由に動いていたけど、それが使えないとそんな状態になるんだな……。

「そんなことより、シン殿も行かなくていいのか？　なんか……さっきから派手な音が聞こえてくるんだが……」

　あ。

　先行してった奴らか！

　あーあー、あっちこっちから魔法が炸裂してる音が聞こえてくるよ。

「まあ、別に討伐数を競ってるわけでもないですし、出遅れたんなら皆のサポートにでも回りますよ」

　戦闘大好きってわけでもないしな。

「そうか。俺は行くぞ。でなければここまで来た意味もないしな」

　リーファンさんはそう言うと、剣を携たずさえて走っていった。

　さて、それじゃあ俺は上空からサポートでもしましょうかね。

　今回はそうすると決めて、もう一度浮遊魔法で上空へと浮かび上がった。

　さて、それじゃあまずはオーグたちの様子でも見るか。

　そう思って視線を移すと……。

「おりゃああ!!」

「的が大きくて当てやすい」

「コーナー！　ヒューズ！　竜の革は素材になるのだからもう少し綺き麗れいに倒せ！」

「「はーい」」

　あっちではアリスとリンが、竜を魔法で滅めつ多た打うちにしてオーグに怒られてる。

「よっと」

「わぁ。トニー君、前より剣の腕上がったんじゃない？」

「はは、そうかな？　ユーリさんも、その魔道具、新作かい？」

「そうなのぉ。ビーン工房の人が土台を作ってくれたのよぉ。素材を採取したいときに重ちよう宝ほうしてるわぁ」

「確かに……綺麗に斬れてるね」

「うふふ」

　こっちではトニーとユーリがなんか会話しながら竜を狩っている。

「ぬううん！」

「ユリウス？　そのガントレットは新作ですか？」

「そうで御ご座ざるよトール。今までのガントレットだと相手が爆散してしまうで御座るからな。シン殿に作って頂いていたので御座る」

「……なんか飛び出してるんですか？」

「インパクトの瞬間に杭くいが飛び出すで御座る」

「……魔法使いの武器として、それはどうなんですか？」

「拙せつ者しやにはこれが向いてるで御座るよ。トール、後ろ来てるで御座る」

「分かってますよ」

　向こうでは、最近俺があげた新しい武器であるパイルバンカーを使ってユリウスが竜を狩り、トールがそれを呆あきれた目で見ながら淡々と竜を狩っている。

「やあっ！」

「はぁ……普通の竜とか、張り合いがなくてつまんないわね」

　マリアの周囲には魔物化した竜はいないようで、つまらなそうに呟いた。

「もうマリア。相手は人間を襲うとはいえ生き物なんだよ。そんなこと言っちゃ駄目でしょ」

「シシリーあんた、言動がお母さんみたいになってきたわね……」

「？　私はシルバーのお母さんだよ？」

「そうだったわ……」

　シシリーとマリアも、雑談しながら竜を狩ってる。

　……。

　うん。

　コイツら大丈夫そうだ。

　なら俺はリーファンさんたちのフォローに回ろうか。

　そう思ってリーファンさんと砦の兵士さんたちが向かった方へと飛んでいった。

　するとそこでは、兵士さんたちが各々武器を振り回しながら数匹の竜と戦っていた。

　今回村を襲ったのは、肉食の竜が多い。

　人間の肉を求めて村を襲ったのだから、それは当然だろう。

　そして、肉食竜はそんなに大きくはない。

　ただ、人間を食い殺せるだけの牙を持っているので兵士さんたちも迂う闊かつに飛び込めないらしい。

　そこで俺は、兵士さんたちのフォローに回ることにする。

　兵士さんたちと睨にらみ合っている竜の足を狙って細いレーザーのような魔法を発射。

　足を撃ち抜かれ、悶もん絶ぜつする竜。

　突然魔法が放たれ、驚いてこちらを向く兵士さんたちに、竜を指差し早く倒せと指示を出す。

　すると兵士さんたちは慌あわてて竜に向かっていき、倒れて悶絶している竜に止めを刺す。

　竜を倒し、こちらに向かって剣を掲げてくる兵士さんたちに軽く手をあげて応え、次の竜をさがす。

　近くにいた竜を見つけた俺がその方向を指で指し示すと、兵士さんたちはすぐに理解したのかそちらへ向かっていく。

　新しい竜と向き合った彼らは、先ほどの戦闘の反省を生かし先に矢を放った。

　草食竜に比べて小さいとはいえ、竜の身体の大きさは人間以上だ。

　弓矢では牽制程度にしかならないから、そのあと剣で斬りかかるんだろうなと思っていると、竜に当たった矢が小さな爆発を起こした。

　そうか！

　あれ、当たったら爆発する呪じゆ符ふが先端についてたのか。

　あれなら牽制だけでなく、十分なダメージを与えることもできる。

　呪符、凄いな。

　あの技術があればなんか色々できそうだ。

　改めて見せられた呪符の可能性を考えていると、リーファンさんが竜に止めを刺すところだった。

　あれは……青せい龍りゆう刀とうっていうのかな？

　肉厚で反り返った大きな剣で竜の首を一撃で刎はね飛とばした。

　この分だと、リーファンさんたちの方もフォローはいらないかな？

　そう思っていると、急速に俺に向かってくる魔力の反応があった。

「っと！」

「シン殿!!」

　リーファンさんが焦った声を出しているけど、こちらは索敵魔法で位置が分かる。

　後ろからの不意討ちを避け、その姿を確認した。

　そこにいたのは……。

「翼よく竜りゆう？」

　の群れだった。

「こんなのもいたのか」

　ざっと見ただけで数十匹はいるな。

「シン殿！　すぐに下りてくるんだ！　空にいると狙われるぞ!!」

　リーファンさんがそう叫んでいるけど、こいつらは魔物化しているわけじゃない。

　なので、まあ、大丈夫じゃないかな？

　俺はそう判断し、翼竜の群れに向かって飛んでいった。

「なっ！　シン殿ぉっ!!」

　リーファンさんの悲痛な叫びが聞こえるけど、翼竜たちはそんなに身体の大きい竜じゃない。

　むしろ小さくないと空なんて飛べないしな。

　これが、ファンタジー小説なんかで出てくる龍の大きさで、この群れの数だったら大変どころの騒ぎじゃないけどね。

　世界が終わるんじゃないかな？

　そんなことを考えながら翼竜の群れに突っ込んでいくと、翼竜たちは敵意を剥き出しにして俺に群がってきた。

　だが、竜にしては小さめとはいえ、空を飛ぶ生物としてはかなりの大きさがある。

　小回りが利かないのか、急に方向転換をした俺に付いてこられない。

　それでも翼竜たちは、俺を狙うのを止めない。

　俺は、翼竜たちをギリギリ振り切らない程度の速度で飛んでいく。

　すると翼竜たちは、俺の後ろに付いて飛んでくるようになった。

　よしよし、全員付いてきてるな。

　時折後ろを振り返りつつ、俺はかつて狩りでよく使っていた魔法を翼竜の一匹一匹にかけていく。

　翼竜たちは魔法をかけられていることなど全く気にする素そ振ぶりもなく俺の後ろを付いてくる。

　そして、全員に魔法をかけ終わった俺は後ろを振り返った。

「全員、落ちろ!!」

　俺はそう叫んで小さな炎の弾丸を放った。

　翼竜たちにかけた魔法は、かつて使った『マーキング』の魔法。

　そのマーキングされた的に向かって、小さな炎の弾丸は放物線を描いて飛んでいく。

　その光景はまるで、ロックオンした戦闘機に向かっていくミサイルのようだった。

　寸分違わず翼竜たちの額に炎の弾丸が吸い込まれていくと、翼竜たちは一匹残らず墜つい落らくした。

　ふ。気分はまるでトップガ……。

「うわ！　なんか降ってきたあ！」

　え？　アリスの声？

「こらあっ、シン！　お前、なにやってるんだ!!」

　あ、やべ。

　いつの間にか、オーグたちの真上に移動していたらしい。

「わっ！　っと！」

「やあぁん！」

「ちょっとシン！　あんた、なにやってんのよ!?」

　その頭上で翼竜たちを撃ち落としたもんだから……。

　こ、これは怒られる……かな？

　オーグたちは落ちてくる翼竜たちを必死になって避けていた。

　とりあえず誰にも当たらなかったことに安あん堵どしながら地上に下りると、皆から白い目で見られた。

「あーっと……ゴメン」

「ゴメンじゃないわよ！　戦闘中だったらどうするつもりよ！」

　責めるような視線に耐えかねて謝ると、マリアからごもっともな指摘を受けた。

「まったく。メッシーナの言うとおりだぞ。気を付けろ」

　先にマリアがキレちゃったからか、オーグは淡々と苦言を吐いた。

「いやあ……空中戦って初めてだったから、つい迎撃するのに夢中になっちゃって……」

　俺がそう言うと、リンが変な食い付き方をした。

「ウォルフォード君だけ空中戦してズルい。次は私がやりたい」

「いや……別に抜け駆けしたわけじゃないからね？」

　空中にいたら襲われたから迎撃しただけで。

「あたしも！　あたしもやりたい！」

「いや、だから……」

「ところで、砦の兵士たちの方はどうだった？」

　アリスまでリンに便乗しようとしたところで、うまくオーグが話題を変えてくれた。

　ちょうどいいや、オーグの話に乗っかってアリスとリンの話は有う耶や無む耶やにしてしまおう。

「あっちは問題なさそうだったよ。呪符を巻いた矢で牽制して剣で仕留めてた。あれなら問題なく倒せそうだ」

　こっちの方は、もう周囲に竜の反応がないことから狩り尽くしたんだろう。

　討伐が終わってホッとしていたところに、空から翼竜が降ってきたと。

　いやあ、本当に申し訳ないことしたな。

　そうしてオーグと話していると、シシリーから声をかけられた。

「あの、ここでお喋りしているのもなんなので、リーファンさんたちのお手伝いに行きませんか？」

「そうだな。もしかしたら他にも回らないといけない村があるかもしれん。早急に終わらせるとするか」

　と、オーグが言った時だった。

「ん？　通信……マークか」

　無線通信機の着信を告げるベルが鳴った。

　このタイミングでかかってくるとしたらマークたちだろう。

　そう思って通信機に出た。

「はい。こちらシン」

『あ、ウォルフォード君ッスか？　マークッス』

「ああ、そっちはもういいのか？」

『はいッス。そのことで色々と話があるッスけど、とりあえず合流してから話すッス』

「分かった。迎えに行くけど、今どこにいる？」

『ミン家の屋敷まで戻ってきたとこッス』

「分かった。じゃあ、そっち行くわ」

『了解ッス』

　マークとの通信を終えた俺は、オーグに向き直った。

「そういうわけで、俺はマークとオリビアを迎えに行ってくるわ。オーグたちは先にリーファンさんたちのヘルプに入っといて」

「ああ、分かった」

　オーグの返事を聞いた俺は、すぐにミン家の玄関前にゲートを繋げた。




　ミン家の玄関前には、マークとオリビア、それにシャオリンさんと姉のスイランさん義兄のユンハさん夫婦と使用人さんたちがいた。

　あと、ナバルさんたちも。

　シャオリンさん以外のミン家の人たちは、突然俺が玄関前に現れたことに非常に驚いている。

「ア、アノ！　コレハ？」

　スイランさんは、まだ体調が万全でないのにこちらに詰め寄ってきた。

　それをシャオリンさんが必死に宥なだめている。

　まあ……竜の討伐に向かったはずなのに、すぐに連絡がつくわ、すぐ現れるわ。

　そら商人としては放っておけないわな。

　実際、ゲートを見慣れているナバルさんたちも分かるといった感じで頷うなずいてるし。

　やがてスイランさんを宥めることに成功したシャオリンさんが近寄ってきた。

「姉がすみません……この魔法があれば、物流革命が起こせると興奮してしまって……」

「あー、まあ、それは……」

　やっぱり、スイランさんもそう考えたか。

「姉には、この魔法を使えるのは西方世界でもシン殿たちだけなことと、そのためにシン殿たちを拘束することはできないって伝えましたから」

「お手数をかけてすみません」

「いえいえ！　これは、ただの姉の我わが儘ままですから。どうかシン殿はお気になさらず」

「でも……」

　シャオリンさんと謝り合戦をしていると、マークから呆れたような声が聞こえてきた。

「ウォルフォード君、とりあえず出発しないッスか？」

「そうですよ。早く現地に行かないとまずいのでは？」

　あ、そうだった。

　というか、あっちはほぼ終わりそうだったから、つい気が抜けてた。

　マークたちに指摘されたので、早速ゲートを潜り直そうとしたら、シャオリンさんから待ったがかかった。

「あの……私も付いていってはいけませんか？」

「シャオリンさんも？」

　シャオリンさんの申し出に、俺は思わずマークとオリビアの顔を見た。

　二人とも困った顔をしている。

　とりあえず、なんでそんなことを言い出したのか聞いてみるか。

「ええっと……竜がいるんですけど……なんでまた？」

「竜の暴走が、一ヶ所で終わるとは思えません」

　あー、確かに俺たちも同じ考えだった。

　でも、それとシャオリンさんが付いてくるのになんの関係が？

「竜の生息地というのは、ほぼ決まっています。シン殿が行った村にも竜の防衛設備がありませんでしたか？」

「ああ、あったね」

「それは、竜の生息地が近くにあるからです。そして、そういった設備のある村は他にもあります」

「でも、それはリーファンさんも知っているのでは？」

「リーファンの仕事は私の護衛です。いくつかは知っているかもしれませんが、全てではないはずです」

「つまり……シャオリンさんが行かないと、正確な数は分からないと……」

「そういうことです」




　ふむ。




　それは確かに重要な情報だ。




　正確な数と場所が分からないと、闇雲に飛び回って時間を浪ろう費ひした挙げ句に漏れが出るかもしれない。




　そうなるよりは……。




「シャオリンさん」

「はい」

「言うまでもないかもしれませんが、竜は非常に危険です。さっき行った村でも、食い散らかされた人間の残ざん骸がいが散らばっていました」




　俺がそう言うと、シャオリンさんは一瞬恐怖に顔を歪ゆがませた。




　だが、すぐに顔を引き締めて言った。




「ミン家は竜の革を取り扱う商家です。竜の危険性は重々承知しています。危ないことはしませんので、どうか連れていってください！」




　シャオリンさんはそう言うと、深々と頭を下げた。




　危険は承知の上か。

　正直、案内があるのはありがたい。

　なら……。

「現地に着いたら、すぐに防衛施設に送ります。そこから一歩も出ないこと。いいですか？」

「それじゃあ！」

「ええ。一緒に行きましょう」

「はい！」

　マークとオリビアだけを連れていくはずだったんだけどな。

　まあ、こういう事情ならしょうがないだろう。

　そう思ってゲートを砦の上に開き直して潜ろうとすると、シャオリンさんがポツリと呟いた。

「それに……気になる噂もありますから」

　気になる噂？

　なんだろう。

　そういえば、マークからの報告もまだ聞いてないし、向こうに着いたら聞いてみるか。

　こうして俺たちは、ミン家を後にした。




　シャオリンさんを伴ってゲートを潜り、村の防衛施設の塀の上に出た。

「凄い……本当に村の防衛施設だ……」

　過去に来たことがあるんだろう、シャオリンさんは周囲を見渡すとポツリとそう呟いた。

　まあ、竜の革を扱う商家の人間だからな。

　その狩場である村に来たことくらいあるか。

　やっぱり、シャオリンさんの同行を許可したのは正しかったみたいだ。

「シャオリンさん。俺たちは皆の加勢に向かいますから、ここから動かないでくださいね」

「は、はい。分かりました」

　シャオリンさんの返事を聞いた俺は、塀の上から索敵魔法を展開し、人と竜が集まっている場所を探った。

　すると……。

　ある方向から、デカい爆発音が聞こえてきた。

「これは……！」

　その場所を索敵してみると……。

「ウォルフォード君！　これ、魔物化してるッスよ！」

「そうみたいだな」

　魔物化した竜の魔力を感知した俺たちだったが、さっきの爆発音から察するに、オーグたちがいるんだろう。

「どうする？」

「自分は一応行っておきたいッス」

「せっかく来たのに、なにもしないのは申し訳ないですから」

　マークとオリビアに一応確認してみると、現場に向かいたいとのこと。

　まあ、せっかく加勢に来たのにもう終わってましたじゃ、なにしに来たのか分かんないしな。

「とはいえ、もう終わってるかもしれないぞ？」

「それでもッスよ」

「そっか。じゃあ、とりあえずオーグたちと合流するか」

「ッス！」

「はい！」

　俺たちはジェットブーツを起動し、塀の上から現場に向かって飛び出した。

　そうして現場に辿り着いてみると、リンがウォータージェットで魔物化した竜の首を刎ねたところだった。

「なんだよ。結局リンも首刎ねてるじゃん」

「む？　ウォルフォード君？」

「人のこと、首刎ねるのが好きだとか言ってたくせに、自分もやってんじゃん」

「これは仕方ない。殿下の要望」

「オーグの？」

「そう。素材に傷を付けないようにオーダーされた」

「ああ、なるほど」

　俺が魔物の首を刎ねるのは、昔食料として動物を狩ってたときの名残なごり。

　首を刎ねるのが一番素材を綺麗に残せるからね。

　今回狩った竜の革も、素材として回収するんだろう。

　特に魔物化した竜の革は普通の竜の革より丈夫そうだしな。

「ところで、随分と遅かったな」

　リンと話をしていると、オーグが話に加わってきた。

「もたもたしているから、村を襲ってきた竜は全て討伐してしまったぞ」

「あー、申し訳ありません殿下」

「すみません」

　遅れてきたマークとオリビアがそう謝罪するけど、別に謝るようなことじゃなくね？

「別にビーン夫妻が謝ることじゃない。お前たちは別の仕事をしていたのだからな」

「ふ、夫妻……」

「だから殿下！　まだ夫妻じゃありませんって！」

「それはいいとして……」

「よくないですよ！」

「どうして遅くなった？　なにかトラブルでもあったのか？」

「む、無視された……」

　オリビアが悲痛な顔をしてるけど、もうそう呼ばれるのも時間の問題だし、別にいいんじゃないの？

　っと、それより。

「マークとオリビアとはすぐに合流できたんだけどね、追加で連れてきた人がいるんだ」

「追加で？」

「ああ。シャオリンさんがどうしても連れてきてほしいって言うから」

「お、お嬢様が!?」

　俺の言葉を聞いたリーファンさんが、驚愕して声をあげた。

　そりゃそうだろうな。

　こんな、戦闘の最前線に非戦闘員のお嬢様を連れてきたんだから。

「な、なぜですか!?」

「いや、今回報告があったのはこの村だけど、竜の大量発生がこの村だけとは限らないじゃないですか」

「た、確かに」

「元々、この村の竜を鎮ちん圧あつしたら別の村を回ろうかと思っていたんですけど、シャオリンさんが竜の生息地に近い村の場所を把握してるって言うので」

「それで連れてきたのか」

「まあね。竜の生息地に近い……つまり竜を狩ることを生業なりわいにしている村にはここみたいな砦があるらしくてさ。そこから出ないことを条件に連れてきた」

　俺がそう言うと、オーグは納得した顔をして頷いた。

「そうだな。闇やみ雲くもに村を回るより、その方が効率的か」

「その話をしててな。シャオリンさんを砦に送ってからこっちに来たから、それで遅くなった」

「状況は分かった。それでは、竜狩りも終わったことだし、一旦砦に戻るとするか」

　オーグのその言葉で、俺たちは砦に戻ることにした。

　もうすでに村に竜の気配はないので、俺たちは普通に砦に設置されている門を開けてもらって中に入る。

　すると、中に避難していた村人たちが俺たちを歓迎してくれた。

「シン殿！」

　その村人たちの中から、さっき送り届けたシャオリンさんがこっちに向かってきた。

「皆さんも、ご無事でしたか」

　シャオリンさんはオーグたちを見て、安堵の息を吐いていた。

「魔物化してても草食竜なんて楽勝だよ！」

「余裕」

　アリスとリンが、シャオリンさんにドヤ顔を見せる。

　シャオリンさんは、顔が若干引ひき攣つり気味だ。

「むしろ、シンに空から翼竜を落とされたときの方がピンチだったわね」

「悪かったよ！」

　マリアめ、これはしばらく言われそうだ。

「よ、翼竜、ですか？」

　ん？　シャオリンさんが、驚愕と期待の入り交じった顔をしてる。

「ええ。シン殿がまとめて撃ち落としまして。それが自分たちの真上だったものですから……」

「翼竜が降ってきたので御座るよ」

「だからゴメンって！」

　トールとユリウスまで!?

　予想外の口撃に驚いていると、シャオリンさんが興奮した様子で俺に詰め寄ってきた。

「あの！　シン殿！」

「はい？」

「その……討伐した翼竜の損傷具合は……」

「ああ。全部額を撃ち抜きましたけど、上空から落下したから……」

　結局、身体の方の革はどうだったんだろ？

　詳しくは見てなかったんだよな。

　そう思っていると、トニーとユーリが前に出てきた。

「回収してあるから、見てみるかい？」

「パッと見だと傷はなさそうだったわよぉ」

　そう言いながら異空間収納より回収した翼竜を取り出した。

「こ、こんなに!?」

　またもシャオリンさんが驚愕の声をあげる。

　そんなに珍しいんだろうか？

　戸惑う俺たちをよそに、シャオリンさんは興奮した様子のまま翼竜を調べ出した。

「翼に傷がない……これは極上品!!」

　シャオリンさんは、まさに喜き色しよく満まん面めんといった様子。

「シン殿!!」

「うおっ!?　はい!?」

　そして、その表情のまま俺の方をバッと見て詰め寄ってきた。

　び、びっくりした……。

「これ！　この翼竜も含めて、狩った竜は全て売ってもらえませんか!?」

「え？　ああ、まあ、それはいいですけど」

「本当ですか!?　ありがとうございます!!」

　わあ、シャオリンさんメッチャ嬉しそうな顔してる。

「あの、この翼竜ってそんなに珍しいんですか？」

「翼竜自体は珍しいものではないんですけど、狩るとなると中々……それに翼を傷付けずに狩ることも難しくて……」
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　ああ、まあ空飛んでるもんな。

　狩るならまず翼を狙うのか。

「翼竜の革は、身体より翼の方が価値が高いのです。薄い上に丈夫ですからね。ただ、今言ったように狩れる数も少ないですし、多くは傷が入っているのです」

「ああ。ならこれは……」

「ええ！　無傷な上にこの量!!　こんなの見たことありません!!」

　なるほどね。

　それならシャオリンさんのこの興奮ぶりも納得できるな。

「それでは早速値段の……」

「シャオリン殿。すまないが、それは帰ってからにしてもらえないだろうか？」

　翼竜を含めた竜の値段交渉に入ろうとしたシャオリンさんを、オーグが遮さえぎった。

「え？　あ！　も、申し訳ありません！　つい商人の血が騒いでしまって……」

　今まで見たこともない量の翼竜を見たからな。

　興奮して我を忘れてしまったんだろう。

　シャオリンさんがここに来たのは、竜の革の買い付けのためじゃなく、俺たちを竜の生息地に近い村に案内するため。

　それを思い出して、シャオリンさんはオーグに謝罪した。

「いや、事情を聞く限り無理のないことだとは思う。だが、今は他に優先させるべきことがあるからな」

「はい……そのために無理を言って付いてきたのに……申し訳ありませんでした」

「構わない。それより、早速次の場所に向かいたいのだが」

「分かりました。地図を見せてもらえますか？」

　シャオリンさんに言われて、出がけに借りた地図を近くにあった台の上に広げる。

　その地図を見ながら、シャオリンさんは地図上にいくつか印を付けていった。

「この近くにある竜の生息地は、ここ、ここ、それとここです」

「ふむ。その生息地の近くには……」

「ええ。その竜を狩るための拠点となる村があります」

　シャオリンさんの説明を聞き、地図上にある印を見る。

「結構離れてるんですね……」

　シシリーが地図上の印を見て率直な感想を述べる。

　確かに、俺もそう思った。

「竜は身体が大きいですし、竜の中だけで食物連鎖が完結しますから。一つの生息地はかなり大きいんですよ」

　ああ。

　だから拠点となる村が離れてるのか。

　しかし、広大な生息地か……。

「それだと、予想よりも数が増えている可能性があるな……」

「多分。ですが、まず大事なのは人の住んでいる所です。生息地内で増えてしまった竜は、また少しずつ狩ればいいですし」

「とりあえず、人的被害を抑えることが最優先か」

「そうして頂けるとありがたいです」

　オーグとシャオリンさんとで話がまとまったみたいだ。

「よし。それでは早速、ここから近いところから回るとするか。シャオリン殿、案内を頼むぞ」

「はい！　お任せください！」

「もう行く？」

「ああ。シン、また頼む」

「おっけー」

　オーグから要請を受けたので、全員に浮遊魔法をかける。

「わ！　わあ！」

「ぬわっ！　またか！」

　シャオリンさんは驚いた様子だけど、怖がっている感じはない。

　リーファンさんは……。

　申し訳ないけど、我慢してくれ。

「シシリー、悪いけどシャオリンさんを引っ張っていってあげてくれる？」

「はい、分かりました」

　シャオリンさんは女性だからな、牽けん引いんを頼むのも女性がいいだろうとシシリーに声をかけた。

　ということで……。

「リーファンさんは、また俺が引っ張っていきますね」

「……」

　うわあ……強こわ面もてのリーファンさんが、なんとも言えない苦々しい顔をしているよ。

「それでは、行くぞ！」

『はい！』

　オーグの号令で、全員が風魔法を起動し移動を始める。

「わああっ!!」

　シシリーに手を引かれているシャオリンさんが楽しそうな声をあげている。

　リーファンさんは……。

「ぬうわああっ!!」

　……着くまで、吐かずに我慢してくれるだろうか？

　あ……マークの話を聞くのを忘れてた。

　仕方ない、移動中に聞くか。




「ふむ、今回の一件、ハオが責任を取らされそうだと」

「はい」

　シャオリンさんの案内のもと、次の村への移動中にマークから悠ゆう皇こう殿でんでの話を聞いた。

　なんでも、今回の竜の大量発生の責任は、竜を保護する法案を立案したハオにある、ということになりそうなのだとか。

　それはまあ、そうだろうな。

　竜の個体数が少なくなっているから保護しようという法案だったはずなのに、僅か二年で大量発生だもの。

　その法案を立案する際に添付したであろう竜の個体数の調査報告も虚きよ偽ぎであった可能性が高い。

　というか、シャオリンさんの話からすると間違いなく虚偽報告だろう。

「それにしても……こうなることは予想できるだろうに。なんでまたそんな法案を立案したのかね？」

　俺がそう言うと、周りの皆も頷いた。

　俺たちは、オーグやトール、ユリウスたちと違って政治には詳しくない。

　そんな俺たちでさえ分かることを、この国の官僚の中でも特に地位の高そうなハオが理解していなかったとは考えにくい。

　どういうことなんだろうなと首を傾げていると、シャオリンさんが口を開いた。

「そのことについて……ハオに関してある噂を聞いたことがあります」

「噂？」

「はい」

　なんだろう？

　今回の件に関わることかな？

「ふむ、シャオリン殿。その噂とやらを聞いてもいいか？」

「はい殿下。その噂とは……ハオが個人で遺跡の発掘を行い、非常に強力な武器を手に入れたというものです」

「ほう……」

　シャオリンさんの言葉を聞いて、オーグが目を細めた。

「しかし、なぜ噂なのだ？　事実確認はしていないのか？」

「クワンロンでは、遺跡発掘の際に出た武器は一旦全て国に報告する義務があります。しかし……」

「その、ハオが発掘したという武器は報告されていなかったと」

「ええ。なので噂でしかないのですが……」

「どこからかその情報が漏れたと？」

「そういうわけではありません」

　ん？　情報が漏れたわけじゃないのに噂になってる？

「どういうことです？　それで、なんで噂になんかなるんですか？」

　意味が分からなくて、思わずオーグとシャオリンさんの会話に割り込んでしまった。

「ハオの屋敷に秘密裏に荷物が運び込まれるのを見た者がいたらしく、そこから噂になったのです」

　そりゃ、そんな場面を目撃されたら色々疑われるわな。

　しかし、傍はた目めにも、コッソリ運んでいると思われたってことは……。

「その荷物、相当大きかったんですかね？」

「らしいです。なので、強力な武器なのではないかとの噂が立ったのです」

　やっぱりね。

「なるほどな。その噂が真実だとすると、その武器があるからこそ、この法案を通したということか」

「どういうことですか殿下？」

　俺は分かったけど、分からなかったらしいアリスがオーグに聞いた。

「つまり、竜がある程度増えてもその武器を使って秘密裏に間ま引びくつもりだったんだろう。なので、この無む謀ぼうとも思える法案を立案した。だが……」

「結局、竜の大量発生は起きてしまい、ハオの対処は間に合わなかったということです」

　オーグの説明をトールが補足した。

　その説明を聞いたアリスは、呆れた顔をした。

「はぁ……なんか、メッチャ間抜けじゃない？　あの人」

　……アリスに言われたらお終いだな。

「まあ、本来なら何かしらの連絡が入るようになっていたんだろうな。しかし、それが上う手まく機能しなかったんだろう」

「それにしたって、ここまで放置しておくなんて。途中で間引くなりなんなりすれば良かったのに」

　マリアが不満そうにそう言うが、そうはできなかったんだろう。

「それは無理だろうな。なにせ、自分で出した法案がある」

「あ、そっか。竜を狩っちゃいけないって法案……」

「目論見が露見しないように、ギリギリまで行動できなかったんだろう。まさしく、自分で自分の首を絞めた結果になったな」

　正しく、ハオの自業自得だ。

「まあ、これでハオは確実に失しつ脚きやくするだろう。そうなればクワンロンとの交渉も滞とどこおりなく進むはずだ」

「しかし殿下。ナバルさんが、ああいう輩はしぶといから気を付けないといけないと言っていましたが……」

　ああ、マークはナバルさんの護衛で付いていってたんだっけ。

　あのナバルさんがそう言うんだから、警戒はしておかないといけないだろう。

　でも……。

「まあ、大丈夫じゃない？」

　俺は不安そうなマークに向かってそう言った。

「シンの言う通りだ。心配ない」

　オーグも、俺の言葉に乗っかってきた。

「なぜですか？　正直言って、ハオがそんなに簡単に失脚するとは思えません」

　俺とオーグの言葉に、シャオリンさんが不安そうに聞いてきた。

「まあ、そんなに心配しなくても、各村を回り終わったら分かりますよ」

「その通りだ。なのでシャオリン殿、案内の程よろしく頼むぞ」

「はぁ……」

「ああ、それと」

　オーグはそこで言葉を切ると、シャオリンさんをジッと見た。

「これからそういう情報は早めに言ってくれると助かるな」

　聞いているこっちがゾッとするような冷たい声でオーグがそう言った。

　あぁ、オーグの奴、まだシャオリンさんのこと信用してなかったんだな。

　それが伝わったんだろう。

「……はい」

　シャオリンさんは、消え入るような声でそう返事するので精一杯だった。

　リーファンさんは……。

「……うぐっ」

　……口を押さえてた。




「見えました、あそこです」

　しばらく浮遊魔法で移動したあと、シャオリンさんが前方を指差して言った。

　その顔は、あんまり元気のない感じだ。

　オーグの言葉がよっぽど応えたんだろうなあ……。

　空を飛び始めた最初の方は楽しそうだったのに、オーグに釘を刺されたあとは明らかに落ち込んでいた。

　ちょっと可か哀わい想そうだけど、ハオが強力な武器を隠し持っているかもしれないという情報を今の今まで隠していたんだ。

　信用度が下がるのはしょうがないか。

　でも、なんで隠してたんだろう？

　……あれかな？

　ハオの持っている武器の付与を俺が見て、真ま似ねされたら困るとかそんなこと考えたのかな？

　けど噂だし、言わなくてもいいかと思っていたらこの事態が起きた。

　なので情報を後出ししてきたってとこかな？

　確かに、前文明の武器の付与が漢字で書かれている以上、俺が見たら分かるかもしれない。

　けど、そういう武器は作らないって約束したんだけどなあ……。

　やっぱり、出会ってまだ日も浅いし、信用されてなかったってことか。

　オーグもシャオリンさんのこと信用してなかったみたいだし。

　まあ、俺みたいな得体の知れない知識を持っている人間を簡単に信用するわけにはいかないか。

　……言ってて悲しくなってくるな。

　オーグの場合は王族だし、そんなに簡単に人を信用するわけにはいかなかったんだろう。

　それは正しい……あれ？

「……なんだシン、人の顔をジッと見て」

「ん？　ああ、いや……」

　オーグが不ふ審しんそうな目で俺を見ているので、俺はオーグに近付き、声を潜めて話しかけた。

「オーグって、まだシャオリンさんのこと信用してなかったんだな」

「当たり前だろう」

「それってやっぱ、出会って間もないから？」

「それもあるが……」

「でも、俺のときはすぐに打ち解けてなかったか？」

　俺がそう言うと、オーグは「ああ」と納得したような顔をした。

「お前のことは父上からよく聞いていたからな。初めて会った気がしなかった。それに、マーリン殿の孫だしな」

「ああ、そういうこと」

「あの女に関しては、それ以外にもこちらに要いらぬ疑いをかけてきたりしたからな。そういう疑いをかけられていい気はせん」

　オーグはそう言うと、話はこれで終わりだという風に前を見た。

　……あの時、疑いをかけられたのは俺だよね？

　それにムカついたってこと？

　え？　そうなの？

　俺が、なんとも言えない気持ちでいると、後ろでアリスとリンがヒソヒソと話す声が聞こえてきた。

「殿下とシン君、怪しくない？」

「これは事案。エリーに報告しないと」

「うおいっ！　とんでもない誤解すんな！」

　最近はエリーがそのことで俺に突っかかってこなくなってるのに、また再燃させるようなこと言うんじゃねえよ！

「ねえ、バカなこと言ってないで。もう着くわよ」

　マリアの言葉でハッと我に返って前を見た。

　シャオリンさんに言われたときは小さく見えるだけだった村が、もうすぐそこまで迫っている。

「おっと、危ない。通り過ぎるとこだった」

「もう、シャキッとしてよね」

「悪い」

　丁度村の上空まで来たところで全員風の魔法を停止し、眼下の村を見た。

　……見たところ、まだ村は健在だな。

「どうやら間に合ったようだ。下に下りるぞ」

　オーグの言葉で俺は浮遊魔法の高度を下げた。

　移動は各々だけど、上下は俺がしなきゃいけないからな。

　そうして村の門の前に下りると、門番と思われる人が唖然とした顔をしているのが見えた。

　ああ。そりゃそうか。

　空から人が下りてきたんだから、そうなるわな。

　変に驚かせてしまったなと反省していると、シャオリンさんが村の門番のもとに走っていった。

　彼女にとっては、門番の状態とか構っていられないんだろう。

　シャオリンさんが事情を話すと、門番さんは唖然とした表情からかなり驚いた表情に変わり、村の中に走っていってしまった。

　あれ？　これ、待ってなきゃいけないの？

　とにかく、シャオリンさんから事情を聞こう。

「シャオリンさん、どうしたんですか？　まだ行っちゃいけないんですか？」

「それが……村の責任者に確認してくると言って……戻ってくるまでここから動くなと言われてしまって」

　シャオリンさんのその言葉に、アリスが憤ふん慨がいした。

「はあっ!?　なに悠ゆう長ちようなこと言ってんの!?」

「本当ですね。状況が分かっていないのでしょうか？」

　珍しい。シシリーまでプリプリしてる。

　さっきの村で食い散らかされた人間の姿を見てるからな。

　一刻も早く竜の状況を確認しに行きたいと思っているんだろう。

　そんな人間からすれば、さっきの門番の態度は状況を理解していない悠長なものに見えたんだろう。

　っていうか、シャオリンさんはこの村にも来たことがあるだろうし、彼女の言葉なら信用できると思うんだけどな。

　やっぱあれかな。

　例の法案があるから、事実だとしても本当に竜を狩っていいのかどうか確認しに行ったんだろうな。

　っていうか、緊急事態のときはどうするんだろうか？

　そういう事態に陥おちいっても、上司の確認を取りに行くんだろうか？

　そんなことを考えていると、さっきの門番が一人の男性を連れてきた。

　服装を見ると、悠皇殿で見た官僚の服に似てる。

　この村に常じよう駐ちゆうする役人なのかな？

　そう思ってその男性を見ていると、シャオリンさんに向かってなにかを言った。

「なっ!?」

　シャオリンさんは驚いた声をあげると、その役人風の男になにかを抗議した。

　だが、その男は首を横に振るだけで全く取り合わない。

　なんだ？

「シャオリンさん、どうしたんですか？」

「そ、それが……」

　俺が声をかけると、シャオリンさんは非常に言いづらそうに言った。

「竜の大たい量りよう繁はん殖しよくが起きているから間引きをすると言ったのですが……認められないと言われてしまって……」

「は？」

　なんだそれ？

　そう思って役人風の男の顔を見た。

　その顔は……明らかにこちらを見下していた。

　そして、その口元には嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。

「シャオリンさん。この人って役人？」

「え？　はい、そうです。この村常駐の役人です」

「……もしかして、ハオの息のかかってる人間かな？」

　俺がそう言うと、シャオリンさんは少し考えたあと答えた。

「確証は持てませんが、恐らく……」

　ふーん、そうか。

　ということは、コイツが竜の大量発生の兆きざしが見えたときに連絡をする担当なのかな？

　というか、各村にハオの息のかかっている人間がいないと、その連絡網は機能しないしな。

　ってことは、竜の数が増えていることをハオ以外の人間に知られることはマズイって考えてるよな。

　それで、竜の討伐を認めないってことか。

「シャオリン殿。すまないが通訳してくれるか？」

　どうしようかと思っていると、オーグが前に出てシャオリンさんに通訳をお願いしていた。

　オーグが交渉をするとなると、もう俺たちの出番はないな。

　俺は大人しくオーグの後ろにまわった。

　周りを見ると、皆が期待を込めた目でオーグを見てる。

「私は西の大だい砂さ漠ばく地ち帯たいを越えた先にある、アールスハイド王国の王おう太たい子し、アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ。貴き殿でんは？」

　シャオリンさんが通訳すると、役人は目を見開いた。

　そして、説明を求めたのだろう、シャオリンさんがなにか説明し、ようやく納得したようだ。

『私は、この村の管理者だ。それで、他国の王太子がなんの権限があってここにいるのか？』

「権限？　権限なんてないさ。私たちがここにいるのはあくまで人道支援だからな」

　オーグのその言葉を聞いた役人は『はっ』と嘲あざけるように笑った。

『人道支援だと？　そんなもの、この村には必要ない』

「ふむ、そうか。だがなあ……」

『なんだ？』

「そこの門番に聞かなかったか？　我々がどのようにしてこの村に来たのか」

『……ああ、なんでも空を飛んできたとか。下くだらん与よ太た話ばなしだ』

「残念ながら事実だ。おい、シン」

　役人と話していたオーグがこっちを向いた。

　何も言われてないけど、浮遊魔法をかけろってことなんだろうなと解釈してオーグに浮遊魔法をかけた。

『は……？　はあああっ！！？？』

　あ、今のは通訳されなくても分かった。

　とりあえず役人が目撃したので浮遊魔法を解除した。

「見た通り、空を飛んできたのは事実だ」

『……』

　役人の方は、まだ驚愕から戻ってきていない。

　早く戻って正気にならないとオーグのワンサイドゲームになるぞ？

「で、ここに来るまでに空からこの周囲の様子を見たのだがな……」

　オーグはそこで言葉を切ると、深い溜め息を吐いた。

「かなりの数の竜がこの村を目指して進行しているのを目撃したのだ」

『なっ……!?』

「それに、実はここに来る前に別の村にも寄ったのだが……」

『……』

　役人はゴクリと息を呑のみ、オーグの言葉に聞き入っている。

　あーあ……。

「悲惨の一言だったな……食い散らかされた人間の破片……あちらこちらから聞こえる襲われている人々の悲鳴……まさしく地獄だった……」

　……そうだっけ？

　オーグの言葉に首を傾げる俺たちとは違い、役人と門番は真っ青な顔をしている。

　メッチャ信じてんじゃん。

「この村に着いたとき、まだ襲われていなくて心底安堵した。正直、またあの地獄のような光景を見ることになると思っていたからな」

　オーグの説得はまだ続く。

「この村を、あの村と同じような目に遭わせるわけにはいかない。協力してくれないか？」

　オーグの言葉を聞いた役人は、さっきまでの態度とは違って、真剣に考えだした。

　散々脅おどしたからな……九割嘘だったけど……。

　そして、考えがまとまったのだろうか、役人が口を開いた。

『……やはり許可できん。竜に関しては保護法案が施し行こうされているのだ。軽々しく破るわけには……』

　うーん、中々手て強ごわいな。

　それほどにハオが怖いのか？

　オーグはそんな役人の心中を察したのか、止めとなる言葉を発した。

「残念ながら、その法案は廃止になるはずだ。ハオ氏は、その法案を立案した責任を取らされるそうだからな」

『なっ!?　ハオ様が!?』

　ハオ様って……やっぱり、こいつハオの息のかかった人間か。

「そういうことだ。どうする？　今悠皇殿では、竜の大量発生は国難だと思われている。それを引き起こしたハオは国こく賊ぞくだという認識だ。どちらに与くみするのが得か……分かるだろう？」

　……詐さ欺ぎ師しがいる。

　嘘うそ八はつ百ぴやくを並べ立てるオーグのことを、俺たちは後ろからジト目で見ていたのだが、役人の方はそうではない。

　この村の人間にも面識のあるシャオリンさんが身元を保証した他国の王太子。

　その王太子の言葉なら、疑いもなく信じるだろう。

　散々考えたあと、役人はようやく重い口を開いた。

『分かった……許可しよう』

　その言葉を聞いたオーグは、口元だけで笑った。

「そうか。賢明な判断をしたようでなによりだ。で、貴君らに頼みがあるのだが」

『頼み？』

「ああ。我々は、今から増え過ぎた竜を狩りに行くが……如何いかんせん範囲が広い。漏れのないようにするつもりだが、万が一ということもある。この村の周りに兵を布陣してくれないだろうか？」

『それは構わないが……いいのか？　我々は戦わなくて』

「構わない。我々は空を飛べるからな。我々だけの方がやりやすい」

『そうか……』

　多分、オーグは足手まといになるから必要ないって言おうと思ったんだろうけど、それを直接言ってしまうと物凄い角が立つ。

　なので、さっき見せた浮遊魔法を引き合いに出して役人を納得させた。

　相変わらずうまいねえ。

「それでは、早速我らは竜の間引きに向かう。シャオリン殿、村の砦に避難しておいてくれ」

「はい。分かりました」

「それでは、行こう」

　オーグがそう言ったので、俺は再度浮遊魔法を、今度は全員に向かってかけた。

「ぬ……で、殿下」

　そんな中で、相変わらず苦い顔のリーファンさんがオーグに声をかけた。

「どうした？」

「申し訳ないが、私は道具もなしに魔法など使えない。正直、足手まといにしかならないと思うのだが……」

　……ああ、リーファンさん、さっきのオーグの言葉を真に受けたのか。

「すまんな。さっきのはあの役人を納得させるための方便だ。実際には地に下りて戦うので安心しろ」

「あ、そ、そうだったのか……」

　地上での戦いになるということで、リーファンさんの顔から緊張が少し取れた。

　それにしても、方便ねえ。

「さっきは、その方便を使いまくってたな。いいのか？　そんな大嘘こいて」

　俺がオーグにそう言うと、フッと笑った。

　なにその笑い。ムカつくんですけど？

「嘘などついていないさ」

「いやいや、嘘ばっかだったじゃねえか！」

「嘘ではないぞ。実際には見ていないが、この周囲に割と大きめの魔力の反応が多数あるのは確認したからな」

「それは確かに俺も確認したけど……じゃあ、前の村のことは？」

「あれも、我々が見ていないだけで、実際あのような状況だったのは間違いないさ」

「……ハオのことは？　まだ国賊ってわけじゃないじゃん」

「『まだ』な。近々そうなるさ」

　……呆れてものが言えない。

　全部予想と想像でしかない。

　でも、言われてみるとそうかなとしか思えない。

　本当にこいつは……。

「それより、余計なことに時間を食った。さっさとこの生息地の竜を間引きして次の村に向かうぞ」

「あ、ああ。分かった」

「皆に言っておくぞ。我々が狙うのは肉食の竜だけだ。草食の竜は極力狙うな。それと、殲せん滅めつするなよ？　肉食の竜が全くいなくなってしまうと、それはそれで困るからな」

　食物連鎖ね。

　草食竜が増え過ぎると、森や草原がなくなってしまうっていう。

「理解したな？　では……散開！」

　オーグの合図と共に、皆一斉に竜のもとへと走っていった。

　そんな中俺は……。

「リーファンさん。俺が竜の魔力のところまで案内するので、付いてきてください」

「ああ、分かった」

　索敵魔法が使えないリーファンさんと行動を共にすることにした。

　さて、じゃあ俺も行きますか。

「あ、リーファンさん。あっちにいますよ」

「了解した」

　俺はリーファンさんに付き添い、竜と思われる魔力反応のある場所まで案内していた。

　かなりの数が固まっているけど、これは……。

　そう思いつつその場所まで辿り着いてみると、想像通りの光景が広がっていた。

「やっぱりか」

　そこでは、四足歩行の竜が群れで草を食んでいた。

　草食竜だ。

「これは、狩りの対象外ですね」

　俺はそう言うと魔力を練り、竜たちの目の前にある魔法を放った。

『プギィィィ!!』

　草食竜たちを取り囲むように、突とつ如じよ現れた巨大な炎の壁。

　その魔法に草食竜たちは驚き、大きな叫びをあげながら逃げていった。

　炎の壁には一部隙間を開けてある。

　竜たちは、俺の狙い通りその隙間を通ってそのまま真っ直ぐに逃げていく。

　その方向は、竜の生息地。

　村に近い所にいたので、生息地の奥の方へと誘導したのだ。

　草食竜が近くにいるということは、それを狙って肉食の竜が近付いてくる可能性があるからね。

　しかし、食事中だったのに悪いことしたなと逃げていく草食竜たちを見ながら思っていると、もう一つの反応が勢いよく近付いてくるのが分かった。

「あ」
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「どうしたシン殿」

「リーファンさん、戦闘準備をお願いします」

「……まさか」

「ええ。その右手の林の中から出てきますよ」

　俺がそう言った直後だった。

『ゴアアアッ!!』

　あの魔物化された暴君竜よりも小さいが、二足歩行の肉食竜が逃げていく草食竜に向かって突進していった。

　なんか、一匹だけはぐれてるのがいるなと思っていたけど、あれ食事中の草食竜を狙っていた肉食竜だったのか。

「……」

　俺が言った通りに出てきた肉食竜に驚いた顔をしていたリーファンさんだったが、ハッと我に返るとすぐに剣を抜き戦闘態勢を取った。

　肉食竜は草食竜に襲い掛かるが、草食竜の方が肉食竜よりも身体が大きい。

　食べられまいと必死に暴れ回り、捕食しようとする肉食竜に抵抗していた。

　それでもなんとか草食竜に牙を突き立てようとする肉食竜だったが、単独の肉食竜に比べて草食竜は群れ。

　襲われているその草食竜を助けようと、他の草食竜が肉食竜へ次々と体当たりを繰り出した。

『ギャオアッ!!』

　体格に劣る肉食竜は、草食竜たちの反撃を受けて吹き飛び地面を転がっていった。

　その隙に、草食竜たちは全速力で逃げていってしまった。

『グウゥ……』

　ようやく起き上がった肉食竜は、悔しそうに逃げていく草食竜を見送っていた。

　その姿は、なんとも物悲しい。

「「……」」

　せ、切ない光景だな……。

　でもまあ、これが自然なのかも。

　前世の地球でも、肉食獣が獲物を食べられるのは数日に一回とかって聞いたしな。

　恐ろしいイメージのある肉食竜とはいえ、毎回捕食できるわけではないんだろう。

　目の前にいる肉食竜も、逃げていく草食竜を諦めたようだ。

　……で、俺たちの方をクルッと振り返った。

「見てますね」

「見てるな」

『グルルル……』

　うん。

　完全にロックオンされたね、これ。

　肉食竜は分かっているんだろう。

　身体の大きな草食竜に比べて、肉は少ないが人間は狩りやすい獲物であることを。

　そして、多くの人間にとって竜とは、出会ったが最後あとは捕食されるのを待つだけの存在だ。

　心なしか、竜の表情が喜んでいるように見えるなあ。

『ガアアアッ!!』

　そんなことを考えていると、竜が咆ほう哮こうをあげながらこちらへと突っ込んできた。

　なんの捻ひねりもない、突進である。

「よっと」

　俺は真っ直ぐに突っ込んでくる竜の目の前に、ちょっと固めの土壁を作った。

　残念ながら俺たちは、大人おとなしく竜に捕食されるだけの人間じゃないんだよね。

　勢いよく突っ込んできた竜は、突如現れたその壁に対処できるはずもなく……。

『ゴヘッ!!』

　頭から壁に突っ込んで変な声をあげた。

　固めに作った壁は壊れることなく存在しており、その壁の向こうで肉食竜が倒れる音が聞こえた。

　警戒しつつ壁の向こう側を確かめてみると、よほど強く頭を打ち付けたのか肉食竜がピクピクと痙けい攣れんしていた。

　それを確認した俺は、風の刃を作り出して肉食竜の首を切断し、止めを刺した。

　その一連の流れを見ていたリーファンさんが、ポツリと呟いた。

「肉食竜をこうもアッサリ……」

　なんか複雑な表情でそう言ってるけど、身体は大きいけど魔物化してるわけじゃないし、索敵魔法であらかじめどこにいるかも分かるし、そんなに難しい狩りじゃない。

　だけど、リーファンさんにとってはそうではないらしい。

「便利なものだな、索敵魔法というものは」

　狩られた肉食竜を見ながら、リーファンさんはしみじみとそう言った。

「俺としては不思議ですね。なんで誰も索敵魔法が使えないんですか？　向こうでは魔法使いにとって必須な技術ですよ」

　悠皇殿からミン家への道中で刺客に狙われたときにも思ったが、なぜ誰も索敵魔法の存在を知らないのだろうか？

　リーファンさんも、商人として知識が豊富そうであるシャオリンさんもそうだが、刺客たちも知らなかったに違いない。

　でなければ、潜伏しているのにあんなに魔力をだだ漏れにするはずがない。

　そう思ってリーファンさんに質問すると、少し困った顔をしながら答えてくれた。

「俺たちにとって魔法とは自分の身体の中で練るものだからな。火を出したり水を出したり、こんな風に土で壁を作ったりするのは呪符を使うのが常識だ」

「へえ。クワンロンでは身体強化の魔法が主流なんですね。ってことは、放出系の魔法を使える人はいない……わけないか」

「ああ。当然、シン殿たちのように呪符を使わずに魔法を行使するものもいる。だが、それは少数派なのだ」

「ですよね。でないと呪符に攻撃魔法のイメージを付与できないし」

「その通りだ。呪符を使わずに魔法が使えるものは、呪じゆ符ふ士しになるのが普通だな」

　呪符士？

　ああ、呪符を作る人か。

「でも、放出系の魔法が使える人が前線に出た方が戦い方に柔じゆう軟なん性せいが出ていいと思うんですけど、しないんですか？」

「確かにそうなんだろうが、そもそも魔法が使える者というのが少ない。それなら、そういった魔法使いの作った呪符を、魔法の使えない者が使った方が使える魔法の量が増えるだろう？」

「それはまあ、確かに」

「だからクワンロンでは、戦闘に使う魔法には呪符を使うのが昔からの常じよう套とう手しゆ段だんだ」

「でもそれって、兵士皆に魔道具を持たせるのと同じですよね？　そうなるとコストが……ああ、そうか」

　この国では、魔ま石せきの値段が俺たちの国とは段違いに安い。

　紙も普通に流通しているみたいだし、呪符は魔道具ほどのコストはかからないのか。

　だからこそ、戦闘時には呪符によって魔法を行こう使しすることが浸透したと。

　そのためクワンロンの魔法は身体強化の方面に強くなったというわけか。

　戦闘職全員が魔法が使える戦士。

　確かに強いんだろうけど……そのための弊へい害がいが出た。

「魔法使いはいるけど前線には出ない。となれば戦闘で使えば便利な索敵魔法も思いつかないか……」

「いや、前線の兵たちからは敵や魔物、竜たちがどこにいるのかが分かるものを作れないかという声はよく聞くな。実際俺も、そういうものがあれば欲しいと思っていた」

　ああ、そこで思考が魔道具へ向いちゃったわけね。

　魔道具でどうにかしようと試し行こう錯さく誤ごしてしまったものだから、自分の魔力で相手の魔力を感知する索敵魔法という考えに至らなかったと。

　いわゆる盲点になってしまったんだろう。

「俺も身体強化の魔法は使えるんだがな……シン殿」

「なんですか？」

「さっき、索敵魔法は魔法使いにとって必須の技術だと言っていたな」

「ええ」

「どうだろう？　こんなときだが俺に索敵魔法を教えてもらうことはできないか？」

「今……ですか？」

「ああ」

　うーん……どうなんだろう？

　今は一刻も早く村の近くまで来ている竜たちを追い払う、もしくは狩らないといけないのに、俺たちだけそんなことをしていてもいいんだろうか？

　こういうときじゃなければすぐに教えてもいいんだけど……。

　そうやって悩んでいると、リーファンさんが苦笑交じりに言ってきた。

「こう言ってはなんだが……正直、俺は今のままではあまり力になれそうにない」

「そんなことは……」

「そうか？」

　リーファンさんがそう言った直後だった。

　俺たちから離れた場所から爆発音が聞こえてきた。

　それも複数。

「今の爆発、シン殿には誰が引き起こしたものか分かるか？」

「え？　えーっと……」

　誰だ？

　肉食竜の討伐に爆発魔法を使いそうなのは、アリスとかリンとかだけど、ひょっとしたら草食竜を生息地の奥地へ追い立てるために使ったのかもしれない。

　となると、誰が使ったのか？

「うーん……」

「それが答えだ」

「え？」

「あれほどの爆発魔法を使える者を、シン殿は特定できない。つまり、皆があのような魔法を使えるというわけだろう？」

「まあ、そうですね」

「ということは、さっきの魔法は、シン殿以外の十一人全員が使える」

「そうですね」

「俺一人抜けても問題ないとは思わないか？」

　確かに、それなら問題ないのか？

　でもなあ……。

　それでも俺が悩んでいると、リーファンさんが決意を込めた目で俺を見てきた。

「もちろん、この国の問題をシン殿たちだけに任せるつもりはない。そんな恥知らずな真似、できるわけがない」

　リーファンさんはそう言うと、深々と頭を下げた。

「頼む！　今の俺は、いわばクワンロンを代表する立場だ。その俺がなんの役にも立ちませんでしたというわけにはいかないんだ！」

「リーファンさん……」

　そうか、今竜から村を守ろうとしている俺たちは外国人。

　この国の人間はリーファンさんしかいない。

　リーファンさんはとにかく、この戦いにおいて戦功が欲しいんだ。

「分かりました。幸い……と言っていいのかどうか分かりませんが、今は周囲に竜が沢山いる状況です。今この機会に索敵魔法を教えますよ」

　俺がそう言うと、リーファンさんはガバッと頭を上げ、俺の手を両手で握り締めた。

　見た目通り、ゴツイ手だな。

「感謝するシン殿！　今この場で索敵魔法を習得し、次の生息地では役に立ってみせると約束しよう！」

「ええ。頑張りましょう」

　こうして、俺は一旦狩りを皆に任せリーファンさんに索敵魔法を教えることになった。

「それにしても、なにがどう作用するのか予想もつきませんでしたね。まさか魔石が潤じゆん沢たくに取れることがこんな状況を生み出すとは」

「そうだな。正直、西方諸国での魔法が放出系がメインだと聞いたとき驚いた」

「俺も今の話を聞いて驚いてますよ。確かに身体強化の魔法もありますし使えますけど、それに特化するとは……」

「どこも似たようなものか」

「ですね。もう少し魔法が使える人間が多ければ、魔法の使い道に多様性が出るとは思うんですけどね」

　この世界の人間は全員が魔力を帯びているが、魔法を使えるほどの魔力を帯びているのは西方諸国で全人口の半分以下。

　魔法が使える人間は、訓練次第でいくらでも扱える魔力量を増やすことができるが、使えない人間はどう頑張っても後天的に魔法が使えるようにはならない。

　もしそういう方法があるなら、魔法はもっと進化するはずなんだ。

「なんかこう、後天的に魔法が使えるようになる方法ってのはないんですかね？」

　今までそんな話は聞いたことがないので、何の気なしに言った言葉だったのだが、リーファンさんから思いもよらない返事が返ってきた。

「……ないこともない」

「え？」

　い、今……なんて言った？

「リ、リーファンさん……それって……」

　どういう方法なのか？

　そう聞こうと思ったのだけど……。

「……いや……やはり教えられない」

「そんな！　そこまで言っておいてそれはないでしょ!?」

　っていうか、俺には索敵魔法を教えろって言っておいて、自分が知ってることは教えないって。

　それはないんじゃない？

　俺はそう思ったのだが、どうやらリーファンさんも同じことを考えたらしい。

「……フェアじゃない……か」

「じゃあ!?」

「ああ。後天的に魔法が使えるようになる方法を教えよう」

　リーファンさんは覚悟を決めたようにそう言った。

　良かった、もし教えてくれなかったら気になって眠れなくなるところだった。

「そ、それで？　後天的に魔法が使えるようになる方法は？」

　早く教えてくれとそう言ったのだが、リーファンさんは渋い顔をしてこう言った。

「その前に約束してくれ。この話は決して広めないと。誰にも試さないと」

「な、なんでですか!?　こんな画期的な話、広めないなんて」

「禁きん忌きなんだ」

「え？」

「この方法はな、クワンロンでは禁忌とされているんだよ」

「き、禁忌って……なんで……」

「それはな……」

　そう言ってリーファンさんが教えてくれた、後天的に魔法が使えるようになる方法。

　それは、とても簡単なものだった。

　そして……それがなぜ禁忌とされているかも、同時に理解したのだった。





　　　　◆






　シンが、リーファンから衝撃的な話を聞いていた頃、他のアルティメット・マジシャンズの面々は竜たちを村から遠ざけるために奮闘していた。

「あ。また草食竜だよ！」

　アリスは、索敵魔法で見つけた竜を見てそう声をあげた。

「あーあ。草食竜を狙った方向に逃がすのって難しいんだよなあ……」

　そうブツブツ言いながら魔法を準備する。

　そして、大きな音が出る爆発魔法を小さい威力で放った。

『ギャウッ!!』

「あ！」

　目測を誤り、草食竜のすぐ近くで爆発させてしまったアリスは思わず声をあげた。

　草食竜が、ゆっくりと倒れたからである。

　アリスの放った爆発魔法は草食竜には当たらなかったが、至近距離で爆発したため大きな音と衝撃波で気絶してしまったのである。

「あーあ……また引きずっていかなきゃいけないじゃん」

　すでに同様の失敗を何回か繰り返しているアリスは、溜め息を吐きながら草食竜の尻尾を掴み身体強化魔法を使って草食竜を引きずりだした。

「肉食竜はあんまりいないし、草食竜も逃げるより気絶しちゃうし……あーもう！　面倒臭い!!」

　思うようにいかない苛いら立だちから、アリスはブツクサ言いながら草食竜を引きずっていく。

　しばらく歩いていると、ある場所に辿り着いた。

「はぁ……えーっと……いち、にぃ、さん……もう五体目じゃん」

　そこには、気絶した草食竜が四体横たわっていた。

　アリスが新たに引きずってきた個体を合わせて五体目である。

「前の村みたいになっちゃ駄目なのは分かるけど、それにしたって活動が地味すぎるよ！」

　今のところ、アリスがやったことといえば、草食竜を逃がすことと、それに失敗してここまで引きずってくることばかり。

　肉食竜の討伐は、数体しかしていなかった。

「はぁ……地味な作業って疲れるなぁ」

　そう言って溜め息を零こぼした。

　そのとき。

「！」

　こちらに向かって来る複数の魔力を感知した。

　アリスがしばらく待っていると、姿を現したのは複数の肉食竜だった。

「え？　なんで？　さっきまでほとんどいなかったのに……」

　そこまで言って、肉食竜の視線が微妙に自分を見ていないことに気付いた。

　具体的に言えば、アリスの後ろを見ていた。

「……」

　その視線を追って後ろを見たアリスは、たらりと冷や汗を流す。

「えーっと……もしかしなくても、この草食竜たちを狙って……」

　アリスがそう呟いたとき、肉食竜たちが一斉に襲ってきた。

「やっぱね！　そうだと思ったよ！」

　アウグストからは、なるべく草食竜は狩るなと言われている。

　そうでなくても、草食竜たちを気絶させたのはアリス自身。

　自分が気絶させた草食竜たちが肉食竜たちに食われてしまうのは、さすがに寝覚めが悪い。

「悪いけど、食べさせないよ!!」

　アリスはそう言うと、向かってくる肉食竜を魔法で迎撃する。

　なるべく傷を付けずに倒せとアウグストからは言われているが、残念ながら今はそんなことを気にしていられない。

　身体のどこに当たってもいいから、倒すことを優先して魔法を放つ。

　精密さを意識しなければ、元々アリスの魔法の攻撃力は高い。

　肉食竜たちは、草食竜たちに辿り着く前に次々と討伐されていった。

　やがて襲ってきた肉食竜たちを全て倒し終えたアリスは、息を吐いた。

「ふう……まさか肉食竜たちが襲ってくるなんてね。これじゃあ、あたしが草食竜たちを生いき餌えにするために集めたみたいじゃん」

　そう言いながら倒した肉食竜たちを異空間収納に回収していく。

　決して綺麗とは言いい難がたいが、ないよりマシだろう。

　そう思って回収していたのだが、そこで新たな気配に気が付いた。

「えーっと……あれ？」

　頭をあげ周囲を見渡したアリスが見たのは、自分たちを取り囲む肉食竜の群れ。

　その視線の全てが、アリスが集めた草食竜に注がれている。

「あ……あはは。君たちの狙いって……」

　肉食竜たちが言葉を理解するはずもないが、聞かずにはいられない。

　アリスのその質問への答えは、肉食竜たちの行動で返された。

　草食竜たちに襲い掛かったのである。

「わああっ！　やっぱりか！」

　自分が気絶させた草食竜たちを食べさせるわけにはいかない。

　妙な使命感を感じたアリスは、四方八方から襲い掛かってくる肉食竜たちを次々と倒していく。

「ああ、もう!!　ちょっと！　早く起きてよ!!」

　自分で気絶させておいて、早く起きろと草食竜たちに言うアリス。

　非道い言い草だが、こうも肉食竜たちに襲い掛かられるのでは堪ったものではない。

　肉食竜たちを倒しながら、気絶している草食竜たちに蹴りを入れて起こそうとするアリス。

　その努力が実ったのか、草食竜の一体が目を覚ました。

「あ、やっと起きとぅわああっ!!」

　ようやく目を覚ました草食竜が見たのは、自分たちを取り囲み襲い掛かってくる肉食竜たち。

　そして、それを倒していく魔法。

　錯乱するのも無理はなく、起きてすぐ暴れ出した。

　その際に振るわれた大きな尻尾が、アリスを襲ったのである。

「もう！　危ないじゃん……か……」

　アリスはそれをなんとか避けたのだが、気絶している他の草食竜たちに当たった。

　身体強化をしていないアリスの蹴りとは比べ物にならない、大きな草食竜の尻尾の一撃。

　気絶していた草食竜が目を覚ますのに十分な威力だった。




「ちょっ……まっ……わああっ!!」

　一体が目を覚ましたら、暴れて次の草食竜を起こす。

　そして、それがまた暴れて……。

　結局、この場に集めた五体の草食竜全てが目を覚ました。

　錯乱した状態で。

　結果、暴れる草食竜。

　逃げるアリス。

　その隙を突いて草食竜に襲い掛かる肉食竜。

　カオスであった。

　肉食竜、草食竜が入り乱れる結果となってしまい、狙いを定められなくなったアリスは……。

「……もういい」

　アリスはそう言うと、集められるだけ魔力を集め、巨大な炎の塊を自分の頭上に発生させた。

　驚いたのは竜たちである。

　草食竜を食らうことも、肉食竜から身を守ることも忘れ、アリスの生み出した巨大な炎を呆然と見つめていた。

　そして注目されたアリスの目は……瞳どう孔こうが完全に開いていた。

　端的に言えば、キレていた。

「言うこと聞いてくれないし……襲ってくるし……守ってあげたのに襲われるし……」

　ブツブツ言うアリスの雰囲気は、野生の竜であっても異様に感じたらしい。

　明らかに怯んでいた。

「もういい！　お前ら全員、吹っ飛べっ!!」

　自分でこの事態を引き起こしておきながらこの言い草。

　完全な逆ギレである。

　だが、元々思い通りに事が運ばずイライラしていたところにこの状況。

　思わずキレてしまったアリスは、迷わずその巨大な炎の塊を竜たちに向けて放った。

　竜たちは堪ったものではない。

　さっきまで食うか食われるかの攻防をしていた竜たちは、草食竜も肉食竜も一緒になって逃げだし、間かん一いつ髪ぱつでアリスの魔法の直撃を食らうことは回避した。

　だが、直撃は避けたとはいえその衝撃で吹き飛ぶ竜たち。

　さっきは、それで気絶したはずの草食竜たちだったが、今は気絶している場合ではない。

　気絶したらヤられる！

　その思いで、倒れた身体をすぐに起こし一いち目もく散さんに逃げだした。

　竜たちは後ろを振り返らない。

　なぜなら……。

「まぁ～てぇ～」

　恐ろしい形ぎよう相そうをしたアリスが、幾つもの魔法を展開しながら追いかけてきていたから。

　迫りくる魔法をなんとか掻い潜り、竜たちは逃げた。

　逃げて逃げて……ようやくアリスを振り切った竜たちは、気が付けば生息地の奥へと追いやられていた。

　結局、図はからずも当初の予定通りに誘導することに成功したアリスなのであったが……。

「りゅうはいないかぁ～……りゅうはいないかぁ……」

　その後、そんな言葉を発しながら竜を探すアリスを見た他の仲間たちは、まるで伝説に出てくる鬼のようだったと、そう口々に言うのだった。




「ふう……結構多いなぁ」

　ユーリは、今討伐した肉食竜を異空間収納にしまいながらそう呟いた。

　ほとんど肉食竜と遭遇しなかったアリスと違い、ユーリは肉食竜と頻ひん繁ぱんに遭遇していた。

　その肉食竜を手製の魔道具を使って討伐する。

　自分で魔力を魔法に変換していない分、消耗は少ないのだがそれでも溜め息が出る。

　それほど、竜で溢あふれかえっていた。

「村まですぐの場所でこんなにいるなんてねぇ、もうちょっと遅かったら危なかったかもぉ」

　そんなことを言いながら、ユーリは索敵魔法を展開した。

　すると、すぐ近くに大きい魔力を感知した。

「!!」

　ユーリが慌ててそちらを見ると……。

「りゅうはいないかぁ……」
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「きゃあああっ!!」

　焦点の合っていない目でそう呟くアリスとご対面した。

「ア、アリスゥ!?」

「ユーリ……竜見なかった……？」

「えぇ？　竜って……そこら中にいっぱいいるけどぉ？」

　ユーリがそう言うと、アリスは周囲を見渡した。

　そして首だけ回してユーリを見ると……。

「いないじゃん……」

　怨うらめしそうにそう言った。

「ひぃっ!?」

　そのあまりに異様な姿に、ユーリは恐怖を感じ、思わず悲鳴をあげてしまった。

「ど、どうしたのぉアリス？　なんでそんなに張り切ってるのぉ？」

「……それがさぁ」

　アリスは、先ほどの出来事をユーリに話した。

　それを聞いたユーリは、はぁっと溜め息を吐いた。

「そりゃあそうなるに決まってるでしょぉ？　肉食竜をおびき寄せる生き餌に使ったって言われても反論できないわよぉ」

「け、結果的にはそうだけど！　そもそも、あんなに簡単に気絶する方が悪いんだよ！」

「だから、なんで草食竜を逃がすのに爆発魔法を使うのよぉ？」

「なんでって……近くで爆発が起きたらビックリするじゃん？」

「そりゃあビックリするわねぇ」

「何頭かはちゃんと逃がしたんだよ。意図した方向には逃げてくれなかったけど……」

　アリスのその言葉を聞いたユーリは、しょうがないなという顔をしてアリスにある提案をした。

「それならぁ、私のやり方見てみるぅ？」

「ユーリの？」

「うん。私、アリスほど攻撃魔法上手くないからねぇ。色々と工夫しないといけないのよぉ」

　ユーリはそう言うと、索敵魔法を展開した。

「あ。あっちの方に何頭かいるね」

「この、ちょっと離れてるやつ？」

「うん。草食竜かどうかは行ってみないと分からないけど、とりあえず行ってみましょぉ」

「分かった」

　アリスが頷いたので二人で魔力を感知した場所へとやってきた。

「あ、いたいた。やっぱり草食竜だねぇ」

「やっぱり？」

「うん。群れてるから」

「肉食竜は群れないの？」

「今のとこ、群れてる肉食竜は見てないかなぁ」

　ユーリはそう言うと、腰のホルスターに刺さっている杖を一つ抜き取った。

「それ、格好いいよね」

「うふふ。でしょ？　ビーン工房の革製品担当の人が作ってくれたの」

　ユーリはそう言うと、嬉しそうにホルスターを指で撫なでた。

　その顔は、妙に艶っぽかった。

「へぇ……随分と嬉しそうだね」

「え？　あ、あはは。か、格好いいからねぇ」

「……怪しい」

「そ、それより、草食竜の逃がし方でしょ？」

「なんか、誤魔化された気がするけど……ま、いっか。それで？　どうやるの？」

「ふふ。こうやるの」

　ユーリが杖を振るうと、草を食んでいた草食竜の目の前に突如土の壁が現れた。

『ギャウ!?』

　突如現れた土の壁に驚く草食竜と、それに驚いた別の草食竜も一斉に逃げだす。

「そっちじゃないわよぉ」

　ユーリがもう一度杖を振るうと、逃げようとした方向にまたも土の壁が現れる。

　逃げ道を塞がれた草食竜は、慌てて反転し逃げ道を探す。

　すると、壁と壁の隙間を見つけた。

　草食竜たちは、その隙間へと殺到し逃げ出すことに成功した。

　その方向は、生息地の方向。

　逃げていく草食竜たちを見ながら、ユーリは呟いた。

「パニックになってるみたいだから、大分奥まで行ってくれるかなぁ？」

　今ユーリがやったことは、目の前で突然魔法を発動させパニックに陥らせて逃げ道を限定させるという、シンが使ったのと同じ方法である。

　違うのは、使った魔法の種類と、一気に取り囲んでしまうか徐々に逃げ道を塞ぐかの違いだけ。

　ユーリが徐々に取り囲むという方法を取ったのは、シンほど精密に竜を驚かせるほどの魔法を行使することができないから。

　アリスに言ったように、色々と工夫しているのである。

　この光景を見たアリスは、感心したようにユーリを見た。

「ユーリすっごー」

「ふふ。私は皆ほど魔法は凄くないからねぇ」

「でも、そっか。逃がすだけなら、派手な魔法でなくてもいいのか」

「アリスだったら、一気に竜たちを取り囲んだりできるんじゃない？」

「それいいかも！」

　ユーリのお陰でストレスを溜め込まなくても良さそうだと感じたアリスは、嬉しそうにユーリに返事した。

「さてとぉ。早く次の村に行かないといけないし、次やりましょうかぁ」

「そだね」

　次の竜を見つけるために再度索敵魔法を展開した二人は、同時に固まっている魔力の反応を見つけた。

「お？　これ、固まってるってことは草食竜かな？」

「たぶん」

「じゃあさ。次はあたしにやらせてよ！」

「ふふ、いいわよぉ」

　アリスは、さっきのユーリの対応を見て自分なりに草食竜を任意の方向へ逃がす方法を思いついていた。

　その方法とはシンの方法と同じで、魔法で炎を生み出して草食竜たちを取り囲むというものだったが、その方法を試すことはできなかった。

　なぜなら……。

「ねえ、ユーリ」

「なぁに？」

「さっき、群れてるのは草食竜だって言ってたよね？」

「言ったわねぇ」

「これ……どう見ても肉食竜じゃね？」

「そうねぇ」

　二人の視線の先にいたのは、今までの竜に比べると非常に小さな竜。

　だが、その姿は今まで見た肉食竜に酷こく似じしていた。

　小さいが、どう見ても肉食竜である。

「あー、ひょっとして、身体が小さいから群れで狩りをするとか？」

「でしょうねぇ」

「でさ」

「うん？」

「皆、こっち見てない？」

「見てるわねぇ」

　アリスとユーリがそんな会話をしている間に、小型の肉食竜は二人をロックオンしていた。

　二人を獲物と認識した竜は、行動を開始した。

　真っ直ぐ向かってくる竜と、回り込むように散開した竜がいたのだ。

「回り込むつもりねぇ」

「へえ、意外と知恵が回るんだ」

「狩りの本能かしらぁ？」

「どっちでもいいよ」

　アリスはそう言うと、魔法を起動。

　今回は逃がすのではなく討伐なので、遠慮なしに竜に向かって魔法を放った。

　放たれた炎の魔法に巻き込まれた竜もいたが、小さい体たい躯くの竜は見た目通り素早い。

　何頭かは魔法を避けた。

「わっ！　避けられた!?」

　大きい魔法を撃てばそれで終わるだろうと思っていたアリスは、目の前で起こった事態に驚き動きを止めた。

　竜は、その隙を突いてきた。

「わわ！」

　慌てて魔法を展開するアリスだったが、間に合うかどうかギリギリのライン。

　ジェットブーツで上空に逃げることも考えたアリスだったが、その耳にのんびりした声が聞こえてきた。

「もう。こんなとこウォルフォード君に見られたらお説教ものだよ？」

　ユーリはそう言うと、ホルスターから別の杖を引き抜き、襲ってくる竜に向けた。

「えい」

　気の抜けるような掛け声だったが、杖から発動したのは先ほどのアリスと同じ炎の魔法。

　だがこちらは、アリスのものと比べるとかなり規模が小さい。

　ということは、威力も小さくなっているのだがその分発動時間が短く、連射ができる。

　杖から発射される無数の炎の弾。

　それをユーリは、特に狙い定めることもなく竜に向かって発射したのだ。

　ユーリの放った炎の弾は向かって来る竜に次々と着弾し、少しずつ、だが確実にその身を削り取っていく。

　最後には竜の身体の一部がミンチになっており、明らかに絶命していた。

「うわ……エグッ……」

「そーれ、こっちもぉ」

　アリスの呟きは無視して、ユーリは杖の先から魔法を発射したまま後ろを振り向いた。

　そこには、回り込もうとしていた別の竜たちがおり、その竜もユーリの魔法の餌食になった。

　シンが見たら『機関銃の掃そう射しやかよ』と突っ込みを入れそうな光景である。

　ともかく、ユーリのお陰で襲い掛かってきた竜たちは全て倒された。

　残ったのは、割と見るに堪えない光景である。

「……これ、革取れるのかな？」

「そうねぇ……でも、そんなの気にしてられなかったよぉ」

　割とあっさり狩ったように見えるが、素材としての価値を残すことまではできなかったので、そんなに余裕はなかったらしい。

「ウォルフォード君ならぁ、こんな状況でもヘッドショット決めちゃうんだろうけどねぇ」

「間違いないね」

　あくまで想像でしかないのだが、翼竜たちを全てヘッドショットで仕留めたのを見ているだけに、間違いなくできると断言した。

「それにしても、そんな杖も持ってたの？」

「今のは小さい敵用ねぇ。素早いと魔法が当たらないものぉ」

「確かに」

「だからぁ、こういう連射できるものとかぁ、一発が大きいものとかぁ、色々用意してるのぉ」

　そう言いながら、ユーリはホルスターにぶら下がっているいくつかの杖を撫でた。

「ほえぇ、凄い、用よう意い周しゆう到とうじゃん」

　感心してそう言うアリスだったが、褒ほめられたユーリの顔に浮かんでいるのは苦笑だ。

「って言ってもねぇ。これ、ウォルフォード君のアイデアだからぁ」

「シン君の？」

「そう。最初は火とか水とか土とか、そういう色んな種類の杖を用意してたんだけどぉ。ウォルフォード君が、用途別に分けた方がいいってアドバイスしてくれてぇ」

「へぇ、そうなんだ」

　以前、魔人王戦役の際にユーリが用意したのは各属性の威力の大きな魔法ばかりだった。

　だがシンから見たら、威力が大きいのは火でも土でも風でも相手に与えるダメージに大差はない。

　なら、大きい威力の魔法は一つにして、今のように小さい魔法を無数に撃ち出したり、防御のための土壁を作ったりする方が便利では？　とアドバイスしたのだ。

「一度シン君の頭の中を見てみたい」

「それは同意するわぁ」

　自分たちを人類の最上位に押し上げてくれた存在。

　誰も思いつかなかった魔法を駆使し、その威力は冗談抜きで世界を破滅させるだけの力を持つ。

　それは、シュトロームとの戦いで確信した。

　そんなシンの頭は、いつもなにを考えているのだろうと、純粋にそう思ったアリスは軽い口調でこう言った。

「意外と、本当に前世の記憶が詰まってたりして」

　そう言うアリスの顔に、深刻さはない。

　あくまで冗談だ。

「よーっし！　次の竜を探すぞおっ！」

　その証拠に、アリスはすぐにその発言を忘れ、竜を探すために索敵魔法を展開し始めた。

　だが、アリスの言葉を聞いたユーリは……。

「かもしれないわねぇ」

　至極真面目な顔でそう呟いた。

　その声は、索敵魔法に集中しているアリスには聞こえなかった。





　　　　◆






『シンか？　私だが、この周辺にはもう竜はいないらしい。お前の索敵魔法で感知できる竜はいるか？』

　無線通信機にオーグからの連絡が入った。

　そこで、できるだけ魔力を集めて広域な索敵魔法を展開して辺りを確かめた。

「む？」

　近くにいたリーファンさんがなにか感じたようだ。

　索敵魔法ってのは、魔力を利用したソナーみたいなもんだからな。

　普段は感知できないような薄い魔力で使っているが、今回は広域に渡って竜がいるかどうかの確認をした。

　なので、魔力はちょっと強め。

　その魔力を、リーファンさんは感じ取ったんだろう。

「んー。うん、大丈夫。多少残ってるけど、元々の生息地だし問題ないでしょ」

　ここは元々竜の生息地に近い村。

　ある程度近くに竜がいるのが日常だ。

　今回問題だったのは、その近くにいる竜の数が尋じん常じようじゃなかったってことだけ。

　少ない数ならこの村の兵士で十分対処可能なのだ。

「あとは、地道に間引きしていってもらえば以前の数に落ち着くと思うよ」

『そうか。じゃあここは終了だな。チームコールで全員に通達する』

「了解」

　チームコールってのは、以前は無線通信機の所持者が俺たちだけだったのでいわゆるグループ通話ができるオープンチャンネルを利用していたけど、他にも所持者が増えたためそれは使えなくなった。

　なんせ、無線通信機を持ってる全員に俺たちの会話が聞かれるからね。

　そこで、俺たちの無線通信機だけ改良して、任意の通信機とだけで以前と同じグループ通話ができるようにした。

　それがチームコールだ。

『アウグストだ。この周辺の竜はあらかた処理が終わった。次の村へ行くぞ』

『『『はい！』』』

　全員に繋がるから、当然の俺の通信機にもオーグの声が聞こえた。

「さて、じゃあ戻りましょうか」

「あ、ああ」

　ん？　なんかリーファンさんの様子がおかしいな？

「どうしたんですか？」

　俺がそう訊ねると、リーファンさんはちょっと視線を泳がせたあと話しだした。

「いや……シン殿は……こんなにも恐ろしい存在だったのだなと……今更気が付いてな」

「恐ろしい存在？」

　え？　なにそれ？

　俺、リーファンさんの前で何かしたっけ？

「索敵魔法……」

「ん？」

　どういうこと？

「シン殿に索敵魔法を教えてもらうまで全く気付かなかった。君たちがどれほど異常な存在なのかをね」

「異常って」

「特にシン殿。貴殿だ」

「き、貴殿……」

　急に畏かしこまった呼び方になったな。

　これまでだったら、君とか言いそうなのに。

　あれ？　でも……。

「俺、リーファンさんの前で大きい魔法なんて使ってませんよね？」

「だから、索敵魔法だ」

「……ああ、今の？」

「ああ。索敵魔法を教えてもらってから、時々殿下たちの魔力は感知していた。それにも驚いたのだが……」

　リーファンさんはそこで言葉を切ると、若干怯えたような目で俺を見た。

「先ほどの索敵魔法。あれは、俺が驚いた殿下たち以上の魔力だった……」

「ええ？　索敵魔法ですよ？　大きい魔法ほど魔力は込めてませんけど？」

「だからこそだ。私はまだ習ったばかりだから逆に分かる。本来索敵魔法にあれほどの魔力は必要ないのだろう？」

「まあ、そうですね」

「それに、殿下がシン殿に広域の索敵魔法を依頼してきた。つまり、殿下たちにもできないということだ」

「ああ、そういうことか」

「殿下たちの魔力はその大きさに驚いたのだが、シン殿の魔力は恐ろしいほど洗せん練れんされていた」

「まあ、オーグたちより圧倒的に長く魔力制御の練習してますからね」

「魔力制御？」

「それも知らないのか……」

　本当に、呪符特化なんだな、この国の魔法。

「それで、格の違いをたった今思い知ったところだ」

「そういうことですか」

　さっき俺が索敵魔法を使うまで、自分で索敵魔法が使えるようになったもんだから嬉々として竜を狩っていたのに、急に態度が変わったから何事かと思ったわ。

「といっても、俺たちとリーファンさんたちとでは魔法の使い方が大分違いますからね。まだ確認してないですけど、身体強化は相当な腕じゃないですか？」

「だといいんだがな」

　ちょっと自信をなくしちゃった感じのリーファンさんを励はげまそうとしたんだけど、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑ってそう言うだけだった。

　むぅ、難しいな……。

「とにかく、集合しましょう。すぐに次の村に行かないと」

「そうだな」

　待ち合わせ場所は事前に決めていない。

　それこそ索敵魔法で位置が分かるからな。

　リーファンさんも索敵魔法を覚えたことだし、練習がてら俺が案内しないでリーファンさんに先に行ってもらおう。

　そうして集まった俺たちだが、早速オーグから指摘された。

「シン。お前、あまり動いていなかったな？　なにをしていた？」

　やっぱり気付かれてたか。

「リーファンさんに索敵魔法を教えてたんだよ。現状、俺たちの誰かが一緒にいないとリーファンさんだけ効率の悪い狩りになっちゃうからな」

「ああ、そういうことか」

「すみません殿下。我が儘を言いました」

「いや、それは構わない。その方が効率がいいしな。それで？　習得できたのか？」

「はい。シン殿のお陰で」

「それは何よりだ」

　オーグの方はそれで終わりだったのだが、リーファンさんはそうではなかった。

「それよりも殿下」

「なんだ？」

「この索敵魔法、クワンロンで広められる予定はおありですか？」

「……ん？」

「いえ……このような誰がどこにいるのか分かるような魔法、おいそれと周囲に広められると……」

「……ああ、そういうことか」

　少し考え込んだオーグは、ようやく合点がいったらしい。

「いやスマン。私たちの国では魔法使いの必須技能だったから、そんな深刻な問題だと気付かなかった」

「現状、クワンロンに一人だけいる索敵魔法使いだもんな」

　リーファンさんにしてみれば、この索敵魔法は自分だけに与えられたアドバンテージのようなもの。

　色々と敵の多そうなミン家にとって、事前に襲撃犯を捕捉できるというのはとてつもない恩恵となる。

　それをクワンロンで簡単に広められると困るということだろう。

「私たちは外交使節だからな。技術使節じゃない」

「では」

「今のところ、その予定はないな」

「今のところ……ですか？」

「国交が樹立して飛ひ行こう艇ていが行き来するようになれば、その限りではないということだ。勝手に入ってくる情報についてまで責任は持てん」

「それで十分です。ありがとうございます」

「話は終わりか？　なら、シャオリン殿を拾って次の街に行くぞ」

　オーグはそう言うと、ジェットブーツを起動して村に戻っていった。

　村の入り口に立っていた門番にシャオリンさんを呼んできてくれるように頼む。

　しばらくして門番と共に現れたシャオリンさんの隣にはこの村の役人もいた。

『お前たち……本当に竜を狩ったのか……』

「ああ。だが、まだかなりの数が残っている。今のうちに間引きしておかないと大変なことになるぞ」

『では、ハオ様は……』

「ここのように無事ならいいが、すでに村が一つ襲撃を受けて人的被害も出ている。間違いなく責任を取らされるだろうな」

『では……私は……』

「ちゃんと竜を間引きすればいいじゃないか。なにも問題はあるまい？」

　おーおー、まだ確定事項じゃないのにハオの破滅は確実みたいな言い方してるよ。

　あの役人さんはハオの息のかかった部下なんだろうが、もしこのまま竜を放置して村が襲われたら今度こそ確実に責任を取らされる。

　だって、忠告したからね。

　となると、役人の取るべき行動は一つだな。

『分かった。今すぐ兵を集めて竜狩りを行う』

「賢明な判断をされたようだ」

　オーグはそう言うと役人に向かって手を伸ばした。

　役人は、なにか吹っ切れたようにオーグの手を取り握手をしたあと、すぐに村に戻っていった。

「ふう、なんとか人的被害は最小限で済みそうだ」

「え？　今のところ人的被害なんて出てないですよ？」

　役人を見送ったオーグがポツリと呟いた言葉にアリスが反応した。

「今は、な。このあと竜狩りに出るんだ、人的被害がゼロとは言えないだろう？」

　オーグはそう言いながらリーファンさんを見た。

「お恥ずかしい話ですが……この国の兵士たちは殿下たちほど強くはありません。少なからず被害は出るかと」

　その言葉に驚いたのはシャオリンさんだ。

「どういう意味ですか、リーファン。彼らは竜狩りのエキスパートですよ？」

　その言葉を聞いたリーファンさんは苦笑を浮かべながらシャオリンさんに言った。

「今なら分かります。彼らと殿下やシン殿たちとの間には、埋めることのできない差が……それこそ天と地ほどの差があります」

「そ、それはどういう……」

「すまないが、そろそろ出発してもいいだろうか？」

　シャオリンさんがなにかを言いかけたが、その言葉をオーグが遮った。

　ハッとしたシャオリンさんはオーグに向かって謝罪したあと地図を出した。

「次はここです。その次はここ。あと、ここで最後です。このペースでいけば……」

　シャオリンさんの言葉を、オーグが引き継いだ。

「今日中には回れるか」

「そうですね」

　残りは三つか。

　その村も、ここのように襲撃前に辿り着ければいいんだけど……。

　とにかく急いだほうがいいな。

　ということで、俺はまた全員に浮遊魔法をかけ、シシリーがシャオリンさんのところへと向かう。

　俺は、またリーファンさんの牽引だ。

「う……あ……」

　浮遊魔法を起動させたあとのリーファンさんの顔色は、相変わらず悪い。

　まあ、叫ばなくなったからちょっとは慣れたのだろうか？

　呻うめき声ごえは漏れてたけどね。

「さあ、行くぞ！」

「「「はい！」」」

　こうして俺たちは、残りの村も救うべく空を飛ぶのであった。





　　　　◆






　クワンロンの、とある街道。

　そこに大きな荷物を運ぶ一団がいた。

　その多くは武ぶ装そうした兵士たち。

　だが、物々しい雰囲気の集団の中に不釣り合いな豪華な装飾の施ほどこされた馬車がある。

『ええい！　もっと速く進めないのか!!』

　クワンロンの官僚、ハオの乗る馬車である。

　悠皇殿での査さ問もん委い員いん会かいをなんとか切り抜けてきたハオは、馬車の窓から顔を出し、近くにいた兵士に怒鳴り声をあげる。

　しかし、一向に進軍速度は上がらない。

『も、申し訳ありません！　何分例のものが重く、これ以上の速度は……』

『くっ……!!　もういい！　とにかく急げ!!』

『は、はい!!』

　ハオ一行の進軍速度が上がらない理由である大きな荷物。

　だが、この荷物こそがハオにとっての唯ゆい一いつの希望であるため捨てていくこともできない。

　急ぎたいのに急げない。

　そんな歯がゆい思いをしていたハオは、馬車の中でこれ以上なくイライラしていた。

『くそっ！　なんで私がこんな思いをしなければいけないのだ!?　私の計画は完璧だったはずだ！　それなのに……アイツだ……あの補佐官のせいだ……』

　ハオが言うことに間違いはない。
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　本来なら補佐官に入るはずの、竜の大量発生の兆しの報告。

　ハオの連絡網が正しく機能していれば、補佐官のもとにはその情報が入っていたはずなのだ。

　だが、補佐官は姿を消した。

　その報告をしないまま。

　結局ハオは、竜の大量発生の兆しを感知できず村を襲撃されるという大だい失しつ態たいを犯した。

　ハオの窮きゆう地ちは、正しく補佐官のせいである。

　だが、そもそも補佐官がこのような行動に出たのは、全てハオからのパワハラのせいである。

　常つね日ひ頃ごろから、補佐官はハオのパワハラに耐えてきた。

　いつも見下され、何かあれば怒鳴り散らされる日々。

　そんな日常でも彼が耐えてきたのは、ひとえにハオが官僚の中でも一際地位と発言力の高い官僚であったから。

　その補佐官ともなれば、他の同じ立場の人間よりも地位が高いし、なにより給料が良かった。

　それに、今までは言葉では何かと言われるものの、直接手を出されたことはなかった。

　だが、今回の使し節せつ団だんへの工作失敗でハオは補佐官に手をあげた。

　ハオの投げた文ぶん鎮ちんが補佐官の頭に命中し、その上で罵ば声せいを浴びせかけられたとき、彼の中で何かが切れた。

　今までは高級官僚の補佐官という立場を守るために、胃痛に耐えながらも職務を全うしてきた。

　その報いがこれかと、この時彼はハオを見限った。

　そして、ハオのライバルである他の官僚の庇ひ護ごを求めたのだ。

　つまり、巡り巡ってこの窮地はハオ自身によってもたらされたもの。

　自業自得である。

　だがハオは、自分を特別な人間だと信じ込んでおり、失敗は全て他人のせいだと思っている。

　なので、今自分がこんな窮地に立たされているのは裏切った補佐官のせいであると信じて疑わない。

　そう思い込んでいるハオは、補佐官に対してどのような報復をするかまで考えていた。

　そんなとき、突如として馬車が止まった。

『なんだ!?　なぜ止まる!?』

　目的の村まではまだ距離があるはず。

　馬車が止まる理由がハオには分からなかった。

　そんなハオのもとに兵士が近付いてきた。

『もうすぐ日没です。夜間の行軍は危険なため野や営えいの準備をいたします』

　その発言を聞いたハオは……キレた。

『野営だと!?　そんな暇があるとでも思っているのか!?　進め!!　夜を徹して進むのだ!!』

『し、しかし！　日が落ちてしまっては視界も利かず危険です！　それに、兵たちにも食事と休憩をさせませんと……』

『それくらい我慢しろ！　今はそれどころではないのだ！　そんなことも分からんのか!?　この無能め!!』

『……かしこまりました』

『さっさと行け!!』

　ハオはそう言うと、馬車の扉を乱暴に閉めた。

『どいつもこいつも……私の足を引っ張りおって……』

　ハオは馬車の中で下らないことを言いに来た兵士に向かって愚痴を零した。

　そして、無能と呼ばれた兵士は、馬車から離れたところで馬車を睨みつけポツリと呟いた。

『無能はどちらだ……』

　兵士はそう言うと、ハオから下された指令を他の兵士たちに伝えた。

　当然、兵士たちの間で不平と不満が募つのる。

　ようやく休憩と飯にありつけると思ったら、それすら許されず夜を徹して進めという無茶苦茶な指令。

　こんな命令を受けて、はいそうですかと承諾できるわけがない。

　しかし、この命令を無視できない理由があった。

　彼らは国に雇われている兵士ではなく、ハオ個人に雇われている私兵だったのだ。

　ハオは雇い主であり、給料を支払ってくれる相手。

　ここで反旗を翻しては、給料を払ってくれる相手がいなくなってしまう。

　私兵たちは、あまりに横暴な雇い主に恨みの気持ちを持ちながらも、仕方なく夜間行軍をすることにした。

　飯を食わずに進めるわけもないので、食事はいざという時のために用意していた携帯食料で済ませた。

　しかし、止まって休憩を取ることはできなかったので、目的地に着いたとき誰もが疲労困憊であった。

　ハオに目的の村に到着したことを伝えに行くと、ハオは馬車の中で睡眠中だった。

　そのことが私兵たちの不満をさらに高めることになるのだが、ハオは全く気付いていない。

『ふん、ようやく着いたか。ならば、早速竜共を始末せよ』

　労ねぎらいの言葉もなく、疲労困憊の私兵たちを更に扱こき使つかおうとするハオに、私兵は一瞬殺意さえ覚えた。

　しかし、その気持ちを必死に抑えハオに報告する。

『申し上げます。村には到着しましたが、竜の姿は見えません』

『なに？　それでは竜の襲撃はなかったのか？』

『いえ、村が荒れていますので竜の襲撃はあったものだと思います。ですが、今は竜の姿が見えません。住人たちも村内で作業していますので、恐らくすでに撃退したのではないかと』

『……なんだそれは』

『は？』

『わざわざ！　この私がわざわざ出向いてやったというのに！　なんだそれは!!』

『そ、そう言われましても……』

『どうせ竜の襲撃も大したことはなかったのだ！　それを大おお袈げ裟さに言いおって！　これは私を陥れる策略に違いない!!』

『……』

　ハオの言い分に、私兵は言葉を失った。

　私兵は言ったはずだ、村が荒れていると。

　ということは、村内に竜の侵入を許したということに他ならない。

　村内に竜が侵入するということがどういうことなのか、ハオは理解していないのだろうか？

　私兵がハオの様子を見るに、どうやら本気で理解していない様子だった。

　その様子を見て、私兵は……ハオを見限った。

　イーロンに戻るまでは任務に就こう。

　だが、そこまでだ。

　これ以上この雇い主に……コイツに付き合いたくない。

　それに、この様子では次に言う言葉も容易に想像できた。

『くだらん！　おい！　さっさとイーロンに戻るぞ!!』

『……分かりました』

　ハオの言葉は、私兵の想像通りだった。

　休息なしの夜間行軍で疲労困憊の私兵たちのことなど、全く気遣う様子がない。

　ハオは言いたいことだけ言うと、さっさと馬車の扉を閉めた。

　私兵たちは、全員がハオの乗る馬車を睨みつけたあと、ノロノロと帰還し始めた。

　このとき、先んじて村の様子を見に行った私兵は、村人からある程度の事情は聞いていた。

　だが、完全に信用を失ったハオには、その報告はされなかった。

　もしこの時、村の状況を聞くことができていたのなら、ある程度の対策を練ることができたかもしれない。

　だがその報告を聞かされなかったハオは、とにかく早くイーロンに戻りたかった。

　早く戻って、偽の情報に踊らされ自分を糾きゆう弾だんした官僚たちに報復しなければならない。

　そのことで頭が一杯だった。

　とはいえ、行きほどには急いでいないため、帰りは野営をすることが許された。

　ハオも一日中馬車に乗り続けているため、さすがにテントで横になりたかったのだ。

　こうして首都イーロンを出立してから三日後、竜の襲撃のあった村から戻ってきたハオであったが、そこで思わぬ事態が起きた。

　首都に入る門の前で行軍は一旦止まったのだが、突如ハオの乗る馬車の扉が外から開けられたのだ。

　馬車の扉を開けたのは、この首都の門を守っている国軍の兵士であった。

『な！　なんだ貴様!!　この私を誰だと思っている!?』

　ハオは、無断で馬車の扉を開けるという無ぶ礼れいな行為に対して憤いきどおりの声をあげた。

　だがそれを受けた兵士は表情を崩さずにこう言った。

『もちろん、知っておりますとも、ハオ殿』

『な……分かっていながらこのような無礼な真似を!!』

『むしろ、貴方あなただからこそ、こうしているのですよ』

　兵士はそう言うと、ハオの胸倉を掴み馬車から引きずり下ろした。

『なっ!?　お、おい！　やめろ!!』

　ハオの抗議に耳を貸さず、兵士はハオを後ろ手に拘束した。

『な！　何をする!?　おいお前たち！　なにをボサッとしている!!　早く私を助けろ!!』

　私兵たちにそう言うが、私兵たちは全く動こうとしない。

　その様子を見て歯ぎしりし、なにかを叫ぼうとするハオに兵士が嘲るように言った。

『彼らは動かんよ。それどころか、ご丁寧にお前のいる馬車まで案内してくれたほどだ』

『なっ……』

　ハオは兵士の言葉に愕がく然ぜんとし、改めて私兵たちを見た。

　その顔に浮かんでいるのは……嘲笑。

　ヘラヘラと自分の主が拘束されている様子を眺めていた。

『こ、このっ！　裏切りものどもがっ!!』

　思わずそう叫ぶが、誰一人として心を痛めた様子はない。

　ハオの心は、怒りでどうにかなりそうだった。

『さて、ハオ殿。貴殿にはある容疑がかかっている。このまま悠皇殿まで連行させてもらうぞ』

　兵士はそう言うと、ハオを拘束したまま軍の馬車に乗せ、悠皇殿へと向かっていった。

　その一部始終を見ていたハオの私兵の一人が言った。

『はっ！　ざまあみろってんだ！』




　その顔は、晴々しい笑みに満ちていた。
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　竜の生息地に近い村を全て回って帰ってきてから二日後。

　ミン家で待機していた俺たちは、悠ゆう皇こう殿でんから呼び出された。

　ハオが帰ってきたらしい。

　そこで、俺たちにも事じ情じよう聴ちよう取しゆを行いたいとのことだった。

　呼び出されたのは俺たちアルティメット・マジシャンズと、シャオリンさん、リーファンさん。

　悠皇殿に着いた俺たちが案内されたのは会議室だった。

　ただ、なぜか机や椅子などは用意されていない。

　なので俺たちは立ったまま待っていたのだが、しばらくすると会議室の扉が開いた。

『────────！』

『──────！　─────────────!?』

　入ってきたのは、以前見た兵士よりも立派な軍服を着た軍人っぽい人と、なにかを喚わめいているハオだった。

　そのハオだが、後ろ手に拘束されている。

「なあ、ハオはなにを喚いているんだ？」

「えっと……『私を誰だと思っている』とか『こんな扱いは許されない』とかですね」

　シャオリンさんに訊たずねると、そう答えが返ってきた。

「はあ……お偉いさんってのは、なにをしても許されるって思ってるのかね？」

「そうじゃないんですか？　いい気味ですよ」

　おっと、今までハオに煮え湯を飲まされてきたからか、シャオリンさんが辛しん辣らつだ。

『事情聴取を始めたいのですが、よろしいですか？』

　対して、軍のお偉いさんと思われる人は礼儀正しい感じだな。

　俺たちへの問いかけにも敬意が感じられる。

「構わない。それで、なにを聞きたい？」

　俺たちを代表して答えたのはオーグだ。

　まあ、オーグの立場は王おう太たい子し……アールスハイド王国の次期国王だからな。

　それを差し置いて他の人間が答えるのもな。

　なので、ここはオーグに任せることにした。

『それでは、殿下たちが見たことを、お教え願えますか？』

「分かった。私たちは、最初に襲しゆう撃げきがあったと報告された村に行ったのだが……」

　そこでオーグは一旦言葉を止めて目を瞑つむり、首を振って息を吐いた。

　そして、とても辛いことを告白するように話し出した。

「それはもう、悲ひ惨さんの一言だった。建物は壊れ、あちこちに人の残ざん骸がいが散らばっている。正に地獄絵図だった……」

　その言葉を聞いたハオが、すぐに大声をあげた。

『嘘だ!!　私が着いたときはそんな様子はなかった!!』

『と言っていますが？』

「逆に聞くが、ハオ殿がその村に着いたのはいつの話だ？」

『報告のあった、翌日だ』

　それを聞いたオーグは、ちょっと鼻で笑った。

「なら、私たちが村を襲っていた竜を討とう伐ばつしてから一日経過しているな。それだけ時間があれば遺体の片付けも済むし、人々の活動も再開しているだろう」

『そんなバカな!!　私は休息も取らずに進軍して丸一日かかったのだぞ!!　そんな早くに対処できるわけがないだろう!!』

　怒りを露あらわにしたハオがそう叫ぶと、軍のお偉いさんと思われる人に勝ち誇った顔で言った。

『将軍！　彼らは嘘を吐いている!!　これでこの件は私を貶おとしめる罠だということが証明されただろう!!』

　ああ、やっぱりお偉いさんだったか。

　将軍ってことは、相当高い地位についているか、トップかのどちらかだろう。

　それよりも、嘘？　ああ、ハオはあのことを知らないのか。

『嘘、ですか。殿下、申し訳ありませんがどうやって移動したのか伺っても？』

「分かった。シン」

「了解」

　オーグの合図で、俺はこの場にいる『全員』に浮ふ遊ゆう魔ま法ほうをかけた。

『お、おお』

『な!?　なんだこれは!?』

　事前に話をしていた将軍は興味深そうな顔をしているが、なにも聞かされていなかったハオは慌あわてふためいている。

「この状態で風の魔法を使って移動すれば、馬車など目ではない速度で移動できる。実際、あの村に着いたのはここを発った数十分後だ」

『ほう、それは素晴らしい』

『お、おい!!　いいから下ろせ!!』

　ハオがそう言うので、俺は皆を地上に下ろし、浮遊魔法を解除した。

「さて、これで我々が嘘を吐いていないこと。それと、これがインチキの類たぐいではないことを理解していただけたかな？」

『ぐぐっ……!!』

　オーグの言葉に、ハオは悔くやしそうに歯ぎしりした。

　まあ、そのために全員に浮遊魔法をかけたんだけどね。

　俺たちだけが浮き上がれば、ハオはインチキだのまやかしだのと難癖を付けてくるだろう。

　けど、自分も体験したら？

　自分の身体には宙に浮かすための糸などがついていないことは、自分自身がよく分かっている。

　そうなれば、俺たちのことを否定する材料がなくなり、事実だと認めざるを得ないだろう。

　と、事前にオーグから説明されていた。

　やっぱスゲーな、コイツ。

『さて、これで殿下の言葉は真実であると証明されたな。それで、次の質問なのだが、殿下は竜の数が少ないと思われましたか？』

「いや。むしろ溢あふれかえっていたな。あんな数の竜を見たのは初めてだ」

『そうですか。しかし、以前ハオ殿からは竜の個体数は激減しており、絶滅の危き惧ぐさえあると報告されていたのですが？』

「あのまま放置すれば、絶滅する立場は逆になるだろうな。それほどの数がいたぞ？」

『ふむ……ミン家の二人。殿下の報告に嘘はないかね？』

　将軍が、今度はシャオリンさんとリーファンさんに聞いた。

『私は実際に見たわけではありませんが、魔物化した個体がいたのは確認しました』

『魔物化だと!?』

　シャオリンさんの言葉に、将軍は驚きを露にしてそう叫んだ。

『それは本当なのか!?　もし本当だとしたら一大事だぞ!?』

　落ち着いた態度から一転し、急に焦りだした将軍。

　なに？

『ご安心ください将軍。魔物化した竜は、ここにいるアルティメット・マジシャンズの方々がすでに討伐してくれましたので』

　なんでそんなに焦っているのかと思っていると、リーファンさんが報告したことにより将軍は落ち着きを取り戻した。

『そうだったのか……返す返すも申し訳ない。そして、国の危機を救ってくれてありがとう』

　将軍はそう言って深々と頭を下げた。

「まあ、我々にとっては特に問題のない相手だ」

『頼もしいですな。それにしても……』

　将軍はそう言ったあと、重々しく言った。

『魔物化までするとなると、やはり相当個体数は増えているようですな』

『将軍!!　まさか、こんなどこの誰ともしれない外国人と、平民の言葉を信じるというのか!?』

　どこの誰ともしれないだと？

　外国からの使し節せつ団だんに向かって、よくもそんなことが言えたものだ。

　ちょっと文句でも言ってやろうかと思っていると、代わりに将軍が激発した。

『黙れっ!!　竜はそう簡単に魔物化しない生物だ！　その竜の魔物化は個体数が増え過ぎたときに稀まれに起こるということはお前も知っているだろうっ!!』

『お、お前だと!?　貴様！　誰に向かってそんな口を利きいているんだ!!』

　ハオがそう言うと、将軍はニヤッと笑った。

『これはこれは。この期に及んでまだ自分の立場が分かっていないとは』

『な、なんだと!?』

『今回の件は、すでに国民に広く知られている。竜の討伐を禁止する法案はお前が偽の報告書を作らせて可決した法案だとな』

『なっ……しょ、証拠は!?　証拠はどこにある!?』

『証拠か？　それなら……』

　将軍が近くにいた人に目配せをすると、その人は頷うなずいて部屋を出ていった。

　少ししてその人が戻ってくると、一人の男性を連れていた。

『なっ!?　お、お前!!』

『彼は、お前の補佐官だったな。彼が全て証言してくれたぞ』

　連れてきたのはハオの補佐官だった。

　なるほど、そういう立場なら色々と知ってそうだもんな。

『こ、こんな奴の言うことを信じるつもりか!?』

『証言だけではない。ちゃんと物証もある』

　将軍がそう言うとまた別の人から書類を受け取った。

『そ、それは……』

『お前が改かい竄ざんする前の、調査団体が提出した実際の個体数の記録だ』

『な、なぜそれを……』

『もちろん、彼が持ち出してくれたからだよ』

『き、貴様っ!!』

　補佐官に裏切られたハオは、呪い殺さんばかりの勢いで彼を睨にらみつけている。

　信頼していた補佐官に裏切られてショックなんだろうな。

『貴様ごときが私に逆らうなど、許されると思っているのか!?』

　……違った。

　自分の駒だと思っていたのに、反逆されてキレてるだけだった。

　コイツ、本当にクズだな。

『将軍！　その資料は捏ねつ造ぞうだ!!　そんなもの、なんの証拠にもならない!!』

『いいや、なるさ。なにせ、他の官僚方が認めたからな、この資料は本物だと』

『なっ……』

『他にも色々とあるぞ？　例えば、本当のことを言えば家族がどうなるか分かっているかと脅おどされた調査団体の職員の証言とかな』

『……』

『ふん。精々、裁判の日を心待ちにしているがいい。おい、連れて行け』

　将軍がそう言うと、ハオは兵士に連れられて行ってしまった。

　将軍とハオのやり取りを呆ぼう然ぜんと見ていた俺たちは、揃そろってオーグを見た。

　そのオーグは、苦笑を浮かべて肩を竦めるだけだった。

『申し訳ありません。お見苦しいところを見せてしまいました』

「いや、中々面白かったよ。それにしても、ハオは嫌われているのだな」

『奴が有能なのは間違いないのですが、どうにも他者を見下す癖がありましてな。奴のことを苦々しく思っていない政治家など一人もいないのですよ』

「それは、軍人である貴き殿でんもか？」

　オーグがそう言うと、将軍は大きな溜め息を吐いた。

『なにかといえば、予算の削さく減げんをするぞと脅しをかけてきて無理難題を押し付けてくる。奴は、兵士とはどこからでも湧いて出てくるとでも思っているのでしょうな』

「典型的な選せん民みん思し想そうの持ち主だな。自分より劣っている者は、人間として認めていないんだろう。よく反乱が起きなかったな？」

『ハオには私兵がいるのです。もっとも、今回の件で私兵からも見放されたようですが』

「ほう、なにかあったのか？」

『先ほど、ハオを拘束に向かった際、抵抗するどころか我々をハオの馬車まで案内してくれましてね』

「主人の拘束に積極的に手を貸す。なるほど、見放されているな」

　それにしても、オーグと話す将軍の顔は晴れ晴れとしているな。

『奴は今まで散々好き放題やっていたのです。その報むくいを今受けているというわけです』

「そうか、ならこれから奴を救おうとする者は……」

『間違いなくおりませんでしょうな』

　そういう将軍の顔は凄く嬉しそうだ。

　ハオってよっぽど嫌われてるんだな。

　多分、皆がハオを失しつ脚きやくさせたくて仕方がなかったんだろうな。

　そこへ今回の事態だ。

　ハオには味方がいないと見て間違いなさそうだ。

「それを聞いて安心した。ところで、例の法案はどうなる？」

『このような事態が起こったのです。間違いなく廃案でしょうな』

「そうか。なら、続きの交渉は滞とどこおりなく進められそうだな」

　オーグは、ホッとした様子でそう言った。

　今回の俺たちの最大の目的は、クワンロンと国交を結び俺たちの国では禁制となっている竜の革を手に入れることだった。

　まぁ、副産物として魔石の貿易も始まりそうだけど。

　……副産物としては規模が大き過ぎるけどね。

　今回の交渉がうまくまとまれば、アールスハイドを始めとする西側諸国では、途と轍てつもなく大きな変革が起こる。

　魔石はともかく、竜の革についてはハオが最大の障害だったから、それが排除されることは俺たちにとっても望ましいことだ。

　クワンロンの人たちにとっても、権力を振りかざすハオを排除できて嬉しい。

　俺たちにとってはＷｉｎ－Ｗｉｎだ。

　ただ一人、ハオだけが損をしている。

　とはいっても、それも全て自じ業ごう自じ得とくの結果なので同情心は湧かないけど。

　そういえばと、俺はあることを将軍に聞いてみた。

「ところで、ハオはこれからどうなるんですか？」

『ああ、あれでもクワンロンの高官だからな。監視を置いて自宅に軟禁することになっている。そのあとで裁判だ』

「そうですか」

　とりあえず、これで交渉の目途は立った。

　と、そこで俺はあることを思い出した。

「すみません、ちょっといいですか？」

『うん？　なんだ？』

「噂で聞いたんですけど、ハオがなにか凄い武器を持ってるとか……」

『ああ、確かに持っていたな。ハオを拘束する際に一緒に押おう収しゆうしてある』

「そうなんですか。それでその……」

『ん？』

「その武器、見せてもらうことはできますか？」

　俺がそうお願いすると、将軍は少し考えたあと首を縦に振った。

『分かった。案内しよう』

「ありがとうございます」

　やった。これでハオがどんな武器を持っていたのか、そして、前文明がどれほどの技術を持っていたのか知ることができる。

　そう考えた俺は、先導してくれる将軍のあとを付いていった。





　　　　◆






　悠皇殿での尋問後、ハオは拘束されたまま自宅へと戻された。

　拘束は解かれたものの、自宅は多くの兵士によって監視されており逃げ出すこともできない状況である。

　そんな状況の中、ハオは自室にて頭を抱えていた。

　一体、どうしてこんなことになったのか。

　もう少しで竜革取引の実権を全て握り、そこから発生する富を思うがままにできるはずだった。

　多少危ない橋は渡ったが、それはどうにでもできると、そう思っていた。

　ところが、自分に忠実であると思っていた補佐官も、自分の身を守るはずの私兵も裏切った。

　その結果が今の窮きゆう地ちだ。

　このままでは、政治家としての地位を失うだけでなく犯罪者としての汚名を着せられるかもしれない。

　それもこれも、全て自分を裏切った下民どものせいだと、ハオは真剣に思っていた。

　実際、報告書を偽造して法案を提出し国民に被害をもたらした。

　その証拠を押さえられているので、政治家として終わりである。

　そして、竜の個体数を調査する団体の職員に対して脅迫を行っていることから、犯罪行為も認められている。

　かもしれないではなく、実際にそうなることはすでに決まっている。

　しかしハオは選民意識の強い人間である。

　自分は国民の頂点に立っており、皇帝すらお飾りの存在として見下している節ふしがある。

　そんな人間が、自分の窮地を認められるはずがない。

　これは、全て自分を貶めるための陰謀だと、真剣に考えていた。

　こんな不当な扱いはあってはならない。

　どうにかして自分の地位を回復する必要があった。

　自分が力を示せば、愚かな国民たちはこの国に必要なのはやはり自分だと再認識するだろう。

　だが、その力を示すためにはどうすればいいか？

　そこでハオが考えたのは、例の武器だった。

　あの武器は素晴らしい威力を発揮した。

　なにせ起動実験を行った際、用意した的をあっけなく撃ち抜き、射線の遙か先にいた人間を木こっ端ぱみじんに砕き、さらにその先にある山の一部を削ぎ取ったのだ。

　あの武器があれば、この窮地を脱するだけでなく皇帝を排し自分が皇帝になれるとさえ思っている。

　それほどの威力だった。

　だからこそ、こんな無謀ともいえる法案を提出したのだから。

　だが、問題はその武器が兵士によって押収されてしまったことだ。

　悠皇殿から連れ出されるときに見えたのだが、その武器は悠皇殿の中庭に運び込まれていた。

　まずはアレを取り返さなくてはいけない。

　しかし、今自宅の周りは兵士で固められている。

　うまく自宅を抜け出せたとしても、今度は悠皇殿に忍び込まなければならず、さらに武器の周りで警備しているであろう兵士もなんとかしなくてはならない。

　どうするか？

　私兵はもう使えない。

　となると、自分でなんとかしなくてはいけないのだが、ただの政治家である自分にはそんな戦闘力はない。

　どうする？　どうすればいい？

　散々悩んで悩みぬいた結果、ハオはあることを思い出した。

　それは、この国では禁きん忌きとされていること。

　だが、ハオにはもうそれしか道は残されていなかった。

　悩んだ結果……。

　ハオは、その禁忌に手を伸ばした。





　　　　◆






　将軍の案内で、俺たちは悠皇殿の中庭へとやってきた。

　そこには、布をかけられた大砲のようなものが置いてあり、周囲を兵士たちが警備していた。

　随ずい分ぶん厳重だなと思ったけど、それも仕方のないことかもしれない。

　そもそも、遺跡から発掘された武器は国への申告が義務になっている。

　それを無視して所持していたのが、政治を行う官僚のトップであるハオだ。

　もしかしたら、国こつ家か転てん覆ぷくを画かく策さくするほどの威力なのではと考え、警備を厳重にするのは当然のことだろう。

　将軍が近付いていくと、警備していた兵士が敬礼して迎えた。

　なにかを伝えたところ、兵士は頷いて武器に被せられていた布を取り払った。

　そうして現れたのは、長く大きな鉄の塊だった。

『これだ。一見すると武器のようには見えんが……』

「確かにそうですね」

　目の前に現れたハオが所有していた武器は、四角く真っ直ぐな鉄の棒が二本平行に並べられており、それが周囲の装甲で固定されていた。

　これは……。

『武器と言われて最初は大砲かと思ったのだが、このような形状では弾を発射しても真っ直ぐ飛ぶとは思えん。一体これがどのような武器なのか、皆目見当が付かんのだ』

「そうですね……」

　俺はこの武器を見て、その正体にある程度確信があった。

　それを裏付けるため、もう少し質問をしてみることにした。

「これ、どういう効果がある武器なのか分かっているんですか？」

　俺のその質問に答えたのはハオの元補佐官だった。

『はい。発掘された際、ハオが不用意に発動させてしまったので……』

「不用意にって……安全確認もなしにですか？」

『はい。さきほど将軍が仰おつしやったように、一見して武器には見えなかったものですから、どんな効果のある魔道具かすぐに確認しようとしたのです』

　元補佐官はそう言うと暗い顔をした。

『ハオがコレを起動させたところ、途轍もない轟音が響きました。それこそ大砲の発射音を間近で聞いたような』

　そう言って、この武器の先端を見た。

『おそらくこの棒と棒の間からなにかが発射されたと思います。その射線上にいた人間の上半身が消えてなくなりましたから……』

　そのときのことを思い出したんだろう、沈ちん痛つうな面おも持もちだ。

『そのときに見ました。閃せん光こうが地平に向かって飛んで行くのを。そして……その進路上にあった大きな岩を粉々に粉砕するところを』

　元補佐官がそう言ったところで辺りは沈黙に包まれた。

　それを破ったのは将軍だった。

『実際に見た者がそう言っておるのだから間違いないのだろうが……それが一体なんなのか、そもそも弾を撃ち出したものなのか、それとも魔法が発射されたものなのか、それすらも分からんのだよ』

　将軍はそう言うと、長い溜め息を吐いた。

「ということは、再度の実験はしていないのですか？」

『この者の言うことが正しければ、これはとんでもない威力の武器だ。この場でおいそれと実験などできんよ』

　確かに、ここは皇帝の居住地であり政治の中ちゆう枢すう。

　そんな場所で、大威力の武器の実験なんかできるわけないな。

　じゃあ、実際に発掘現場にいた元補佐官はどうなんだろうと視線を向けると、彼も首を横に振った。

『これは威力もさることながら音も相当に大きかったのです。これ以上試射をすると誰かに気付かれる可能性があるからと、ハオが再実験を禁じました』

　元補佐官がそう言うと、将軍がフンと鼻を鳴らした。

『誰かに見つかったら国に報告しなきゃならなくなる。そうなると自分のものにできんからな。このことだけでも国家反逆の罪が疑われるわ！』

　将軍はハオのことがよっぽど嫌いなんだろうな。

　ハオの所業に怒りを隠すつもりもないようだ。

『そういうわけでして、再実験は行ってないんです』

　元補佐官がそう言って話を締めた。

『そういうわけでな、我々はこれが一体なんなのか全く把は握あくできていないのだ。君たちにコレを見せたのも、なにかヒントを得られないかと思ってな』

「そうだったんですね」

　使節団の一員からのお願いとはいえ、簡単に見せてくれるんだなと思っていたが、そういうことか。

　クワンロンと西方世界は魔法の発展の仕方が大だい分ぶ違う。

　なので、俺たちの知識で何か分からないかと考えたらしい。

　正直、将軍の思おも惑わくは正しい。

　俺は、これの正体に気付いた。

　だけど、これは軽々しく口にしていい話じゃない。

　俺はそう思って皆の方を見た。

　不思議そうな顔をしている皆の中に、思案顔をしている二人の人間が目に入った。

　マークとユーリだ。

「なんなんッスかね？　物理？　魔法？」

「魔法じゃなぁい？　あんな棒の隙間から弾なんて撃ち出せないでしょ？」

「けど、じゃあなんであんな形にしてるんス？」

「そんなこと言われてもぉ。私は付与の専門なんだから、ああいう造形に関してはマークの専門でしょぉ？」

「悪いッスけど、ウチでは大砲とか作ったことないんスよ」

「私だってないわよぉ」

「なんなんスかね？」

「なんなのかしらねぇ？」

　……随分と仲良さげだな。

　あんなに親密だっけ？　あの二人。

　それはまあいいとして、ビーン工房の元跡取りと、ばあちゃんの後継者が分からないっていうんだ。

　西方世界の人間が分からないって言っても不自然じゃない。

「すみません。これだけじゃ見当もつかないですね」

　俺がそう言うと、将軍は残念そうな顔になった。

『そうか……もしかしたら、なにか分かるかもと思ったんだが……』

　もしかしたらって言ってるけど、結構期待してたんだろうな。

　将軍の落胆ぶりを見ると、なんか罪悪感が湧いてしまう。

　けど、これはおいそれと話せる内容じゃない。

　俺の予想が間違ってなければ、誰にでも使える強力な武器ということになってしまうからだ。

　なので本当のことは話さない。

　けど、一応確認はしておくべきかな？

「あの、すみません」

『なにかな？』

「この武器に付与されている文字を見せてもらえませんか？」

　俺がそう言うと、通訳をしていたシャオリンさんの目が鋭くなった。

『付与を？　それは構わないが、これは古代の遺物だ。付与されている文字も現代のものとは違って誰も読めないんだが……』

「ええ、それは聞きました。単純に興味があって」

『興味ね』

　将軍はそう言うと、俺を探るような目で見てきた。

　しばらくそうしていたが、将軍はフッと表情を和やわらげた。

『まあいいだろう。文字の形が分かっても効果を知らなければ付与はできんしな』

「すみません。我わが儘ままを言ってしまって」

『まあ、別に構わんよ』

　ともかく、将軍の許可はおりたので魔道具であるコイツを起動させないように注意しながら、付与されている文字を浮かび上がらせた。

　そして、その文字を見た瞬間、俺の想像が間違っていなかったことが証明された。

　事前に心構えができていなければ、思わず口に出してしまっていたことだろう。

　浮かび上がった文字は、こう書かれていた。

【電でん磁じ誘ゆう導どう】

　つまりこれは……。

（レールガン……か）

　前世の記憶では、レールガンはまるで一個の建物のような武器だった。

　それは、レールガンに必要な電力を発生させる装置を、俺が生きていた時代にはまだ小型化できなかったから。

　なので使い道としては、艦かん載さい兵へい器きとして採用される予定だったと思う。

　だが、この世界には魔法がある。

　よくよく見てみると、付与されている魔法は【電磁誘導】だけでなく【魔力収集】もある。

　つまり、起動させればこの武器が周りから勝手に魔力を集めてくる。

　そして十分な魔力が溜まったら電磁誘導を起こして弾丸を射出する。

　大電力を発生させる大量のコンデンサなど必要ない。

　付与が、全てを賄まかなってしまうのだ。

　それにしても……と思う。

　前文明にいた前世の記憶持ちは、本当に自じ重ちようしなかったんだな。

　こんな、誰にでも使えてしまう強力な魔道具を作成するなんて……。

　付与を確認し終えた俺は、最後に二本の棒の間を覗き込んだ。

「どうしたシン？　なにか分かったのか？」

　最終確認をしていると、オーグから声がかかった。

「いや……さすがに分からないな」

　俺は、咄とつ嗟さにオーグに対してそう言った。

　ここで分かったと言ってしまえば、またシャオリンさんから疑いの目で見られるだろうしな。

「……そうか」

　オーグの返事も、どこか納得していない感じがした。

　その目は『本当は分かったんだろう？』と言っている気がする。

　シャオリンさんの方を見てみると……うわ、やっぱり疑いの目で見てるよ。

　とりあえず、最後の確認も済んだので将軍に声をかけた。

「すみません、ありがとうございました」

『うむ。なにか分かったのか？』

「いえ、特には。ただ、世界には珍しい武器もあるんだなと思いまして」

『そうだな。これは今まで発掘した中でも特に奇妙だ』

「無理を言ってすみませんでした。それでは俺たちはこれで」

『ああ。こちらこそありがとう。君たちのお陰でハオを国家転覆を狙う逆ぎやく賊ぞくとして処罰できそうだ』

「そうですか。それで、交渉の方は……」

『すまないが、こちらが落ち着くまで待ってくれないか？　新しい交渉役も選びなおさないといけないしな』

　オーグを見ると頷いたので、そのまま俺が対応した。

「分かりました。では、また交渉の日取りが決まりましたらミン家までご連絡ください」

『了解した』

　こうして俺たちは悠皇殿をあとにした。

　ミン家から乗ってきた馬車に再び乗り込んだところで、ふうっと息を吐いた。

「なんか国家の一大事に巻き込まれた感じだな」

「それにしても、あのハオって奴、やっぱりとんでもない悪党だったわね」

　一緒に乗り込んだマリアが、腕を組んでちょっと憤いきどおりながらそう言った。

　まあ、確かに。

　あれほど権力を振りかざす人間ってのは、俺の周りでは見たことないかな？

　旧帝国の貴族とかそうだったっていうけど……実際に見たことないしな。

「あそこまで傲ごう慢まんな人って、アールスハイドにはあんまりいないから珍しいよな？」

「そうでもないわよ？」

「そうなの？」

　マリアの意外な言葉に、俺は思わず聞き返した。

「貴族の中にはあまりいないけど、平民から官僚になった人にいるって聞くわね」

「普通逆じゃないの？」

「アールスハイドにおいてはそれが普通なんです」

　俺の疑問にシシリーが答えた。

「以前にも言ったことがあると思いますけど、貴族には非常に大きな責任が伴います。もし平民を虐げたりしたら改易されることだって珍しくありませんし」

「そういや、アールスハイドって貴族に厳しい国だっけ」

「王族はもっとだな。そもそも、独裁的な思想の持ち主は国王を継げない決まりだ」

　王族であるオーグが、しみじみとそう呟つぶやいた。

　大変そうだな、王族って……。

「でも、それなのに平民に傲慢になる人がいるんだ」

「お父様が言っていましたけど、今まで持っていなかった権力を手に入れた人間は、その権力に酔いやすいんだそうです」

「ああ、貴族は元々その権力を使うように教育されてるから？」

「はい。権力に伴う責任も同時に教え込まれるので、あまりそうなる人はいないんですけど、そうでない人は……」

「今まで使われる立場だった人間が権力を持つと、それに酔ってしまうか」

「はい、そう言ってました」

　なるほどなあ。

　それで平民出身の官僚にそういう人間が出てくるのか。

「まあ、表面上は大人しくしている貴族たちも、裏ではどう考えているかは分からんがな」

「おい、それ王族が言っていい台詞せりふなのか？」

「当たり前だ。貴族とは特権階級だぞ？　生まれながらにして権力を持っているのだ。だからそれを抑えるための法が存在するんじゃないか」

　あ、なるほど。

　アールスハイドの貴族が大人しいんじゃなくて、そうしないと罰せられるのか。

「貴族にだけそのような法を押し付けておいて王族が傲慢に振る舞っていると、反感を持たれていつ反旗を翻されるか分からんからな。だからこそ王族が率先して国のために奉仕するのだ」

「へえ、すげえなアールスハイド王族」

　普通、国家最高権力者なら権力を振りかざしてそうなもんだけど。

「何代か前の王がそういう思想の持ち主でな、人は生まれながらに平等であり王族も貴族も平民も等しく人間であると、そう宣言したんだ」

「え、それって、王家の威い厳げん的てきにまずくね？」

　王家は神しん聖せい不ふ可か侵しんなもの。

　だからこそ国民は王家を敬うものだと思ってたけど……。

　そう思って聞いてみると、オーグは苦笑を零こぼした。

「当時は相当貴族たちの反感を買ったらしいが……」

　そう言ったところでなぜか俺を見た。

「その王は、途轍もない魔法の使い手だったらしくてな。反感は持っても誰も逆らえなかったらしい」

「それほどの力を持っていたにもかかわらず、自分の権力のためじゃなく民衆のために力を使ったって有名な王様よ？」

　オーグの言葉をマリアが引き継いだ。

「マリアも知ってるのか」

「当たり前よ」

「そういえば、これって初等学院の歴史の授業で習う内容でしたね。高等学院ではやりませんから、シン君が知らなくても無理ありませんよ」

　なんで知らないのかという目を向けてくるマリアに、シシリーがフォローをしてくれた。

「ってことは、アールスハイド国民なら誰でも知ってるの？」

「はい。あと、その王様の有名なお話としては学院生時代に、傲慢な振る舞いをしている貴族の子息を『お前は生まれがいいという以外に何かを成したのか？　言ってみろ』と窘たしなめたという話がありますね」

「へえ、いいこと言うね」

「それ以降、アールスハイドでは親の権力を振りかざすのは恥ずかしいことだと認識されるようになったといいます」

「それじゃあ、カートが親の権力を振りかざしてたのがすぐ自宅謹慎になったのは……」

「まあ、あのときはシュトロームの洗脳を受けていたそうだが、リッツバーグ伯はく爵しやくがカートを厳しく諫いさめたそうだ」

「そうだったのか」

　それにしても……。

　なんか聞いたことがある台詞だな、その『生まれがいいというだけで……』ってやつ。

　その王様ってもしかして……。

「他にはなにか逸いつ話わはないのか？」

「そういえば、この国に来て思い出したのだが……」

「なに？」

「この国の主食があるだろう？」

「ああ、お米ですか？　あの炒めたお米は美味しかったです」

　チャーハンな。

　そういえば、この世界に来て初めて米食べたな。

　俺はそこまで米を求める気持ちは湧かなかったけど、ラノベなんかじゃ異世界に行ったら異常なほど米と醬しよう油ゆと味み噌そを求めるんだよな。

　俺は、この世界の食事に十分満足していたから、そんなことはなかった。

「その王は、異常なほどその米を探していたらしい」

　……。

　やっぱそういうことか。

　意外と多いな転生者！




　知らなかったアールスハイドの歴史なんかを聞いていると、馬車はミン家に到着した。

　馬車から降りると、分散して乗車していた後ろの馬車からなにやら言い合いのような声が聞こえる。

　なんだ？　喧けん嘩かか？

「だから！　あれは魔力をエネルギーとして放出するんじゃなくて、絶対物理で弾を発射する魔道具ッスよ!!」

「あの形でなにを発射するっていうのよぉ!?　あれは絶対魔法を撃ち出すものよぉ!!」

「じゃあ、なんであんな筒つつみたいな形状してんスか!?」

「知らないわよぉ！」

「「ぐぬぬぬ……」」

　マークとユーリ？

　あの二人が言い合いをするなんて珍しいな。なにがあったんだ？

「なあオリビア、あの二人あんなに仲良かったっけ？」

「あぁ、ユーリさんはビーン工房に手伝いに来てますから。色々と意見を出し合ううちに打ち解けたみたいですよ」

「へぇ、そうなのか」

　そういや、ユーリはばあちゃんの教えで、現場での魔法付与を実践してる。

　どこかの知らない工房より、いつもお世話になっているビーン工房の方がやりやすいということと、ビーン工房の工場が大きくなり、付与魔法士の数が足りないということで、シュトロームとの戦いが終わったあともユーリはビーン工房の手伝いをしている。

　待遇はバイトということらしいけど、他の誰よりも付与魔法が上う手まいので、もうユーリに抜けられたら困るという立ち位置にいるらしい。

　マークも、基本的にはアルティメット・マジシャンズでの活動を優先しているけど、本来は自分が継ぐはずだった工房を放置することもできないから、時間のあるときは工房の手伝いをしている。

　それにしても……。

「随分と距離が縮まったんだな、あの二人」

　俺がそう言うと、オリビアはなぜかジト目を向けてきた。

「その元げん凶きようがなに言ってるんですか」

「え？　元凶？」

　俺、なんかしたっけ？

「次から次へと新商品を発明してきて……ウォルフォード君の付与魔法を一般の付与魔法士でも付与できるように工夫してるのがあの二人なんですよ？」

「そ、そうだったのか……」

　俺が会長を務めるウォルフォード商会で売り出す商品は、俺が開発したものだ。

　なので、プロトタイプの魔法付与は俺が日本語で付与している。

　しかし量産するとなると、工房の付与魔法士が付与できないといけないので、この国の言葉で同じような効果が出るように文字を変換しないといけない。

　それを行っているのがあの二人だったんだな。

「っていうか、量産する魔道具を開発するなら、そもそもこの国の言葉で付与してくださいよ。あの二人、メッチャ苦労してるんですよ？」

「いやあ、俺もそうしようかって言ったんだけど、あの二人があのままでいいって言うからさ。俺の付与を自分たちで解明してこそ成長できるって」

　俺がそう言うと、オリビアは深い溜め息を吐いた。

「いつも二人で夜遅くまで検討してますよ。これができるかどうかで量産化の可否が決まるからって」

「へぇ、夜遅くまでねぇ」

　俺はチラリとオリビアを見た。

　もうすぐ結婚するマークが、仲間とはいえ他の女の子と夜遅くまで一緒にいるのは気にならないんだろうか？

「えっと……オリビアは大丈夫なのか？」

「？　なにがですか？」

「いや、ほら……マークがユーリと夜遅くまでって……」

「ああ。それなら大丈夫です。私も一緒に付き合ってますから」

「オリビアも？」

「はい。っていっても、私は二人に飲み物とか夜食とかを差し入れするだけで、実際の作業には参加してないんですけどね」

「そうだったのか」

　自分が側にいるのなら安心か。

「それにユーリさんには……」

「ん？」

「あ！　いえ、なんでもないです！」

「そ、そう？」

「はい！　あ、私、仲裁してきますね！」

　オリビアはそう言うと、そそくさとマークとユーリのもとへと走っていった。

　ユーリには……なんなんだ？

　なにかを言いかけてやめられると、メッチャ気になるんですけど。

　俺がオリビアの物言いに悶もん々もんとしていると、後ろでシシリーとマリアが小声で話し合っていた。

「マリア、これは……」

「ええ、シシリー。間違いないわ」

「ということは……」

「そうね」

「「ユーリにお話を聞かなければ！」」

　二人はそう言うと、一緒にユーリのもとへと向かってしまった。

　なに？

　二人にはなんのことか分かったのか？

　なんだろう？　女子にしか分からないことなんだろうか？

　またしても頭を悩ませていると、オーグがゆらりと俺の隣にきた。

　怒りのオーラを滲にじませながら。

「いつまでも人様の家の前で騒いでいるんじゃない！　さっさと中に入れ!!」

『はい!!』

　オーグの言葉に、背筋を伸ばして返事をするマーク、ユーリ、オリビア、シシリー、マリア。

　そういえば、オーグって今でこそ俺たちと仲がいいけど、以前は近寄りがたい完璧王子様だったんだよな。

　オーグの一いつ喝かつで、マークたちは慌ててミン家に向かって走っていった。

　その光景に苦笑しつつも、溜め息を吐くオーグに続いて俺もミン家に入っていった。

「はぁ、まったく……もう学院も卒業したというのに、いつまでも自覚が足りんな、あいつらは」

「ま、まあ、卒業したっていっても、まだ数ヶ月しか経ってないんだし、しょうがないって」

「ったく。そもそも我々の動向は世界中から注目されているということが分かっているのか？」

「世界中か……正直ピンとこないな」

「お前……」

「しょうがないじゃん。当事者は分かりにくいもんだって」

「そうかもしれんが……」

「あ、世界中で思い出した。そういえば、各国からアルティメット・マジシャンズの職員を派遣してくるって話、あれどうなったんだ？」

「職員という名の監視か」

「監視って……」

　確かにそうかもしれないけど、もうちょっとオブラートに包んでもいいんじゃ……。

「監視で間違いない。そもそも、これはウチから提案したことだしな」

「……悪さをするつもりはないけど、心配なら監視してろ……ってか」

「そうだ。監視されても探られてもマズイことなどない。むしろ、各国が優秀な人材をよこしてくれるのはありがたいことだ」

「優秀ってことは、派遣されてくる人の資料とかあるのか？」

「当然だ。全員優秀な人材だったな。本国にいれば将来は国を支える官僚になれる人材だ」

「へえ、そうなんだ。なんだろ？　ウチに来るのがキャリアアップの一環になってるとかかな？」

「……」

「え？　なに？」

　オーグが驚いた顔をして俺を見た。

　え？　なに？

「相変わらずお前は分からんな。常識はないくせになぜそんなことに気付くんだ？」

「なんでそこは頑かたくなに認めてくれないんだよ!?　俺だって商会の会長だぞ!?　色んな人と会うし話だってしてんだよ！」

「ああ、そういえばそうだったな。まあ、確かにキャリアアップの一環という面もあるとは思うが、どうもそれ以外の思惑もありそうだな」

「それ以外の思惑？」

「……資料に写真が添付されていたんだがな。全員が見み目め麗うるわしい男女だったのだ」

「え、それって……」

「気を付けろよ？　シン。お前、真っ先に狙われるからな」

「ちょっ！　困るよ！」

「誘惑に負けなければいい話だろ？　それと、フレイドも気を付けろ」

「え？　僕も？」

「お前が一番心配だ。新婚早々修羅場とか、外聞の悪いことはするなよ？」

「今はリリア一筋ですから、そんなことしませんって」

　確かに、リリアさんと付き合いだしてからのトニーは、女の子を侍らすことを止めた。

　口だけでなく行動で示すって約束したらしい。

　その意志は本物だと思うんだけどな。

「お前の場合は前ぜん科かがな……」

「……ぐうの音も出ませんねえ」

　今はリリアさん一筋になったとはいえ、元が元だからなあ。

　信用ないんだろう。

　トニーも自覚はあるのか、苦笑している。

　そんなトニーを見て皆で笑っていると、さっきまでジト目でトニーを見ていたオーグが真剣な顔をして俺を見た。

「え？　なに？」

「ここからは真面目な話だ」

「今のは違ったのかよ！」

「それはそれで注意しないといけないがな。もっと注意しないといけないことがある」

「もっと？」

「ああ」

　オーグはそう言うと、俺が忘れていたことを思い出させた。

「ダームから来る職員。これには全員注意しろ」

「なんでですか？」

　オーグの言葉を聞いたアリスがそう疑問を投げかけた。

　そういえば、アリスはダームの現状を知らないんだっけ。

「ダームは今、政情が不安定なのだ。首相とやらに就任したカートゥーン氏はうまく国をまとめられなかったらしい」

「へえ、そうなんですか」

「そんな国から派遣されてくる人間だ。注意しておいて損はない」

「ええ？　でも、他の国に派遣する人間に、変な人選んだりします？」

　オーグの説明に、アリスはイマイチ納得しきれていないのか、さらに疑問を口にした。

「選ばれてくる人間はまともな人物だろうさ。ただ、それを送り込んでくる人間はそうではないかもしれん」

「……ひょっとしてスパイ？」

　ようやくアリスも納得したようで、いつになく真剣な顔をしていた。

「その可能性もあるということだ。だから皆、ダームからの使者には十分気を付けろ」

　オーグの言葉に、皆が真剣に頷く。

　ただなあ……。

「オーグ、それ、皆が揃ってるときに話した方がよかったんじゃね？」

「……」

　俺の言葉を聞いたオーグは、俺を見てしばらく固まったあと、フッと視線を逸らした。

「……あとで話しておく」

　ドヤ顔で話してたもんな。

　もう一回同じ話を聞かせるのは恥ずかしいんですね。

　分かります。

　珍しいオーグの失態に、俺は思わずニヤニヤしてしまった。




　ミン家に入った俺とオーグたちがリビングに行くと、そこではシシリーとマリアがユーリを包囲していた。

　マークとオリビアは、それを苦笑しながら見てる。

「シシリー、なにやってんの？」

　俺が声をかけると、ちょっと興奮した様子のシシリーがこちらを向いた。

「あ、シン君！　聞いてください！　ユーリさんにむぐっ……」

「わぁ、シシリーちょっと待ってぇ！」

　勢い込んで俺になにかを話そうとしたシシリーの口を、ユーリが慌てて後ろから塞いだ。

「んうぅ！」

「え？　なに？」

「な、なんでもないのよぉ。あはは」

　なんかユーリの態度は誤ご魔ま化かすような感じだ。

　なんだろ？　シシリーには聞かせられても俺には聞かせられないってことかな？

　ということは、女の子同士の話なんだろうか？

　そう考えていたんだけど、なんだかシシリーの様子がおかしい。

　って！　ユーリの手、シシリーの鼻まで塞いでない!?

　その証拠に、シシリーはユーリの手をパシパシ叩いている。

　それに気付いたマリアが、ユーリの肩を揺すりながら叫んだ。

「ユーリ！　シシリー息できてない！」
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「え？　わぁっ！　シシリーごめぇん！」

「ぷはあっ!!」

　慌ててユーリが手を離すと、解放されたシシリーは真っ赤な顔をして荒い息を吐いた。

「はぁ……もうユーリさん、非ひ道どいですよ……」

「ごめぇん」

　息を止められていたことで真っ赤な顔に潤うるんだ目になっていたシシリーが、ユーリに非難の目を向ける。

　ユーリは、偶然とはいえシシリーの息を止めてしまったことを抱きついて謝っている。

（もうちょっと黙っといてね？　時期がきたら自分で言うからぁ）

（そうなんですか？　分かりました）

　ユーリがシシリーの耳元でなんか囁ささやいている。

　そうするとさらに密着するので、まるで抱き合っているように見える。

　綺き麗れいな女の子が抱き合っている姿って目の保養になるねえ。

「これは眼がん福ぷくだねえ」

「おいフレイド、だからそういうとこだぞ？」

「ええ？　これも駄目ですか？」

　え？　駄目ですか？　そうですか。

「で？　なんの話だったんだ？」

「うぇ!?　そ、それはぁ……」

　改めてなんの話をしていたのか訊ねると、ユーリがキョドリだした。

「あはは、ごめんなさいシン君。なんか内緒にしておいてほしいそうです」

　キョドッて答えられないユーリに代わってシシリーが答えてくれた。

　あ、さっきの囁きは内緒にしといてって話だったのか。

「そうなの？」

「はい、私から話を振ったのにごめんなさい」

「いや、それはいいけどね。シシリーがそう言うってことは、内緒にしてても問題ない話なんでしょ？」

「それは大丈夫です」

「ならこれ以上は詮せん索さくしないよ」

　俺がそう言うと、ユーリはあからさまにホッとした顔をした。

「ごめんねぇ。そのうち言うからぁ」

「別に無理しなくていいよ。まあ、言えそうになったら言ってくれ」

「うん、分かったぁ」

　俺たちに内緒にしてて問題ない話ってことは、プライベートな話なんだろう。

　なら、それを無理に聞き出す必要はない。

　むしろ、女の子に無理矢理プライベートの話をさせるとか、なんか他の女子から睨まれそうな気もするし。

　君子は危うきに近寄らないのだ。

　そう思ってこれ以上の詮索はしないでおこうと思っていると、ユーリから別の話題を持ちかけられた。

「あ、そういえばぁ。ウォルフォード君、さっきの魔道具を見てどう思った？」

「さっきの？　ああ、ハオから押収したやつか」

「そう！　ウォルフォード君はどう思う？　私は絶対魔法を放つんだと思うんだけどぉ!!」

「いやいや！　だったらあんな形である必要はないですって！　あれは絶対弾を撃ち出すものッス!!」

「あんな形状で、なにをどうやって撃ち出すっていうのよぉ！」

　途中からマークが割り込んできて、またユーリと言い争いになった。

　本当に仲良くなったなあ。

　そんな思いで見ていると、二人がバッと俺を見た。

「「ウォルフォード君はどう思う!?」」

「ど、どうって……」

　どうしよう……。

　さっき将軍には分からないって答えちゃったし、シャオリンさんも聞いてた。

　っていうか通訳してた。

　ここでやっぱり分かりましたっていうのも変だよな……。

　どうしようかと悩んでいると、オーグから追撃された。

「そういえば、付与も確認していたな。本当になにも分からなかったのか？」

　俺が将軍に分からないって言ったとき、不ふ審しんな目で見ていたけどやっぱり疑ってやがったか。

　どうしよ……あ、そうだ。

「そうだな……俺が普段使っているのと同じような文字は使われていたけど、それがあの武器とどう結びつくのかは分からないな」

「やっぱり！　分かっていたのですね!?」

　俺がどうにか誤魔化そうとすると、シャオリンさんが凄い勢いで食いついてきた。

「い、いや！　文字は分かったけど、その組み合わせでどういう効果を発揮するのかは分かりませんって！」

「その文字とは!?　一体どんな文字が付与されていたのですか!?」

　シャオリンさん、すげえグイグイくるな……。

　まあ、自国の遺跡から発掘された未知の武器の効果が分かるかもとなると必死にもなるか。

　もしかしたら、今後も同じ武器が発掘されるかもしれないし、またハオみたいな奴が手に入れたら今度こそ国家の危機につながるかもしれないし。

「シン。私も気になる。どういう文字が付与されていたのか教えてくれ」

「ああ、いいよ」

　オーグの頼みもあり、俺は付与されていた文字について説明をすることにした。

「マーク、なにか小さい鉄の板とか持ってない？」

「え？　ああ、ナイフに加工する用のやつがあるッスよ」

「じゃあ、それを二枚貸してくれないか？」

「了解ッス」

　俺は、マークから受け取った二枚の鉄の板に付与を施ほどこしていく。

「一つはこれだ。魔力を通すと……」

　付与を施した鉄の板に魔力を通すと、もう一つの鉄の板が吸い寄せられ、カチンという音と共にくっついた。

「磁じ石しやく？」

「そう、磁石にするときに使う文字だった」

「なるほど、それで？　もう一つは？」

「こっちは……あいたっ！」

　しくじった。

　付与した鉄板になんの対策もせずに魔力を流したから、手にビリッときたわ。

「ちょっと、なにやってんのよシン」

「シ、シン君！　大丈夫ですか!?」

　呆あきれ顔のマリアと違って、シシリーは心配そうに俺の手を握って治ち癒ゆ魔ま法ほうを使ってくれた。

　こういうところが、奥さんと女友達の違いだよなあ。

　っと、そんなこと考えてる場合じゃないな。

「大丈夫大丈夫、ちょっとビリッときただけだから」

「……雷？」

　俺がシシリーからの治療を受けていると、オーグがさっきの現象について気付いた。

　そういや、オーグって雷の魔法得意だったな。

「そう、雷と磁石。これでどういう作用が起きるんだか見当もつかない」

「そういうことか……」

「確かに、不思議ッスね」

「雷と磁石かぁ……まだまだ分からないことは多いなぁ」

「……」

　俺の説明で、オーグ、マーク、ユーリは納得してくれた。

　シャオリンさんは、なんか腑ふに落ちないって感じの顔してるけどね。

　でも、本当のことを話すわけにはいかない。

　またシャオリンさんから危険人物認定されてしまうからな。

　マークとユーリは、雷と磁石がもたらす効果について色々と話しているけど……。

　ごめんな、それ、わざと間違えるように話したんだよ。

　レールガンを作るには、磁力が必要なのであって磁石は必要ない。

　電気と磁石でできるものといえば……レールガンじゃなくてリニアガンになるんじゃなかったっけ。

　あれも大きな威力を出せるかもしれないけど、レールガンほどじゃない。

　それにしてもあんな武器を作ってしまうなんて……。

　さすがの俺でもあれは作ろうとは思わなかった。

　だって、作ってしまったらこの世界の戦争が変わってしまう。

　魔法を使えない人でも魔道具を起動させることは誰でもできる。

　つまり、誰もがあの超兵器を使えてしまうのだ。

　特別な知識も訓練も必要ない。

　そんなものを手に入れてしまったらどうなるだろう？

　前にディスおじさんが言っていたけど、人間は誘惑に弱い。

　長距離からあれをバンバン撃つだけで簡単に国を制圧してしまえる。

　もしそれが世界中に広まってしまったらと考えると……。

　……あ。

　ひょっとしたら、前文明はあれを作りまくったのかもしれない。

　その結果、悲惨な戦争が勃発して、それで前文明は滅んでしまったのかも……。

　あのクワンロンと西方世界を隔てている大だい砂さ漠ばく地ち帯たいは、前文明の戦争の名残なごりではないかと言っていた。

　ってことは、あれ以上の武器がある可能性が……。

　それこそ、俺がシュトロームとの戦いで使った熱核魔法を付与したものがあるのかもしれない。

　もし誰かがそれを発掘して、威力も分からずに試射してしまったら……。

　甚じん大だいな被害をもたらすし、ひょっとしたら西方世界に攻め込んでくるかもしれない。

　これは……一度遺跡を調べてみる必要があるかもしれないな。

　でも、もし発掘されたものが危険な兵器であるとして、それをどう説明するか。

　……ホント、どうしようかな？

　俺は、付与した二枚の鉄板を前にまたああだこうだと話を始めたマークとユーリを見ながら頭を悩ませていた。




「そうですか、結局ハオの逆転の目は、魔王さんが摘んでしもたわけですな」

　とりあえず前文明の兵器についてはあとで考えるとして、まずは目の前の事態に対処しないといけない。

　なので悠皇殿でのやりとりをナバルさんに伝えたところ、そういう返事をされた。

「まあ、結果的にそうなっただけですけどね。ハオの企たくらみを知ってたわけじゃないです」

「そうですか。それにしても、一発逆転を狙えるほどの武器ですか……魔王さん、その武器再現できたりとかは？」

「できませんよ。なんでも古代の遺跡から発掘された武器だそうですからね。俺たちの知識の及ばない武器です」

「そうですかあ……」

　なんで残念そうなんだよ。

「なんだ、ナバル外交官、そんなに強力な武器を手に入れてどうするつもりだ？」

　まるで強力な武器を手に入れたいと言っているかのようなナバルさんを、オーグが牽制した。

「い、いや！　単純に興味があっただけですがな！　別に武器を手に入れようとかそういうのは……」

「その割には、再現できるかどうか聞いていたが？」

　そうだよな。そう言うってことは、自分も欲しいって言ってるようなもんだもんな。

　そこを指摘されたナバルさんは、バツが悪そうに頭を掻かいた。

「いやあ……珍しいもんとか見たり聞いたりしたら、ついこれは売れるんちゃうかって考えてもうて……悪い癖ですわ」

　それは確かに悪い癖だ。

　特に武器に関してはね。

「はぁ……少しは自重してくれ。魔人たちがいなくなり、あちこちに戦争をしかけていた帝国もなくなった。ようやく平和になったのに、新たな火種を持ち込んでどうする」

「あはは、反省しますわ」

　新たな火種。

　あの武器は、それくらい強力な武器だ。

　あれを所持しているかどうかで勝敗が決まるほどの。

　そんな武器を西方世界に持ち込むなんて考えられない。

　あれは、あのまま悠皇殿の中庭か、武器庫で死蔵されているのが一番なんだよ。

　ますますあれの詳しい話をするわけにはいかないな。

「と、それよりも、まずは会談の件ですな。いつ頃になるとか聞いてませんの？」

「クワンロン側もハオの代わりを選定したり、例の法案を廃止にしたりと色々とあるらしいからな。時期が決まったら連絡するとだけ聞いている」

「ホンなら、しばらく暇になるっちゅうわけですか」

「そういうことだな」

　そんなわけで、俺たちは急に予定がポッカリと空いてしまった。

　はずだったんだけど……。

「アノ……」

　ナバルさんとオーグの話を聞いていたスイランさんが話に入ってきた。

「どうしました？　スイラン殿」

　オーグがそう聞くと、スイランさんは俺たちに向かって深々と頭を下げてきた。

『例の法案が廃止になるとのことで、なんとお礼を言っていいのか……本当にありがとうございました』

　スイランさんがそう言うと、シャオリンさんやリーファンさん、それに他の人たちまで頭を下げてきた。

　元々、身体が治ったら自分で法案を廃止にするように働きかけるつもりだったらしいからな。

　それが、自分が動かなくても廃止になりそうだとなると、感謝もしたくなるか。

　けどなあ……。

「頭をあげてくださいスイラン殿。元々、成立すること自体がおかしな法案だったのです。こういう結果になったのは当然の結果です。わざわざお礼を言われるほどのことではないでしょう」

　オーグの言う通りなのだが、スイランさんは小さく首を横に振った。

『いえ。ハオにはそれを切り抜けられる手立てがあったと聞いています。それが機能しなかったのは殿下たちがいらっしゃったからだと思います。ハオにとっては想定外の事態だったのでしょう。そういう意味でも私は殿下たちにお礼が言いたいのです』

　スイランさんの言葉に、ミン家の皆さんも頷いている。

　その辺は完全に偶然なんだけどなあ。

　別にハオの企みを潰すために動いたわけじゃないし。

　そのことで感謝されても……。

　皆も同じ気持ちだったのか、スイランさんたちの感謝の言葉に戸惑っている。

　それを見たスイランさんは、小さく笑った。

『では、竜の被害を最小限に食い止めてくださったことへの感謝として受け取ってください。殿下たちが救ってくださった村には、我が商会の人間も多く駐在していましたから。本当にありがとうございます』

　そうだったのか。

　っていうか、竜の生息地近くの村だもんな。

　竜の革を仕入れるために、商会の人間がいてもおかしくない。

　まあ、竜を仕留める人なのか、仕留めた竜の革を仕入れるだけの人なのかは分からないけど。

　ともかく、村の危機を救ったのは俺たちだ。

「わかりました。感謝を受け取りましょう」

　オーグも、そういうことなら確かに感謝されてもおかしくないということで、感謝を受け入れた。

『そうと決まれば、早速お礼をしないといけませんね。村を救ってくれたお礼と、ハオの失脚、法案の廃止を祝う祝しゆく宴えんを開きましょう！』

　スイランさんはそう言うと、使用人の人たちに早速あれこれと指示をし始め、リビングから出ていった。

　そういえば、ここに来た初日にも宴会してたな。

　宴会好きなんだろうか？

「いやはや。嬉しそうでしたなスイランさん」

「悩みが一気に解決していっているんだ、はしゃぎたくなるのも分かる」

　ナバルさんとオーグが、スイランさんの出ていったリビングの扉を見ながらそんなことを言っていると、扉が開きスイランさんが顔を出した。

『あ、魔石の取引に関する話し合いは明日しましょうね！』

　そう言うと、再び姿を消した。

　そのスイランさんの行動に、俺たちは思わず苦笑を零してしまった。

　シャオリンさんは恥ずかしそうだ。

「やれやれ、浮かれとってもやり手の商会会かい頭とうっちゅう立場は忘れてへんというわけでっか」

　そのナバルさんの言葉に、全員頷いたのであった。




『うふふふ！　ああ、こんなに気分がいいのはいつ振りかしら！』

　例の法案が廃止されると聞いた夜の宴会場で、誰よりも上機嫌だったのはスイランさんだ。

　もうすっかり体調が良くなったのか、結構なペースでお酒を飲んでいる。

「ス、スイランさん！　まだ体調が万全ではないんですから、そんなに飲んじゃ駄目ですよ！」

　シシリーが必死に飲むのを止めようとしているけど、スイランさんはお構いなしだ。

『ホラホラ！　天てん女によ様さまも飲んで飲んで！』

「い、いえ私は……もう、シン君助けて！」

　止めようとして逆にスイランさんに絡まれているシシリーが俺に助けを求めてきた。

　しょうがない、助けるか。

　シシリーからの救助要請を受けて、俺は異空間収納からあるものを取り出した。

「ちょっと失礼」

『ん？』

　俺は酔っ払っているスイランさんの後ろに回り、素早くそれを装着させた。

『なにこれ？』

　俺がスイランさんに装着させたのは異物排除が付与されたネックレス。

　これを身に着けると、過剰なアルコールは排除されるからスイランさんの酔いも醒さめるだろう。

『ちょ、ちょっと失礼』

　スイランさんはそう言うと、そそくさと宴会場から出ていった。

「はぁ……シン君ありがとうございます。ところで、スイランさんはどうしたんですか？」

「ああ、あれ異物排除が付与されてるだろ？　過剰に摂せつ取しゆしたアルコールを排除しに行ったんだよ」

「排除？　……あ、ああ」

　シシリーも理解したようだ。

　身体に入ったものは排泄によって排除される。

　つまり、スイランさんはお花はな摘つみに行ったわけだ。

　少し待っていると、大分酔いが醒めたのかスイランさんが気まずそうな顔をしながら宴会場に戻ってきた。

『申し訳ありません天女様。どうも浮かれてしまったようで……』

「いえ、浮かれるのはしょうがないと思います。でも、スイランさんはまだ病気が治って日が浅いんです。あんな飲み方をしていては、せっかく治ったのにまた別の病気になってしまいますよ？」

『う……申し訳ありません』

「分かって頂ければいいんです。なので、お酒はほどほどにしてくださいね？」

『はい。分かりました』

　スイランさんは本当に反省しているようで、年下であるシシリーのお説教も大人しく聞いている。

『それにしても、このネックレスは魔道具ですか？　酔いが一気に醒めました』

「えっと、それは……」

　大人しく説教を聞いていたスイランさんだったが、それが終わったと見るやすぐにネックレスに言及してきた。

　問いかけられたシシリーは、言っていいものかどうか困っている。

「まあ、詳しいことは言えませんけど、身体に入った余計なものを排除する効果があるものですよ」

　俺がそう言うと、スイランさんは目を丸くしてネックレスを手に取った。

『あの……これをお売り頂くわけには……？』

　おう。

　そう来たか。

「売る……というのは、それの販売権をということですか？」

『はい！　駄目でしょうか？』

　スイランさんが両手を組んでお願いしてくるが、残念ながら期待に副そうことはできない。

「残念ですが、それは僕にしか付与できないので売り物にはしてないんですよ」

　俺がそう言うと、スイランさんは本当に残念そうな顔をした。

『そうですか……』

　うーん……これだけションボリされると、なんか悪いことしてる気になってくるな。

　けど、ここでその取引に応じてしまったら、俺はこの先ずっとネックレスを作り続けることになると思う。

　まあ、魔石はクワンロンに沢山あるから、そっちの心配はしなくてもいいんだろうけど。

　しばらくションボリしていたスイランさんだが、少ししてからガバッと顔をあげて言った。

『では、個人的にこれを買い取らせて頂くわけにはいきませんか？』

「個人的に……つまりスイランさんが欲しいと？」

『はい！　身体に入った余計なものを排除するんですよね？　ということは、もし毒を盛られても排除されるということでは？』

　へえ、あれだけの説明でよくそこまで気付くもんだ。

「ええ、そうです。それを分かったうえで欲しいということですか？」

『はい。女だてらに商会の会頭なんかをしていますと命を狙われることも少なくありません。しかし、これがあれば少なくとも毒殺は防げる。私にとって、これほど魅力的な道具はありません！』

　そういうことか。

　まあ、スイランさんが自分で使う分にはいいかな。

「そういう理由なら、そのネックレスは差し上げますよ」

　そう言うと、スイランさんは目を見開いた。

『そんな！　こんな素晴らしい魔道具を無む償しようでなんていけません!!』

「え？　ええ……」

　なんで？

　タダであげるって言ったのに、なんで逆に説教されてるの？

　無料でいい、いけません、いい、いけませんと何度かやり取りをし、最終的にまだレートも確定してないし、それが決まるまでクワンロンのお金を貰ってもしょうがないと説き伏せ、渋々納得してもらった。

　ふう……それにしても、頑なに対価を支払おうとするとは。

　やはりそこは生きつ粋すいの商人ってことなんだろうな。

　無料でのやり取りはありえないんだろう。

　それだけでもスイランさんの会頭としての品格が窺えるな。

　とまあ、そんなスイランさんを高く評価し直したり、ナバルさんたちがまたぐでんぐでんに酔っ払っているのを見たりしながら宴会は進んでいた。

　そして、宴会も終わりに近付いたときだった。

「……ん？」

「シン君？　どうかしましたか？」

「いや、なんか聞こえたような……」

　なんか、窓の外から音が聞こえたような気がして外を見るが、隣にいるシシリーは気付かなかったようだ。

　けど、確かになんか聞こえたような気がするんだよな。

「なんだろ？」

「シン、お前も聞こえたのか？」

「オーグも？」

「ああ。私は窓際にいたからな、はっきり聞こえたぞ」

「気のせいじゃなかったのか」

　俺はそう言いながらオーグと一緒に窓の外を見た。

「なになに？　シン君と殿下、なに見てんの？」

「なにかあったのですか？」

　そんな俺たちを見たアリスとトールも近くに寄ってきた。

「いや、今外から音が聞こえたんだよ」

「音で御ご座ざるか？」

　トールと一緒に来たユリウスも窓の外を見る。

　気が付けば、アルティメット・マジシャンズの全員が窓に近付き外を見ていた。

　そうして窓の外を見てしばらく経ったときだった。

「!!　オーグ！　あれ!!」

「ああ、あれは……火災か！」

　遠くの方がオレンジ色に光りだしたのだ。

　間違いない、あれは火災が起きてる！

　音がしてしばらく経ってから火が広がったんだ。

　火はみるみるうちに大きくなっていく。

　気が付くと、アルティメット・マジシャンズだけでなくミン家の皆さんも外を見ようと窓際に押しかけ、人でぎゅうぎゅうになってしまった。

「あの方角は……」

　そんな中、シャオリンさんがポツリと呟いた声が聞こえた。

「シャオリンさん、あれがどこか知ってるんですか？」

「え、ええ。方角と距離的に、恐らく……」

　そして、次に発した言葉で俺たちの間に緊張が走った。

「……ハオの家かと」

「ハオの!?」

　思わず大きな声が出てしまった。

「わ、分かりませんよ？　ただ、ハオの家が大体あの辺りにあるものですから……」

　自分の発言に皆の注目が集まったもんだから緊張したんだろう、どぎまぎしながらそう答えた。

「これは、早急に調べる必要があるな」

「そうだな。もしハオの家でないならそれでいいし、消火の手伝いをして帰ろう。でも、もしハオの家だったら……」

　俺がそう言うと、オーグは深く溜め息を吐いて言った。

「また面倒なことになりそうだ」
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　ハオの家がある辺りで火災が起きている。

　その事実を認識した俺たちは宴えん会かいを切り上げ、火災現場に向かっていた。

　案内のためにシャオリンさんとリーファンさんにも同伴してもらっている。

　相変わらず、リーファンさんは空を飛ぶのが苦手っぽい。

　シャオリンさんは大丈夫そうなのに。

「うぷ……」

「わあ、シャオリンさん！　大丈夫ですか!?」

「す、すみませんシシリー殿。まだちょっとお酒が抜けてなくて……」

　あ、スイランさんには異物排除のネックレスを渡したけど、シャオリンさんとリーファンさんには宴会のとき渡してなかった。

　この国に到着した初日に催された悠ゆう皇こう殿でんでの晩ばん餐さん会かいでは着けてもらってたんだけど、そのあと回収したんだよな。

　すっかり忘れてた。

「ど、どうしましょう？　一旦下りて休みますか？」

「い、いえ！　ひょっとしたらこの国の一大事になるかもしれないのです。このまま行きましょう。私は我慢しますので！」

「そう……ですか。分かりました。けど、我慢できなくなったら言ってくださいね？　大変なことになりますから」

　空からアレが降ってくるのか……。

　それは大だい惨さん事じだ。

　そうなる前に自己申告してくれることを祈りながら、俺たちは現場に急行した。

　火災現場に到着すると、そこは沢山の野次馬と兵士たちで、ごった返していた。

「なんで消防隊員じゃなくて兵士が？」

　俺が疑問を口にすると、オーグが周りの状況を見て言った。

「つまりそういうことなのだろう。シャオリン殿、ここはやはり？」

　オーグが問いかけると、シャオリンさんは神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「そうです、ここはハオの家です」

「やはり」

　シャオリンさんの推測は当たってたってわけか。

　それにしても、なんで軟なん禁きんされているハオの自宅が火事になってるんだ？

　捕まって失しつ脚きやくすることになるであろうハオが、自棄になって自宅に火を放ったのか？

　いや、そういえば火事が起こる前にミン家にまで聞こえるほどの音が響いていたな。

　あれが原因なのか？

「とりあえず、ここでボーッとしていても仕方がない。兵士たちに事情を聞いてみよう」

　オーグはそう言うと、シャオリンさんを伴って兵士のもとへと歩いていった。

　俺たちもそのあとを追う。

　話しかけられた兵士は、最初はオーグのことを訝いぶかしんでいたけどシャオリンさんが説明すると目を見張り、敬けい礼れいした。

「すまないな。なぜこんなことになっているのか事情を聞かせてくれるか？」

『はっ！　我々は自宅に軟禁したハオが万が一にも逃げ出さないように見張りをしていたのですが、先ほど自宅が突とつ如じよ爆発し、あっという間に家が炎に包まれたのです』

「あっという間？　そういえば、確かに火の回りが早いな」

　俺たちが音……爆発音だったわけだけど、それを聞いてからそんなに時間は経っていない。

　にもかかわらず火の勢いは相当で、もう家全体が炎に包まれている。

　自然に発火したのなら、こんな速度で火は回らないはずだ。

　ということは……。

「魔法、か？」

　俺がそう言うと、兵士は頷いた。

「ってことは、誰かがハオを助けるために外から魔法を放ったのか？」

『いえ、魔法は家の中から外に向かって放たれました』

「は？」

　家の中から？

「あの、家にはハオ以外に誰かいたんでしょうか？」

『いえ、ハオ一人です』

　え？　ということは……。

「この事態はハオが引き起こしたということか？」

『はい……魔法を放ち、家の中から出てきたハオは、押さえようとする我らを蹴け散ちらしていったのです』

「「はあっ!?」」

　思わず、俺とオーグで叫んじゃったよ。

　っていうか、ハオが逃げたってのに、なんでこんなに悠ゆう長ちようにしてるんだ？

「ハオを追わなくていいのか!?」

『もうすでに追跡済みに決まっています。私は、このあと来る消防団員に指示をしないといけないので残っているんです』

「あ、ああ、そうか。叫んだりしてすまない」

『いえ、大丈夫です。ああ、消防団員が来ましたね』

　兵士の視線の先を辿ると、分厚い服に身を包んだ人たちが現れた。

　手には何か筒つつ状じようのものを持っている。

　あれが消防団員なんだろう。

　ということは、あの手に持っているのは消火用の魔道具か？

　そう思っていると、兵士が消防団員の方へと向かっていき、何ごとか指示をする。消防団員は頷いて手に持った筒状のものに魔力を通した。

　するとその魔道具の先から大量の水が噴射された。

　やっぱり消火用の魔道具だったか。

　っと、それどころじゃなかった。

「すみません！　ハオはどっちに行ったか分かりますか!?」

　今も忙しなく動いている先ほどの兵士に大声でそう問いかけると、兵士も大声で返してくれた。

『ハオならあっちの方角へ逃げていったぞ！』

　そう言ってある方角を指差す兵士。

　その示す方へ視線を移すと、シャオリンさんが震える声で言った。

「あっちは……あの方角には悠皇殿があります!!」

　シャオリンさんのその言葉で、俺は確信を持った。

　ハオは悠皇殿に向かったんだ。

　それが自分の発掘した武器を手に入れるためなのか、あるいは皇帝を弑しいするためなのか、それともその両方なのかは分からないけど、とにかく碌ろくなことじゃない。

「俺たちも急いで追いかけよう！」

　ここには消防団員も駆け付けたし、ハオの家は庭も広く、隣家に燃え移る可能性も低い。

　俺たちが手を貸さなくても大丈夫だろう。

　それよりもハオを追わないと！

　そうして浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを再度起動し悠皇殿へと向かった。

　その道中で、俺は気になっていたことをシャオリンさんに聞いてみた。

「それにしても、ハオは魔法が使えたんですね」

　そう言うと、シャオリンさんは眉まゆを顰ひそめた。

「シャオリンさん？」

「あ、すみません。ですがハオは……奴は魔法が使えなかったはずなのですが……」

「魔法が使えない？　だが、さっきの兵士はハオが魔法を使って家から脱出したと言ってたぞ？」

「ですからおかしいのです。もしかしたら魔道具を使ったのかとも思いましたが、あの兵士がハオは魔法を使ったと言っていました。魔道具を、ではなくです」

「ということは、ハオは間違いなく魔法を使ったということか……しかし、ハオは魔法が使えないはずと」

「そのはずです」

「待って、それはおかしい」

　俺とオーグがシャオリンさんを質問攻めにしていると、リンが話に入ってきた。

「魔法が使えない者は、一生使えない。あとから使えるようになったりはしない」

「私もそういう認識だな。ハオは魔法が使えることを隠していたのではないのか？」

「いえ、自分の力を誇示することに執着していたハオが、魔法という特別な力をひけらかさないのはおかしいです」

　シャオリンさんのハオに対する評価は非ひ道どいものだな。

　でも、そうなると……。

「……もしかしたら」

　シャオリンさんも、その可能性に思い至ったのだろう。

　眉間に寄る皺が、深くなっていた。

「なんだシャオリン殿、なにか思い当たることでもあるのか？」

　そのシャオリンさんの様子に焦じれたオーグが、先を促した。

　シャオリンさんは、話すかどうか少し迷った末に、口を開いた。

「……もしかしたら、ハオは禁きん忌きに手を出したのかもしれません」

「禁忌？　なんだそれは？」

　その言葉を聞いたオーグがシャオリンさんを再度問い詰めるが、彼女は苦渋に満ちた顔で首を横に振った。

「殿下、これは禁忌なのです。おいそれと話すわけにはいきません」

「そんなことを言っている場合か？　そのことを知っておかねば、我々は後手を踏むことになるかもしれん。そうなれば被害が大きくなるかもしれないのだぞ？」

　オーグがそう言うと、シャオリンさんは助けを求めるようにリーファンさんの方を見た。

　リーファンさんは、青い顔をして口を押さえていた。

　……それどころではなさそうだ。

　その様子を見たシャオリンさんは、一瞬怒った表情を見せたがすぐにまた悩みだした。

　話すかどうかシャオリンさんは悩んでるけど……俺、もうその話知ってるんだよな。

「シャオリンさん」

「はい？」

「俺、その話知ってますよ」

「んなっ!?　なんで!?」

　シャオリンさんは、驚きよう愕がくで口調が素に戻ってる。

「リーファンさんに聞きましたので」

「リーファン……」

　シャオリンさんは恨うらめし気な目でリーファンさんを見るが、当のリーファンさんはちょっと目が虚うつろに……あ……。

　やっちまった。

　大惨事だ。

「あの、俺がリーファンさんに索さく敵てき魔ま法ほうを教えたことの交換条件で教えてもらったことなので、リーファンさんを責めないでください」

　俺がそう言うと、シャオリンさんは諦めたように息を吐いた。

「そういうことなら、リーファンを叱しかれませんね。分かりました。シン殿が知っているということなら、いずれ皆さんも知るでしょう」

「では」

「ええ、殿下、禁忌についてお話しします」

　シャオリンさんがそう言うと、全員がシャオリンさんに注目した。

「その禁忌とは、魔法が使えない者を使えるようにする方法です」

「なっ!?　そんな馬鹿な！　そんな方法は存在しない！」

　シャオリンさんの言葉に一番反応したのはリンだ。

　彼女は魔法について並々ならぬ向上心を持っている。

　高等魔法学院での授業や、アルティメット・マジシャンズとしての訓練に飽き足らず、魔法研究の最高峰、魔法学術院にまで出入りしている。

　その魔法学術院でも、魔法が使えない者は一生使えないという結論が出ている。

　魔法が使えるのは、身体に帯びている基礎魔力量が大気中にある魔ま素そに干かん渉しようできる者。

　つまり、基礎魔力量が増えない限り魔法は使えない。

　魔法が使える者は、訓練によって基礎魔力量をいくらでも伸ばすことができる。

　だが、魔法が使えない者はどうやっても増やすことはできない。

　魔法が使えないからだ。

　これに関しては、間違いなく事実だ。

　もしかしたら、外部からの干渉で基礎魔力量を増やすことができるかもしれないが……。
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　シュトロームによる平民の魔人化という事実を知っている身としては、危なくてそんなこと試すわけにはいかない。

　結局、魔法が使えない者は、一生使えないのだ。

　俺も、リーファンさんから話を聞くまでそう思っていた。

　そして、その方法が西方世界で試されていない理由も理解した。

　この国だから発見されたと言ってもいい方法だったからな。

「それが、できるんですよ、リンさん」

「どうやって!?」

　リンが勢い込んでシャオリンさんに詰め寄っている。

　シャオリンさんは、そんなリンをジッと見ていた。

「リンさん、皆さんも約束してください。これを聞いても決して試すことはしないと」

「それはつまり、禁忌とされる理由は、その方法にあるのか？」

「そういうことです殿下」

「そうか……それで？　その方法とは？」

「それは……」

　シャオリンさんはまだ少し逡しゆん巡じゆんしたあと、意を決して話しだした。




「簡単なことです。魔石を摂せつ取しゆするんですよ」




　シャオリンさんがそう言ったあと、皆の間に衝撃が走った。

　魔石を摂取する。

　ただ、それだけのことで魔法が使えなかった人間が使えるようになる。

　だが、魔石が非常に貴重な西方世界では決して誰も試そうとしない方法だ。

　魔石が潤じゆん沢たくに取れるクワンロンだからこそ、過去にそれを試した人間がいたんだろう。

「そんな簡単なことで……しかし、それがなぜ禁忌とされているんだ？」

「そうだよ！　それだけで魔法が使えるんなら、皆魔法が使えるようにした方がいいじゃん！」

　オーグとアリスは、魔石を摂取することが禁忌とされていることに納得がいかないようだった。

「あ、もしかして、魔法が使える人間が増えると困るとか？」

　マリアも自分の考えをシャオリンさんに投げかけた。

　だが、シャオリンさんは首を横に振り、その理由を話しだした。

「魔法が使える人間が増えることに問題はありません。そうではなく、この方法には重大な欠陥があるのです」

「重大な欠陥？」

「ええ、魔石を摂取し魔法が使えるようになった人間は……やがて死に至るのです」

「え？」

　マリアは、思いもよらない返答に固まっている。

　他の皆も同様だ。

「魔石を摂取し、魔法が使えるようになった人間は、魔力が非常に不安定になるのです。その結果魔力が暴走しやすくなって……」

　結果、亡くなる人が多くいたと。

「そうか、それでその方法は禁忌とされているのか」

　オーグは納得したという顔をしていた。

「はい。とは言っても、禁忌を破って魔石を摂取した人なんてここ数十年いませんから、実際に見たことはないんですけどね。ただ、絶対しちゃいけないと昔から口うるさく言われていました」

「でも、やっちゃいけないって言われると、やっちゃう人とかいるんじゃないの？」

　確かに、マリアの言う通り人間ってやっちゃいけないってことほどやりたくなるものだよな。

　しかし、シャオリンさんは首を横に振った。

「摂取すれば必ず死ぬと言われてきましたから。魔石は便利なものですけど、間違って口に入ったら死んでしまうものだと教えられてきます。そんなもの、わざわざ口にする人がいると思いますか？」

　なるほどな、魔石は便利だけど危険な毒物って認識なのか。

「でもぉ、呪じゆ符ふを作ってる人はぁ？　魔石を粉末にしてるんでしょぉ？　間違って吸い込んだりしちゃわないのぉ？」

「呪符を作る工場は、それは厳重に魔石の管理をしています。そこで作業をする人間は必ず顔を覆う面を被っていますし、工場から出る際は全身を洗浄してからでないと出てはいけない決まりになっています」

　そこまでするほど、魔石の摂取は忌み嫌われているってことか。

「そういうことか。しかし、ハオはその禁忌に手を出すほど追い詰められていたってことか」

「そうだと思います。官僚のトップから失脚し、犯罪者として裁かれようとしている。プライドの高いハオにとって耐たえ難がたい屈くつ辱じよくでしょうね」

　確かに、プライド高そうだったもんな。

「見えてきたぞ」

　オーグの言葉で前を見ると、悠皇殿が目に入った。

　そしてそこでは……。

　激しい戦闘音が響いていた。

　しかし……追い詰められた末に禁忌に手を出し、国に反逆する……か。

「嫌な予感がするな」

「奇遇だな、私もだ」

　シャオリンさんの言う禁忌の結末とは別の嫌な予感を感じつつも、俺たちは戦闘が繰り広げられている悠皇殿へと舞い下りた。

　激しい戦闘が行われていたのは、悠皇殿の中庭だった。

　そこに下り立った俺たちは、その光景に思わず目を疑ってしまった。

　そこでは、身体じゅうに魔力を纏まとわせたハオを、大勢の兵士が取り囲んでいた。

　だがハオは、そんな大勢の兵士の攻撃をものともしていなかった。

　呪符による攻撃は障壁によって防ぎ、溢れる魔力のままに魔法を放つ。

　兵士たちは、それをまた防御の呪符によって防いでいた。

　大勢いる兵士の方がハオに圧されている。

「フハハハハ!!　素晴らしい！　素晴らしいぞ!!　この力とその兵器があれば、この国は私のものになる!!」

　ちっ！　やっぱりハオの狙いはレールガンの奪だつ取しゆか。

　それに、魔法が使えるようになった全能感に浸っているんだろう、この国の簒さん奪だつまで口にしていた。

　今まで力を持っていなかった者が力を持つとその力に酔いしれる。

　図はからずも、馬車の中で話していたことと同じ状況になっている。

　今までハオは、権力という力は持っていたが、武力に関しては全く持っていなかった。

　それが、魔法という武力が自分自身の身についたことで、その力に酔っているんだろう。

「ちっ！　ああいう奴を見ていると、スイードを襲った平民魔人どもを思い出すな」

　あいつらも、急に力を持ったことで増長し、シュトロームのもとから離脱してスイードを襲ったんだった。

　コイツからは、あのときの魔人と同じ匂いがする。

　これは俺たちも参戦した方がいいと、そう思ったときだった。

『なっ!?　アウグスト殿下!?』

　大きな声でそう叫んだのは、昼間にも会った将軍だった。

　将軍は俺たちの姿を見つけると、慌あわてて俺たちの方へとやってきた。

『なぜアウグスト殿下がこちらにいらっしゃるのですか!?』

「なに、ハオの家が火事になっているのを見てな。現場に行ったのだが、ハオが逃亡して悠皇殿に向かったというから来てみたのだ」

『そんな、ちょっとそこまで買い物しにいくみたいに言われましても……』

　正に戦場となっている現場に、そんな軽いノリでやってきたとは夢にも思わなかったんだろう。

　将軍は、非常に困こん惑わくした顔をしていた。

「こう見えても、我々は相当な修羅場をくぐり抜けている。心配には及およばん」

『そ、そうなのですか』

「ああ。ところで、随ずい分ぶんと苦戦しているようだが、我々も加勢した方がいいか？」

　オーグがそう言うと、将軍は少し悩んだあと、首を横に振った。

『いえ、それには及びません。これは我が国の問題。他国からの使者であり王族である殿下に助力していただくことなどありえません』

　将軍は、真っ直ぐにオーグを見てそう言った。

「そうか。差し出がましいことを言ったな。許せ」

『殿下のご好意はありがたく頂戴いたします。なにとぞ、お気を悪くなされませんよう』

「分かっている。だが、もし危なくなったら手を出すからな」

『そうならないように努力しましょう』

　将軍はそう言うと、再び戦場へと駆け出していった。

『貴様ら！　他国の使者であるアウグスト殿下の目の前で醜しゆう態たいを晒さらす気か!?　このままでは、殿下はどう思うだろうな？　クワンロンの兵士は、錬れん度どの低い腰抜けばかりだと西方世界の人間に馬鹿にされるぞ!!』

　将軍がそう言うと、兵士たちの士気が目に見えて高くなった。

　他国の使者の前で醜態を晒すなど、国軍の兵士として恥以外のなにものでもないだろう。

　でも……。

「いや、そんなこと吹ふい聴ちようしたりしないんだが……」

　オーグは、自分が兵士を鼓こ舞ぶするためのダシに使われたことに困惑していた。

　普通に考えて国家間の関係が悪くなるから、そんなこと言わないと思うけど。

「まあいいじゃん。お陰で兵士たちの士気は上がってるみたいだし」

　実際に、先ほどまで押され気味だった兵士たちだが、今は逆にハオを追い詰めている。

『くうっ！　後ろからだと!?　卑ひ怯きような!!』

『やかましい！　大人しく縛につけ!!』

『貴様らには、国を守る兵士としての矜きよう持じはないのか!!　正面からかかってこい!!』

『賊がなにを言うか!!』

　将軍のその一言がハオの逆げき鱗りんに触れたのだろう。

　ハオの纏う魔力の質が変わった。

『賊？　こ、この私を賊だと!?　ふざけるな!!　私はまもなくこの国を統すべる皇帝となるのだぞ!!　その私に向かってなんたる言い草だ!!』

『ふざけたことをぬかすな！　お前たち！　コイツは皇こう位いの簒奪を目論む反逆者だ!!　生死は問わん！　確実に打ち倒せ!!』

『『『『おう!!』』』』

　将軍のその一言で、兵士たちの攻撃が一層激しさを増した。

　今までは生け捕りにすることに重点を置いていたので、思い切った攻撃ができなかったんだろう。

　それが生死問わずという命令が出されたことで、兵士たちに迷いがなくなった。

　その前に、皇位を簒奪するって言ってたしな。

　もう、犯罪者じゃなくて反逆者で間違いない。

　だが、それはハオにとって許しがたい暴言であったらしい。

『反逆者だと……この私が反逆者だとおっ！！？？』

　またハオの魔力の質が変わった。

　なんというか、どす黒いものが含まれている。

　これは……。

「オーグ、ちょっとヤバイかも」

「ああ。これは良くない兆候だな。おい、万が一が起こる可能性がある。皆準備しておけ」

「「「はい!!」」」

　オーグの言葉を受けて、傍観態勢から戦闘準備態勢に移った。

　これで、万が一が起きてもすぐに対処できる。

　そうして俺たちが戦闘の準備をしている間も、ハオの魔力はどんどん膨れていく。

『私はこの国の皇帝になる人間だ!!　その私に逆らうお前たちこそ反逆者だ!!』

『憐あわれなものよ、ついに世よ迷まいごとまで口にするようになったか！』

『ぐぎぎぎ……があああっ！！！！』

『うおっ！！』

　将軍に煽あおられていたハオは、ついに我慢の限界を迎えたらしく、突如大量の魔力を放出して周囲を取り囲む兵士を弾き飛ばした。

　将軍もその煽りを食らって転倒している。

『しまった!!』

　当然、ハオはその隙を見逃さなかった。

　兵士の包囲網を突破すると、中庭に置いてあるレールガンのもとまで辿り着いてしまった。

『ふひひひ……これさえあれば……コレさエあれバ……この国ハ私のもの……』

　……口調が段々怪しくなってきた。

　これは……本格的にマズイか？

「ちょっ！　ウォルフォード君！　なにを悠長に構えてるんですか!?　アイツ、あの武器まで辿り着いちゃいましたよ!!」

「殿下もぉ！　なんでそんなに落ち着いてるんですかぁ!?」

　俺がハオの様子がおかしいことに注目していると、マークとユーリが焦って俺たちに声をかけてきた。

「いや、シンが落ち着いているから問題ないのだろうと思ってな」

「ウォルフォード君？」

「どういうことぉ？」

　オーグが焦っていない理由を話すと、マークとユーリは俺の方を見てきた。

　そういえば、あれのことは結局なにも話してないんだったな。

　それで落ち着き払っていたら変か。

「ああ、いや。多分あの武器、起動しないと思うんだよね」

「なんでそんなことが分かるんスか!?」

「え？　勘？」

「えぇ？」

　ユーリは、心底呆あきれたという顔をしている。

　まあ、勘とは言ったけど、起動しないことは確実に分かってる。

　いや、起動はするか。

『フヒひ！　死ね……死ねえぇっ!!』

　そんなやり取りをしている間に、ハオはレールガンの銃口を兵士たちに向け、魔力を流して起動させた。

『くっ!!　全員、防御しろ!!』

『フハハ、モう、遅いわアっ!!』

　将軍の命令で、一斉に防御呪符を展開する兵士たち。

　そんな兵士たちにお構いなしに、魔道具を起動させるハオ。

　兵士たちは、来るべき衝撃に備えて全身を丸く縮め、防御呪符の後ろに隠れた。

　けど……。

　しばらくして兵士たちの顔に困惑が広がった。

　来ると思っていた衝撃がこないんだから、それは当然か。

　キョロキョロと、周りにいる兵士たち同士で顔を見合わせている。

　そして、視線を前方のハオに向けると一層困惑した。

　レールガンは、ブウゥンという音を出して起動してはいるのだが、それ以上なにも起きない。

　起動させたハオも困惑している。

『な、なぜだ!?　なぜ前のような攻撃をしない!!』

　ハオは、切り札だと思っていた武器が効果を発揮しないことに困惑し、しきりに魔力を流し続けているけど、何も起きないのは当たり前だ。

　だって、あれ、弾入ってないもの。

『よく分からんが、今だ!!　ハオを取り押さえろ!!』

　そして、将軍はこの機を逃すような人間ではなかった。

　将軍の号令で、さっきまで戸惑っていた兵士たちがハオに殺さつ到とう。

　あっという間にハオを拘束してしまった。

『放せ！　放せえええっっ!!』

　ハオが大声で喚わめいているけど、そんなことで兵士たちがハオの拘束を緩めるはずがない。

　数人がかりでハオを押さえ込み、後ろ手に拘束した。

『ふう、手こずらせおって』

　将軍は、ようやく安あん堵どの表情を浮かべたが、すぐにその顔を引き締め、ハオの目の前に立った。

『ハオ。皇帝陛下に対し反逆し、その皇位を簒奪しようとしたこと、しかと確認した。これにより貴様は、国家反逆罪の大罪人として処刑される』

　静かな声で、将軍はハオに向かってそう言った。

　そして、最後に嘲ちよう笑しようを浮かべながら言った。

『いい気味だ』

　おそらく、その一言がトリガーになったんだろう。

　ハオの身体に纏わりつく魔力の質が劇的に変わった。

　さっきまでは、黒い濁りがある感じだったのが、今はもう真っ黒だ。

『貴様……きさマ！　きサマ！　キサマ！　キサマアッ!!』

　ハオはそう言うと、どす黒い魔力を辺り構わず放出した。

　ああ……この光景は覚えがある。

　これは……。

「なんか……カートが魔人化したときのことを思い出すわね……」

　恐らく、皆同じ気持ちだったんだろう。

　マリアの言葉を否定する者は誰もいなかった。

　そして……。

『ぬおっ!?　なんだ！！？？』

『うわっ！』

『ひっ！』

　ハオを押さえ込んでいた兵士たちが、再び吹き飛ばされた。

　将軍は二度目ということで、今回は踏ん張っているが、ハオになにが起きたのか分からず困惑している。

　それは周りの兵士たちも同じで、皆一様に顔を見合わせたりしている。

　だけど、俺たちにはハオに何が起きたのか分かった。

　今まで、散々俺たちが相手にしてきたモノ。

　つまり……。




「やっぱり、魔人化したか……」




　そう、ハオは、魔人化してしまったのだ。

『うオおオおぉっっっ!!!!』

『な、なんだ、あれは!?』

　将軍は、初めて魔人を見たんだろう。

　魔人化して咆ほう哮こうをあげるハオを見て、非常に困惑した声をあげた。

「な、なんですか……あれ……」

　こちらも初めて見たのであろう、シャオリンさんが魔人化したハオを見て震えている。

　よく見ると、シャオリンさんだけでなくリーファンさんも必死に震えを押さえようとしていた。

「そうか、シャオリン殿たちは初めて見るのだな。あれは魔物化した人間……魔人だ」

「ま、魔物化!?　人間がですか!?」

『おい！　どうした!?　なにか知っているのか!?』

　魔人の放つ禍まが々まがしい魔力に気け圧おされ、震えている兵士たちと違い、散々魔人とやり合ってきた俺たちは今更魔人と対面したからといって取り乱したりしない。

　その様子と、シャオリンさんとのやり取りから俺たちがなにか知っていると考えたのだろう。

　将軍が俺たちの方を見て叫んだ。

『あ、あれは人間が魔物化したものだそうです!!』

　その将軍に向けて、シャオリンさんが俺たちの通訳ではなく自分の意思で叫んだ。

『魔物化!?　まさか……あれが咎とが人びとか!?』

『とが……？』

　将軍がなにか叫んだ内容が、シャオリンさんには理解できなかったんだろう。

　今度はシャオリンさんが困惑した顔になった。

「なんですか？　将軍はなんて？」

「あ、あの、私があれは魔物化した人間だと言ったら、将軍があれが咎人かと、そう言ったのです」

「咎人？　罪を犯した人ってことか？」

「そういう意味ですけど……なぜ魔人のことを咎人と……？」

　シャオリンさんが、さっきの将軍とのやり取りを教えてくれたけど、咎人？

　なんで将軍はそんな言い方をしたんだ？

「その話は興味深いがな。残念ながら時間切れだ」

　オーグの言葉で魔人化したハオを見ると、ついさっきまで続いていた咆哮がやみ、俺たちを睨にらみつけていた。

　その目は、真っ赤である。

「あ……あ……ああ……」

　まずいな。














　シャオリンさんが、初めて見る魔人の禍々しい魔力に呑のまれてる。

　恐怖で体が動かないようだ。

「シシリー、シャオリンさんを後ろに下がらせてくれるか？」

「分かりました」

　俺はシシリーにシャオリンさんのことを任せ、再度ハオを見た。

　魔人化したハオは、禍々しい魔力を纏わせ兵士たちを見てニヤリと笑った。

『ひっ！』

　ヤバイ！

　兵士たちも魔人の魔力に呑まれてる！

　あれじゃあ魔人の攻撃を無抵抗で受けてしまう。

　そう思った矢先、ハオが魔力を迸ほとばしらせ、兵士たちに向かって魔法を放った。

『うわああっっ!!』

　魔法が兵士たちに着弾する瞬間、俺は兵士とハオの間に立ち魔力障壁を全力で展開させた。

　ま、間に合った！

「下がってください！　足手まといだ!!」

　俺は、ハオの攻撃を防ぎながらへたり込んでいる兵士にそう言うが、兵士は『あ……あ……』と言うだけで全く動こうとしない。

　ちっ！　言葉が通じてない！

「リーファンさん!!」

「はっ!?　『お、おい！　撤退しろ!!　殿下たちの邪魔だ！』」

　俺の意図を察してくれたリーファンさんが通訳してくれた。

　すると、先ほどまで恐怖で固まっていた兵士たちが我先にと逃げ出した。

　兵士としてはどうかと思うけど、無駄死にを防げたという点では上出来だろう。

「将軍。悪いが、ここからは手出しさせてもらうぞ？　いいな」

　オーグの言った言葉をリーファンさんが通訳すると、将軍は苦渋に満ちた顔をした。

『し、しかし……我が国の問題を他国の王おう太たい子し殿下に任せるのは……』

「そんなことを言っている場合か？　それに、魔人討とう伐ばつに関しては、我らの方に一日の長がある。今更後おくれを取ったりしないさ」

　さらにそう言うと、将軍は難しい顔をしていたが、ようやく諦めてくれたようだ。

『……分かりました。それでは、お任せ致します』

「任された」

　オーグと将軍のやり取りが終わったころ、ようやくハオの魔法が止んだ。

『う……？　おぇえああああ？』

　放った魔法で誰も死んでいないことが不思議だったんだろう。

　ハオは首を傾かしげてから呻うめき声ごえを出した。

「こいつ……理性が残ってないな」

　このハオの姿は、昔爺さんから聞いた魔人の様子によく似ている。

　理性が残っておらず、意味不明な呻き声をあげるだけの存在。

　今まで戦ってきた魔人は、カートは半分くらいだったが皆理性が残っていたから、今のこの姿が異様に見える。

　本来の魔人って、こういう存在なのか……。

『いいいいああぁぁあああっっ!!』

　人の姿をしながら禍々しい魔力を垂れ流し、理性のかけらも残っていない意味不明な言葉を発する。

　強さで言えば、理性のある魔人が圧倒的に強いけれど、なんというか……。

「う……人の姿をしてるけど、存在が完全に魔物だからこっちの方が異様に感じるわね……」

　そう、マリアの言う通り、なまじ人の姿をしているだけに、この魔人の方が根源的な恐怖を感じる。

　理性ある魔人は、目と魔力以外は人と変わりなかったからそんなことは感じなかった。

　けど、今目の前にいる魔人は、人の形をしているけど人としての言動はしていない。

　そのことに、強烈な違和感があるんだろうな。

『ぐうおおああっっ!!』

「ちっ！」

　初めて理性を失った魔人を見て戸惑いを感じている隙に、ハオが再度魔法を放ってきた。

　障壁を破られるほどじゃないけど、なんとかしないと！

「オーグ！　こいつどうする!?　倒していいのか!?」

「将軍！　ああなってしまっては、もう人間に戻すことはできない。やってしまって構わんか？」

　魔人化したとはいえ、一応他国の人間だし、裁判を受ける前だ。

　俺の手で始末していいのかどうか判断に迷っていると、オーグが将軍に問い質してくれた。

『咎人は討伐するのが習わしだ！　仕留めてくれて構わん!!』

　将軍からのお墨付きが出た。

　とはいえ、ここは皇帝の住まいの中庭。

　魔人を倒すだけの魔法は使えない。

　なら！

「はああああっっ!!」

　異空間収納からバイブレーションソードを取り出し、魔法を放ち終わったハオに向けて突進。

　ハオが次の魔法を放つ前に、袈け裟さ切ぎりに切って捨てた。

『ご……あ……』

　斜めに剣を一いつ閃せんすると、ハオの身体が斜めにズレた。

　そして……。

　ドシャッという音と共に、ハオはその場に崩れ落ちた。

『お……あ……』

　首を切り落としたわけじゃないからしばらく生きていたけど、やがて動かなくなり、ハオは完全に絶命した。

「ふう……」

　シュトロームやゼスト、ローレンスたちに比べて、全然弱かったとはいえ、今回の魔人は精神的にクる感じの奴だったな。

　自分たちと同じ形をしていても、中身が全くの別物になるとこんなに気持ちが悪いものなのか。

　俺は、改めて人間が魔人になってしまうことの恐ろしさを感じた。

　そうして俺が切ったハオを見下ろしていると、オーグたちが近くに寄ってきた。

「ふむ。今回はちゃんと適切な方法を取ったのだな。どうした？」

　開口一番、そんな失礼なことを言ってきた。

「お前な……ここは皇帝の居城だろ？　そんな場所で大魔法なんかブッ放せるわけねえだろ！」

　一体俺のことをなんだと思っているんだ。

　状況に合わせた戦闘くらいできるわ！

「……クルトの麦畑」

「……」

　オーグの放った一言に、俺は何も言い返せなかった。

　い、いや……あれは、シシリーが狙われたからキレてしまったというか、なんというか……。

「ちゃ、ちゃんと反省して活かせてるだろ……？」

　俺が恐る恐るそう言うと、オーグはフッと鼻で笑った。

「そんなことは当たり前だ。その当たり前ができないから、いつまで経っても常識が身についたとみなせないんだよ」

「ぐうぅ……」

　ぐうの音は出た。

　ただ、なにも言い返せない！

「さて、とりあえずこれで一連の騒動は終結だな。なら次は……」

　オーグはそう言うと、将軍を見て言った。

「咎人とはなんなのか。その辺りを教えてもらうとしようか」

　魔人化したハオを討伐した俺たちは、将軍の前に来ていた。

　さっきの発言の意味を聞くためだ。

　将軍の近くには、さっき避難させたシャオリンさんと、それを手伝ったシシリーもいる。

「将軍、さっき魔人のことを咎人と言っていたな？　あれはどういう意味だ？」

　オーグがそう聞くと、将軍はシャオリンさんとリーファンさんを見て言った。

『君たちは、咎人についてなにか聞いたことはあるかね？』

　問いかけられたシャオリンさんとリーファンさんは首を横に振った。

「将軍はなんて？」

「咎人について聞いたことはあるかって、そう聞かれました」

　それで首を横に振ってたのか。

　聞いたことないって言ってたもんな。

　そんなシャオリンさんとリーファンさんの反応を見た将軍は、少し黙ったあと口を開いた。

『これは極秘事項なので他た言ごん無む用ようだ。殿下たちも同様にお願いします』

「ああ、分かっている」

『さて、そこの二人は知っていると思うが、殿下たちは魔法が使えない者を使えるようにする方法というのは知っていますか？』

「ああ、聞いた。魔石を摂取するのだろう？」

『その通りです。では、それが禁忌とされている理由も？』

「魔石を摂取した人間は魔力が不安定になり、やがて死に至るからだと聞いたが」

　オーグが答えると、将軍は少し視線を落とした。

『そうです。それがこの国で広く知られている、魔石を摂取してはならないという禁忌の理由です』

　ん？　なんか、今の言葉に違和感が……。

　なんだろうと考えていると、オーグが先に違和感の正体に気付いた。

「広く知られている……か。ということは、もしかして本当は別の理由があるのか？」

　ああ、それだ。

　違和感の理由が分かってスッキリした。

『さすがですね殿下。その通り、魔石を摂取してはならないという禁忌の理由は本当は少し違うのです』

「少し？」

『ええ。概おおむね同じです。ですが……』

　将軍はそこで言葉を切ると、俺たちの顔を見渡した。

『魔石を摂取したからといって、死ぬわけではないのです』

「「「え？」」」

　ちょっと待って。

　え、魔石を摂取したら死ぬからやっちゃいけないんだろ？

　それが違うって、どういうことだ？

『ど、どういうことですか？　私たちは、昔から嘘を教えられていたということでしょうか？』

　シャオリンさんが思わずといった形で将軍に質問した。

　ちなみにシャオリンさんの言葉は、リーファンさんが通訳してくれた。

　その質問を受けた将軍は、シャオリンさんから視線を逸らしながら話を続けた。

『完全な嘘というわけではないのだ。現に、今まで魔石を摂取したものは例外なく死んでいる。すぐの者もいれば、時間を置いてからという者もいるがな。だが、長生きした者はおらん』

　例外なく死んでいる、長生きはできない。

　ってことは、結局死んでるんだよな。

　それのどこに違いが……。

　いや、ちょっと待てよ？

　確か、魔石を摂取すると魔力が不安定になるんだよな。

　さっき倒したハオは、魔石を摂取したことで魔法が使えるようになったけど、魔力が不安定になり、さらに精神的に追い詰められたことで魔人になった。

　そして、すぐ討伐され……。

「あ」

　思わず声を出してしまったら、将軍に視線を向けられた。

『気付いたか？』

「はい。魔石を摂取したものは、例外なく死んでいる。けど事実はちょっと違う。それってつまり、死因は魔石の摂取じゃなくて……」

『そうだ。魔石を摂取したものは魔物化しやすい……いや、今までの記録からすると、間違いなく魔物化する。となると』

「死因は……討伐という名の殺害ですか」

『そういうことだ』

　俺は、魔石を摂取した者は死に至るという言葉から、毒物のようなものだと思っていた。

　実際シャオリンさんや、他の人たちもそう思っているはずだ。

　だから、魔石を磨り潰して加工する呪符の製作工場では厳重な管理をしている。

　けど、本当はそうじゃなかった。

　魔石を摂取した者は、例外なく魔人化してしまい、討伐されたために死んでいたんだ。

「そ、そんなことが……」

　初めてその話を聞いたシャオリンさんも、ショックを隠し切れていない。

　それほど衝撃的な話だった。

　なるほどな……。

　これは話せないのも分かるわ。

　将軍が他言無用と言った意味が理解できた。

　けど……そうなるともう一つ疑問が出てくる。

　将軍の話では、過去に何度も魔石を摂取し魔人化した人間がいるはずだ。

　それがすぐに討伐されている？

　クワンロンの軍事力はそれほど高いものなんだろうか？

　俺がそのことについて考えていると、そもそも真実を秘ひ匿とくすることに疑問を持ったマリアが将軍に質問していた。

「けど、なぜ真実を秘匿する必要があるんですか？　魔石を摂取したら魔物化してしまうと公表した方がインパクトはあると思うんですけど……」

　マリアの他にも同じ意見の人はいたようで「確かに」「その方がもっと抑止力になるんじゃ？」という声が聞こえてくる。

　言葉は分からなくても、雰囲気で納得していないことが分かったのだろう。

　将軍が皆を諭すように話しだした。

『残念ながらそれはできんよ』

「え？　なんでですか？」

　マリアと同じく分かっていなかったアリスが反応した。

『それはな、魔石を摂取したからといって、必ず死ぬわけではないからだ』

　将軍はそう言うと、皆を見渡した。

『魔石を摂取すると魔物化する。その時点では死んでいないだろう？』

「あ、そっか。討伐されるから死んじゃうんだった」

　その説明で、アリスも納得したようだ。

『そういうことだ。討伐されなければ死なないんだよ』

　秘匿する理由がそれだ。

　魔物化しても、討伐されなければ死なない。

　生き延びる可能性があるということだ。

『今まではなんとか討伐できていたが、討ち漏らしたらどうする？　現に今、討ち漏らしかけたところではないか』

「それに、もし相当な恨うらみを持つ者が、自分の身がどうなっても構わないから復讐したいと願ったら、その手段として使われる可能性もあるな」

『まさに殿下の仰おつしやった通りです。過去の記録では、そのような目的のために魔石を摂取した者がいたそうです。だから、魔石を摂取したら必ず死ぬというように流布させたそうです』

「なるほどな。しかし、それを知っていた割には、この度は後手に回ったようだが？」

『言葉もありませんな。ただ、言い訳をさせて頂けるなら、魔石を摂取した者など数十年振りのことだったのです。私も、さすがに経験がありませんから、まさかあのタイミングで魔物化するとは思いもしませんでした』

　それを聞いたオーグは、少し自じ嘲ちよう気味に笑った。

「すまない、意地の悪い言い方をしたな。そういえば、私たちも初めて魔人と相対したときはなにもできなかった。我が国では、魔人は恐ろしい存在だと子供のときから聞かされていたにもかかわらずだ。結局、シンが対処してくれていなければ、我々はここにいなかったかもしれん」

『そうだったのですね。それにしても、シン殿には驚かされました。まさか咎人をああも簡単に討伐するとは夢にも思わなかった』

　オーグと将軍が、俺の方を見ながらそう言った。

　ちょっと、急に褒ほめられると照れるじゃないか。

「いや、まあ、俺たちは今まで理性が残ったままの魔人を相手にしてきましたからね。今更理性を失くした魔人とか、脅きよう威いには思わなくなっただけですよ」

『そうか。その歳で随分な修羅場をくぐり抜けてきたのだな』

「まあ、それなりですよ」

『そう謙けん遜そんするな。それにしても、ハオの敗因は殿下やシン殿たちの実力を量はかれなかったということだろうな』

　将軍は、俺たちが話している後ろで作業していた兵士たちに回収されていくハオの遺体に目を向けながらそう言った。

「そうなると尚更疑問だな。なぜ魔人のことを『咎人』と言うのだ？　魔物化した人間なのだから魔人だろう？」

　オーグがそう聞くと、将軍は不思議そうな顔になった。

『なぜって……禁を犯して魔石を摂取し魔物化した人間なのですから、罪を犯した者……咎人と呼ぶものでは？』

　そう言う将軍を見て、俺はあることに気付いた。

「えっと、ひょっとして、魔石を摂取して魔人化した以外に魔人になった人はいないんですか？」

『いるわけないだろう。咎人になるのは、例外なく魔石を摂取した人間だけだよ』

「そういうことか……」

　これで、さっきの疑問も解消されたな。

　クワンロンで魔物化した人間は、咎人だけなんだ。

　俺たちの知る魔人は、魔石の摂取ではなく、これはまだ仮説の段階だけど高位の魔法使いが強い恨みや憎しみによって魔力を暴走させて魔人化したもの。

　だから、過去にじいちゃんと婆ちゃんが討伐した魔人は国を滅ぼしかけるほどだったし、シュトロームは魔人の軍勢を作り上げて国どころか世界を滅ぼそうとした。

　それに比べて、クワンロンでは元々魔法が使えない人間が魔石を摂取したことで魔力が不安定になり、なにかをきっかけにして魔人化している。

　元の実力が低いんだ。

　俺たちが相手にした魔人よりも、魔石を摂取して魔人になった者は実力的に相当劣る。

　だから、討伐できたんだな。

「ありがとうございます。色々と納得できました」

『ああ、だが、さっきも言ったが他言無用で頼む。お前たちもだぞ』

『分かっています』

　将軍は、俺たちにはお願いをする態度で言ってきたけど、シャオリンさんたちには高圧的に言った。

　やっぱり、他国の人間と自国の人間とじゃ態度が違うな。

　二人とも、すっかり委縮してしまっている。

『それで、お聞きになりたいことは以上ですかな？』

「ああ、時間を取らせて済まなかったな」

『いえ、それでは、私はこの件の事後処理がありますからこれで失礼します』

　将軍はオーグに一礼すると、忙しなく動いている兵士たちのもとへと向かっていった。

　それを見送った俺たちは、誰からともなく溜め息を吐いた。

「それにしても、凄い話を聞いたな……」

「そうだな。さすがのシンも、このことは知らなかったか」

「当たり前だろ。そもそも、魔石自体学院で貰うまで存在すら知らなかったんだから」

「それもそうか。まあ、皆は魔人の脅威を誰よりも知っているだろうから他言はせんと思うが、うっかり話したりするなよ？　特にヒューズ」

　オーグは、皆の中でもリンに向けてそう言った。

「殿下、それは非道いです。さすがに私もこれが喋しやべっちゃいけないことだというのは分かります。それに、なんで私だけ？　アリスにも注意を」

「ちょっ！　リン、それは非道くない!?」

「ヒューズ、お前は魔法学術院に出入りしているだろう。魔法について話し合うことも多いのではないか？」

「確かに、よく議論になります」

「その中には、魔法の素質のない者が魔法を使えるようになるにはどうすればいいかという議論はないのか？」

「よくします。今回のこれは大発見……あ」

　あー、これ、俺がオーグによくやられるヤツだ。

　案の定、オーグはプルプルと震え出した。

「その考えを改めろと言っているのだ!!　いいか？　絶対に喋るんじゃないぞ!?　むしろ忘れろ!!」

「それは無理です。脳にこびりつきました」

「なら、私が忘れさせてやろうか？」

　オーグは、怒りの表情のまま笑みを浮かべて両手に雷を纏わせた。

　こわ……。

「忘れました。もう思い出しません！」

　さすがにリンもビビったのか、直立不動で敬礼しながら、必死に忘れたとアピールしていた。

　そのリンの態度を見て、オーグは両手に纏わせていた魔力を霧む散さんさせた。

「まったく……とりあえず、これでハオの件は終了だ。あとは、交渉再開の時期についてクワンロン側からの連絡を待つとしよう。帰るぞ」

　オーグはそう言うと、悠皇殿の出口へと歩いていった。

　ハオという最大の障害がなくなったから、あとはスムーズにいくといいな。

　そんな話をしながら、俺たちは歩いてミン家に帰るのだった。




　翌日、あるものが空から降ってきたと一部の地域で騒ぎが起きたのだが、なぜそんなことが起きたのか真相は分からず、クワンロン首都イーロンで起きた不可思議事件として、永く語り継がれることになったのだった。
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　ハオが魔人化し、悠ゆう皇こう殿でんを襲しゆう撃げきした日から数日。

　俺たちはクワンロン政府からの連絡が来るまでミン家でのんびりと過ごすことになった。

　ひょっとしたら、ハオを信しん奉ぽうする残存勢力が残っているかもとしばらくは警戒していたが、ミン家を襲撃するどころか監視する人間すら現れなかった。

　ミン家では、回復したスイランさんが悠皇殿へと何度か召喚され、竜狩り及び竜革取引禁止法の撤てつ廃ぱいについて意見を求められた。

　そのときの様子を教えてもらったのだが、皆が積極的に法案の撤廃に向けて動いていたと言っていた。

　それだけでなく、ハオの私欲のために立案された法案で廃業を余よ儀ぎなくされた元竜革業者に対して、ハオから没収した私財を使って保証する案まで出たとのこと。

　それも問題なく可決されるだろうとのことだった。

　ハオって、よっぽど皆に嫌われてたんだな。

　まるでハオの痕こん跡せきを消そうとしているようにも感じた。

　まあ、最終的には皇帝の殺害まで企たくらんでいたからな。

　今後ハオの名前は、天下の大罪人として語り継がれることだろう。

　まさに、自業自得の見本だな。

　スイランさんの話も含めて、ようやく安心できる状況が確認できたので、俺たちは初めてイーロンを散策できるようになった。

「コッチ、デス」

　この日は、スイランさんの案内で俺とシシリー、そしてまた連れて来ていたシルバー、そして通訳のシャオリンさんの四人で首都を散策していた。

『こっちに子供服も売ってる店があるんです』

「クワンロンの服って西方世界では珍しいからな。楽しみだ」

「ふふ、そうですね」

「う？」

　ということで、俺たちは今服飾店を目指している。

　これは、シルバーを大変可愛がってくれているスイランさんが、是非シルバーにクワンロンの服を着せてみたいと提案してきたことが切きっ掛かけだった。

　クワンロンの服は、少し感じは違うけど中華風の服。

　その子供服をシルバーが着る……。

　絶対可愛いじゃん！

　と、俺もシシリーも二つ返事でスイランさんの提案を受け入れたのだった。

『ふふ、きっとシルバー君に似合いますよ』

「きゃあい！」

　スイランさんは、俺たちを先導しつつも時折シルバーを構ってくれる。

　よっぽど子供が好きなんだな。

　シルバーもその雰囲気が分かるのか、スイランさんにはシャオリンさんよりも大だい分ぶ懐なついている。

「それにしても、シルバー君を構っている姉は別人みたいです」

　シャオリンさんは、シルバーを構っているスイランさんを見て複雑そうな顔をしている。

「そうなの？　俺たちはああいうスイランさんしか知らないからなあ」

「仕事中とか別人ですよ？　常に気を張ってピリピリしてます。仕事中の姉のそばにいると、緊張で胃を悪くする人間が続出するんです」

「そ、そんなに怖いの？」

「いえ、怖いというか……厳しいんですよ。でも間違ったことは言っていませんし、姉自身が仕事のできる人間ですからね。誰も文句が言えないんですよ」

「へえ、そういえば、この前『女だてらに商会の会かい頭とうをしていると』って言ってたけど、女性の会頭って珍しいの？」

「そうですね。いなくはありませんけどごく少数です。そんな世界で生きている人なので、弱味を見せちゃいけないと必死なんだと思います」

　そっか、俺の周りは強い女の人が多かったけど、クワンロンではまだ女性の社会進出とか厳しい目で見られているのかもしれないな。

「だからこそ……ですかね。姉は私生活では母になることを強く望んでいる気がします」

「なるほどな。それで心のバランスを取っているのかもね」

「とはいえ……姉に子供が出来たら絶対厳しくすると思ってたんですけど、この様子を見るとデレデレになって甘やかしそうですね……」

「あはは……」

　俺もついシルバーのことを甘やかしちゃうからなあ。

　その件についてはなにも言えん。

『着きました、ここです』

　シャオリンさんとそんな話をしながら歩いていると、いつの間にか目的地に到着していた。

　そこは、さすがに大きな商会の会頭が利用しているだけあって、高級感溢れるお店だった。

「えっと……ここって高いんじゃ？　いいんですか？」

　イーロンを散策していると言ったが、為替かわせレートがまだ確定していないため、俺たちはクワンロンのお金を持っていない。

　今回はスイランさんの要望であるので、買い物は全てスイランさんの奢りだ。

　なので、奢ってもらう身としてはあんまり高級なものはちょっと気が引けてしまうんだけど……。

『問題ありませんよ。シン殿たちはあの悪法を撤廃する切っ掛けを作ってくださいました。それによって私どもが得られる利益は計はかり知しれません。それに比べたらこれくらいの出費、どうということもありません。ですから、シン殿や天てん女によ様さまも、気に入った服があれば購入してくださいね』

「そう、ですか。では、お言葉に甘えますね」

「すいませんスイランさん。ありがとうございます」

「あう」

　それでも申し訳なく思い、シシリーと一緒にスイランさんに頭を下げてお礼をすると、それを見ていたシルバーも一緒に頭を下げた。

　それは途と轍てつもなく可愛い光景で、俺たちだけでなくスイランさんのハートも撃ち抜いてしまったようだ。

『くううっ！　可愛い!!』

「にゃふ？」

　急にスイランさんに頭を撫なでられて驚いた様子のシルバーだったが、すぐに褒ほめられているのだと分かったのか楽し気に笑い出した。

『さあ！　シルバー君に似合う服を、おばちゃんが見み繕つくろってあげるわよ！　天女様、付いてきてください！』

「あ、あの！　公衆の面前でその呼び方は止めてください！」

　シシリーは、さっさと歩いていくスイランさんのあとを慌あわてて追いかけていった。

「あれ？　ひょっとして今、スイランさんシシリーのこと天女様って呼びました？」

「ええ、呼びましたね。なのでシシリー殿がその呼び方は止めてって言ってました」

「シャオリンさん、通訳してませんよね？」

　俺がそう言うと、シャオリンさんは苦笑を浮かべた。

「シシリー殿がどんなに止めてと言っても、姉は天女様呼びを止めませんでしたからね。その単語だけ覚えたんでしょう」

「そういうことですか」

「では、私も二人のところに行きますね。シン殿はどうしますか？」

「そうだな……」

　これから女性三人で買い物か。

　できれば交じりたくないな……。

「俺は店内を適当に見回ってるよ。服飾店だし、言葉が通じなくても問題ないでしょ」

「そうですか。それでは失礼します」

　シャオリンさんはそう言うと、シシリーとスイランさんのもとへと向かっていった。

「さてと、それじゃあプラプラと見て回りますか」

　早速俺は、初めて来たクワンロンの服飾店を物色し始めた。

　この店は、服だけではなく装飾品なんかも売っているみたいだ。

　ザッと店内を見て回った感想としては、やっぱりどこか昔の中国のような印象を受ける。

　服もそうだけど、装飾品なんかもアールスハイドとは趣おもむきの違う装飾が施ほどこされている。

　こういうデザインは今までなかったから、アールスハイドを始めとした西方世界で売れそうだな。

　逆に、西方世界の装飾品もこちらの世界では見慣れないだろうから売れそうだ。

　現に今も、俺やシシリーを店員さんたちがチラチラ見ている。

　あれは見慣れない客を見ているというより、俺たちの服を見てるんだろう。

　その視線には、人を怪しんでいるという気配がない。

　これは、クワンロンにとってもいい交易になるのではないだろうか？

　西方世界では、複数の国が競ってクワンロンと交こう易えきをするが、東方世界はクワンロン一国だ。

　複数の国で収益を分割することになる西方世界とは違い、東方世界はクワンロンに収益が全て集まる。

　特に竜の革は絶対に売れる。

　俺の目の前にある竜の革を使ったジャケット、メッチャ格好いいもん。

　牛や羊の革を使った服は西方世界にもあるが、竜の革を使ったものは手触りからして違う。

　結構固い。

　まるで革の鎧みたいだ。

　けど、関節部分はうまく加工して動きを阻そ害がいしないようにしてあるらしく、着心地が悪い感じはしなかった。

「カッケー……これ、いくらくらいするんだろ？」

　そう思って値札を見てみる。

　数字は東方世界でも同じ文字が使われているらしく俺にも読めたが、クワンロンの通貨単位で書かれているため、これが西方世界だとどれくらいするのか分からない。

　まあ、間違いなく超高級品なんだろうな。

　さすがにそんな高いものを買ってもらうわけにはいかない。

　俺は諦めて竜革製品の棚から移動した。

　再度店内を見て回っていると、ある服を売っている区画に辿り着いた。

　こ、これは……。

　俺は、その区画に置いてある服を真剣な顔で吟ぎん味みし始めた。

　そして、これだ！　と思う服を見つけたときだった。

「シンくーん！」

　シシリーから声をかけられた。

　その手にはシルバーを抱いていない。

「どうした……って、おお……」

　恐らく服選びが終わったんだろうと思って近付くと、シシリーの足元には拳法着みたいな服を着ているシルバーがいた。

「か、かわ……」

「ね！　可愛いですよね！」

「ああ……滅茶苦茶可愛い……」

　ダボッとした服が、まだよちよち歩きのシルバーにメッチャ似合ってる。

　俺は、着慣れない服を着ているせいかちょっと不思議そうな顔をしているシルバーの前に跪ひざまずき、両手の手のひらをシルバーに向けて差し出した。

「ほらシルバー。あちょー」

「う？　にひ！　あちょー!!」

　最初は首を傾かしげていたシルバーだったが、すぐに意図を察し俺の手のひらにパンチを繰り出してきた。

「『『か、かわいい!!』』」

　子供用の拳法着を着てパンチを繰り出すシルバーを見て、女性陣はメロメロになっている。

　そうだろう、シルバーの可愛さに敵う奴などいないのだ。

『これは決まりね！　じゃあ次よ！』

「ええ!?　まだ買って頂けるんですか？」

『当然です！　こんなに可愛いシルバー君を見られるなんて……これは私へのご褒ほう美びよ!!』

　スイランさんはそう言うと、すぐに次の服を探しに行ってしまった。

「はぁ……ちょっと前まで病気で寝込んでいたのに、もの凄くパワフルですね」

　またしてもシシリーを連れて行ってしまったのでシャオリンさんと二人取り残された。

「あはは……確かに病気療養していましたが、そのお陰で仕事での疲れが全て取れてしまったようです。病気も完治したので、今はパワーがあり余っている感じですね」

「そういうことですか」

「ええ。ところでシン殿は、なにか気になるものはありましたか？」

「そうですね……実は……」

　シャオリンさんにそう聞かれて、俺はさっき目を付けていた服のことを話した。

　ちなみに、超高級品であろう竜革のジャケットのことは言っていない。

　言ったら買ってしまいそうだもの。

　さすがにこれは買ってもらうわけにはいかない。

　あれは、クワンロンとの為替レートが確定してから自分で買おう。

　そう心に決めた。

　ちなみに、俺が気になったと言った服は買ってもらえることになった。

　もっと高い服でもいいんですよ？　と言っていたが、あれでも随ずい分ぶん高級品だと思う。

　触った感じ、多分絹が使われてると思う。

　それを事もなげに購入してしまうとか、シャオリンさんって名家のお嬢様なんだと改めて思った。

　その後も、スイランさんによるシルバーの服選びは続き、シルバーが疲れて舟をこぎ出したところで終了となった。

「すみませんスイランさん。こんなに沢山……」

　シシリーは、俺たちだけでは持ちきれなくて店側が用意してくれた荷車に満載された荷物を見て申し訳なさそうに言った。

『気になさらないでください。さっきも言いましたが、私にとってもご褒美みたいなものですから』

「そうですか。ありがとうございます」

『ふふ、それにしても、眠ってるシルバー君も可愛いです』

「んにゅ……」

　スイランさんが微笑みながらシルバーの頭を撫でると、すでに俺の腕の中で眠っているシルバーはむにゃむにゃと口を動かした。

　ちなみに、シルバーの服は最初に買った拳法着を着ている。

　そのまま着て帰ってくれればお店の宣伝になるからと、お店側から依頼された。

　もちろん、可愛いので即決で了承したよ。

『はあ……私も早く子供が欲しいです……』

「もう身体も良くなりましたし、すぐにできますよ」

『そうですね……重ね重ねありがとうございました。天女様やシン殿は、私の……いえ、私たちの大恩人ですわ。今後、なにかありましたらなんでも頼ってくださいね』

「はい。ありがとうございます」

　そんな話をしながら俺たちは帰路についた。

　ちなみに、なぜ異空間収納に荷物を入れていないのかというと、これもお店側からの依頼だ。

　服を入れている袋には、お店の名前が書かれている。

　その袋を大量に見せつけて、更にシルバーはこの店の服を着ている。

　この上ない宣伝になるとのことだった。

　それを了承したのは、受けてくれれば割引すると言われたから。

　こんなことでスイランさんたちの負担が少しでも軽くなるならと、了承したのだ。

　そうしてまたフラフラと街を歩き回り、俺たちはミン家に戻ってきた。

「ふう、ちょっと疲れたな」

　ずっと寝ているシルバーを抱っこしていたからな。

　体力的には大したことないけど、シルバーを起こさないように気を遣ったので精神的に疲れてしまった。

「ありがとうございますシン君、シルバー預かりますね」

　シシリーはそう言うと、俺からシルバーを受け取り、リビングのソファーに寝かせた。

　部屋に連れて行って布団に寝かせてもいいんだけど、起きたときに誰かいないと泣いちゃうからな。

　そうしてシルバーを寝かしつけると、二人してソファーに座ってホッと息を吐いた。

　そのタイミングが全く同じだったので、俺たちは思わず顔を見合わせて笑ってしまった。

「今日は大変でしたけど、楽しかったです」

「そうだな。そういえば、何着かシルバーの服で見てないやつがあるけど、それも可愛かったの？」

「ええ、とっても可愛かったです。シン君も、きっと気に入りますよ」

「そっか、それは見るのが楽しみだ」

　そんな風に、二人で穏おだやかな時間を過ごした。

　しばらくその時間を満まん喫きつしていると、ふとシシリーが訊たずねてきた。

「そういえば、シン君はなにか買わなかったんですか？」

　あ、そうだ。

「実は、俺のじゃなくてシシリーの服を買ったんだった」

　そう、あのとき俺が気になったのは女性用の服。

　それが絶対シシリーに似合うと思ったから、シャオリンさんに買ってもらったんだ。

「え？　私の、ですか？」

「そう。えっと……あ、これだ」

　俺は、ミン家に着いてから異空間収納に収納した袋の中から、シシリーの服が入っている袋を取り出した。

「はい、これ」

「わあ……見てみてもいいですか？」

「いいよ」

　俺がそう言うと、シシリーは袋から服を取り出した。

「わあ、綺き麗れいな青色……」

「シシリーには、青が似合うと思ったから」

「それに、手触りがとってもいいです」

「多分高級品なんだろうな。それをポンと買ってくれるなんて、ミン家ってやっぱりお金持ちなんだな」

「そうですね。あの、これ着てみてもいいですか？」

「もちろん！」

「じゃあ、ちょっと着替えてきますね」

　シシリーはそう言うと、服を持って嬉しそうに俺たちに宛あてがわれている部屋に向かった。

　そうしてしばらく待っていたのだが、一向にシシリーがやってこない。

　どうしたんだろうとリビングの入り口に視線をやると、そこにシシリーがいた。

　なぜか、真っ赤になった顔だけ出してこちらを見ている。

「……なにしてるの？」

　俺がそう訊ねると、シシリーは恥ずかしそうにもじもじしながら言った。

「あ、あの……こ、これでいいんでしょうか……」

　シシリーはそう言うと顔だけでなく全身を見せてくれた。

「おお……」

　そこにいたのは、青いチャイナドレス風の服を着たシシリーだった。

「ど、どうでしょうか？」

「凄い……やっぱり似合ってる。綺麗だ……」

「えぅ……あ、ありがとうございます。でも、あの……」

「ん？」

　俺が褒めると、シシリーは恥ずかしそうにしながらも嬉しそうに返事をしてくれた。

　でも、やっぱり恥ずかしそうだ。

「あの……この服、なんでこんなに上まで切れ込みが……」

　シシリーがしきりに太ももの辺りを気にしていたので目をやると、そこには深く足の付け根付近までスリットが入っていた。

「……あ」

　チャ、チャイナドレスのスリットって、膝上くらいまでなのかと思ってた！

　ま、まさかこんなに上の方までスリットが入ってたなんて……。

「は、恥ずかしいです……」

　そう言ってもじもじするシシリー。

「……」

　改めてシシリーの格好を見てみる。

　シシリーの身体のラインが綺麗に出ていて、予想外に深かったスリットが色っぽさも醸し出している。

　その姿をもう一度よく見た俺は、シシリーの手を取った。

「え？　あの？　シン君？」

　その後、シルバーが起きたとき、俺たちが近くにいなかったことで泣なき喚わめく声が屋敷中に響いたのだった。




　それからさらに数日が経過したとき、悠皇殿から使いがあった。

　準備が整ったので、交渉を再開したいという連絡だった。

「ようやくですか。待ちくたびれましたわ」

　ナバルさんはそう言うと、ホッとした顔をした。

「待ちくたびれたと言うが、ナバル外交官は待機中色々と活動していたではないか。そちらはもういいのか？」

「色々いうても、要は市場調査ですからねえ。なにを売ってるのか、どういったものに需要があるのか、散策のついでに調べとっただけで、大した労力でもありませんわ」

「ふむ、まあ、そういうことにしておこう」

「いや、そんな含みを持たせる言い方されてもホンマになんもあらしませんわな」

　オーグは、ナバルさんがいかにも何かを企んでいるという風に言っているけど、言われたナバルさんは呆あきれ顔だ。

　そもそも外国だしな、ここ。

　通訳を介さないと会話もできないんだから、何かを企むことなんてできはしないと思うよ。




　そうして連絡を受けた翌日、俺たちは改めて悠皇殿へと赴いた。

　以前と同じ会議室に通されると、そこには、今まで見たことのない官僚の人たちが複数人座っていた。

　ここにいるのは、恐らく色んな部署の偉い人だと思う。

　話し合う内容は、交易だけでなく為替とか、大使館や領事館の設置とか、お互いの国への不可侵条約とか色々ある。

　そのためには各部署の人がいる方が話は通じやすい。

　前回、官僚はハオ一人で他はすべて補佐だった。

　よっぽど功績を独り占めしたかったんだな。

　官僚たちに嫌われて当然だわ。

　こうして始まった交渉は、実にスムーズに進んだ。

　前回問題になったのは竜の革の取引に関することだけであって、他のことは概おおむね合意を得られていたし、そのときの議事録も残っていたから、各部署の官僚に確認をとるだけで終わってしまった。

　竜の革の取引も、例の法案が撤廃されたことでなんの問題もなくなった。

　ただし、竜の討とう伐ばつに関しては免許が必要なので、勝手にクワンロンに来て竜を狩ると密漁になるので注意してほしいと言われた。

　俺たち、免許を持たずに竜を討伐したけど大丈夫なのかと思ったが、今回は緊急措置ということでその件については不問にしてくれるそうだ。

　こうして、クワンロンと、アールスハイド、エルスとの国交が樹立した。

　西方世界の残りの国に関しては、後日また改めて会合をするとのこと。

　これにて、俺たちアルティメット・マジシャンズの組織としての初めての仕事は完了した。

　……と思っていたんだけど。

「そしたら、あとは正式な書類を作成して、調印するだけですな」

『書類の作成には数日を要します。お互いの国の言葉で書かないといけませんから、齟齬がないよう慎重に作成しないと』

「そうですな。そしたら、その間また待機ですかな？」

『そうなります。なので、もうしばらく滞在して頂きたいのですがよろしいですか？』

「構へんよ。そしたら、またミン家に連絡してきてください」

『承知しました』

　そっか……俺たちの仕事って、スイランさんの治療もだけど、ナバルさんたちの護衛も含まれていたんだった。

　ということは、もうしばらくクワンロンに滞在か。

　終わったと思ったのに……。

「さて、そしたらミン家に戻って、こっちの交渉も始めましょか」

「そうだな。交易に関する取り決めが成される前に交渉してしまうと軋あつ轢れきを生むかもしれんから控えていたが、我々にとってはこちらこそが重要だな」

　ああ、そうだった。

　スイランさんと魔石の交易について独占契約を結ぶ約束をしていたんだった。

　それにしても、情報を手に入れているかどうかで交渉ってこうも変わるんだな。

　二人とも、交易に関する取り決めの際に、魔石に関する情報は一切話さなかった。

　その結果、西方世界にとって最重要と思われる魔石の交易について、関税などは一切かからないことになってしまった。

　まあ、今後どうなるかは分からないけどね。

　とりあえず、魔石に関しては西方世界有利で始まったわけだ。

　こうして、また数日クワンロンに滞在することになったのだが、今度こそ俺たちはやることがなくなってしまった。

　恐らくシャオリンさんは書類作成のために悠皇殿に呼ばれるだろうし、そうなるとスイランさんとの魔石の交渉の際の通訳はリーファンさんになる。

　逆かもしれないけど。

　どっちにしても、通訳が二人とも側にいないとなると、迂う闊かつに街を散策することもできない。

　お金もない。

「明日からどうしよう……」

　どうやって時間を潰そうかと考えていると、意外なところから提案があった。

「ちょっといいですか？　殿下」

「なんだフレイド」

「殿下やナバルさんたちがスイランさんと交渉している間、僕たちは遺跡に行ってみてもいいですか？」

　お？

「遺跡？」

「はい。ここに来るときに、飛ひ行こう艇ていで話しましたけど、前文明とかの不思議な話が結構好きなんですよ」

「そういえば、そんなことを言っていたな」

「それでですね、今まではゴシップの類たぐいだと思われていた前文明が本当にあったとなると、調べてみたくてしょうがないんですよ」

「そういうことか……」

　それって、俺がシャオリンさんに頼んでみようと思ってたやつだ。

　でも、俺が遺跡を調べたいっていうと、変な目で見られそうだから、どう切り出していいか分からなかったんだよな。

　トニーからの提案なら、シャオリンさんも不ふ審しんな目では見ないだろう。

　ナイスだ、トニー！

「シャオリン殿、遺跡に入るのに何か許可など必要なのか？」

「いえ、入ること自体に許可は必要ありません。ですが、ハオの件で話したと思いますが、もし武器が出てきた場合は国に申告する義務があります。なので、調査員の同行が必要になります」

「ハオのときは？」

「あいつは、ああ見えてこの国の官僚のトップでしたから……その辺りを無視したり握り潰したりすることが日にち常じよう茶さ飯はん事じだったというか……」

　死んだあとまで出てくる、ハオのクズっぷり。

　逆に感心するわ。

「その調査員はどこで依頼するんだ？」

「遺跡の入り口に遺跡調査団の詰め所があって、そこに依頼します」

「そういうことか。分かった。ありがとう」

「いえ」

「というわけだ。本来なら私も行きたいところだが、こっちも大事な交渉だからな。迷惑をかけないようにしろよ？」

　オーグがそう言うと、アリスとリンが嬉しそうに答えた。

「分かってますって！」

「問題ない」

「お前らが一番心配なんだが……」

「「非ひ道どい!!」」

　そんなやり取りをして笑っていると、シャオリンさんが話に入ってきた。

「すみません、私も同行していいですか？」

「シャオリン殿も？　しかし、悠皇殿での書類作成はどうする？」

「各部署との連携や確認もあるでしょうし、すぐには完成しないと思います。この国の言葉で書かれた書類が完成しない限り、私に仕事はありません。なので、それまでの間連れて行ってもらえませんか？」

　シャオリンさんがそう言うので、俺は咄とつ嗟さにトニーの顔を見た。

「別に構いませんよ。むしろシャオリンさんが来てくれるんなら、通訳も頼めますしねえ」

「私も大丈夫！」

「問題ない」

　トニーに続いてアリスとリンも同意した。

　言い出しっぺであるトニーが了承した以上、シャオリンさんの同行を拒否する理由はなくなった。

　他の皆の顔も見てみるが、誰も特に異を唱えたりしない。

　結構長い時間一緒にいるしな。

　皆シャオリンさんのことを信用しているみたいだ。

　俺としては、危ない武器を見つけたときはコッソリ付与を削除したかったから、付いてこられるのはどうかと思ったんだけど、他の全員が了承しているのに俺だけ反対したら目立ってしまう。

　仕方なく、俺もシャオリンさんの同行を了承した。

「シャオリンさん、明日からまたよろしくお願いします」

　俺がそう言うと、シャオリンさんはにこやかな表情で言った。

「はい、よろしくお願いします」

　それにしても……。

　本当にヤバイものがあったらどうしよう？

　俺は、オーグとはまた別の問題で頭を悩ませることになったのだった。





　　　　◆






　トニーの提案による遺跡調査が決定したあと、アウグストは自室にトールとユリウスを招き入れていた。

「どうされましたか殿下？」

　普段からアウグストの側近として常に一緒にいるトールであるが、そのためにアウグストの様子がいつもと違うことに気付いた。

　先ほどとは打って変わって、非常に真剣な顔をしていた。

　トールに訊ねられたアウグストは、二人に対してある命令を出した。

「いや、お前たちにある任務をお願いしようと思ってな」

「任務……で御ご座ざるか？」

　同じくアウグストといつも一緒にいるユリウスも、アウグストの言い方に首を傾げた。

「あ、もしかしてシン殿の監視ですか？　もし万が一遺跡を破壊してしまうと、国交樹立後すぐに国際問題になるかもしれませんからね」

「トールはシン殿に対して厳しいで御座るな」

　職人を多く抱える領地を持っているトールにとって、シンという人間は頼もしくも監視していないと気が気でない相手なのである。

　シンが片手間で作ったもので職人たちの仕事が奪われかねないからだ。

　そんなトールの言い分に、ユリウスは思わず苦笑を零こぼした。

「うむ、本来ならそうしたいのは山々なのだが、今回は別件でな」

「別件ですか？」

「シン殿の監視でないとすると……なんで御座ろう？」

　さっきはトールの言い分に苦笑していたユリウスであるが、実は彼も結構非道いことを言っている。

「監視は監視で間違いないさ。ただ、その対象がシンではないというだけだ」

「シン殿でないとすると……シャオリン殿ですか？」

　トールの推理を、アウグストは首肯することで肯定した。

「しかし、ここに来る前に多少のいざこざはありましたが、クワンロンに着いてからのシャオリン殿は特に不審な行動などしていないで御座るが……」

「確かにな。だが、どうにも気になるのだ」

「なにがですか？」

「シャオリン殿がシンを見る目つき、だな」

「シン殿を見る目つき……ですか？」

　アウグストに言われたトールは、これまでのシャオリンの行動を思い出した。

　そういえば、悠皇殿の中庭でハオの所有していた武器を見たとき、シンが付与されている文字を確認していたときのシャオリンの目は非常に厳しいものだった。

「確かに……しかし、敵対しているわけではないと思いますが？」

　あの視線は、本当に知らないのか？　嘘を言っているのではないか？　という疑いの目だった。

　正直トールも、シンが分からないと言うとは思わなかった。

　てっきり、今までのようにあの武器の正体も見抜いてしまうと思ったからだ。

　だが、返ってきた返答は使途不明。

　そのとき、トールはシャオリンと同じことを思った。

　本当は分かったのではないか？　と。

　そして、それは当たっていると確信している。

　なぜなら、ハオがあの武器を起動しようとした際、なぜかシンは起動はしても攻撃はできないことを知っていたからだ。

　とはいえ、トールはシンを問い詰めるつもりはない。

　皆から常識がないと常々言われているシンだが、本当に作っては駄目なもの、世に出してはいけないものはちゃんと分かっている。

　トールがシンにあれこれ言うのは、一応釘を刺すという理由もあるが、そのやり取りを楽しんでいるというのもある。

　そのシンが言わなかったのだ。

　あれは、世に出してはいけないものなんだと、トールは考えていた。

「まあ、概ねお前の考えている通りだろう。シンは知っているのに話さなかった。そのことに不信感を持っているのかもしれん。将軍の魔石摂取に関する告白にも若じやつ干かん嫌けん悪おの表情を見せていたからな。一応将軍から他言無用と圧力を掛けられていたからそれに関して喋しやべることはないと思うが……」

　アウグストがそう言うと、トールは溜め息を吐いた。

「真実が知りたい……というやつですか。言葉としての響きはいいのかもしれませんが、真実を明かさない方がいいこともあるでしょうに」

　呆れたように言うトールに、ユリウスが苦笑を浮かべた。

「トールは捻ひねくれているで御座るな」

　その言葉に、トールは顔を顰しかめる。

「殿下の側に長くいたからですよ」

「おい、なぜそこで私が出てくる？」

　そう抗議してくるアウグストを見て、トールとユリウスはお互いの顔を見合わせた。

「なぜって、殿下は捻くれ者の代表格じゃないですか」

「そうで御座る」

「お、お前ら……」

　二人の言い分に、アウグストが青筋を立ててプルプルしていると、トールから追撃が入った。

「今回自分たちを呼んだのも、シャオリン殿がシン殿に対しておかしな行動を取らないように監視しておけという命令でしょう？　シン殿が心配なら初めからそう言えばいいのに」

「……」

　トールにそう言われたアウグストは、何も言えなくなった。

　図星だったからである。

　その様子を見たユリウスは、笑いながら言った。

「やっぱり、捻くれ者で御座る」

「うるさい！　用はそれだけだ、さっさと行け！」

「かしこまりました」

「了解で御座る」

　アウグストに怒鳴られた二人は、笑いを堪えながらアウグストの部屋を辞じ去きよした。

　あとに残されたアウグストが、まさか自分の考えが見透かされているとは思いもよらず、頭を抱えていたのは言うまでもない。











〈つづく〉
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　アールスハイド王都において、ビーン工房という名を知らない者はあまりいない。

　元々はハンターや兵士向けの武器工房として一部では有名だったが、ここ最近はシン率いるウォルフォード商会の商品開発と生産を一手に引き受けている工房として有名になり、ビーン工房製の印は信頼の証とまで言われるようになった。

「うーん……」

　そんなビーン工房の中で、ある魔道具を前に唸っている人物がいた。

「あれぇ？　マーク君？　なに唸ってんのぉ？」

　マークである。

　唸っているマークに声をかけたのは、ビーン工房に魔法付与の練習を兼ねてアルバイトに来ているユーリである。

「ああ、ユーリさんッスか。例のアレッス」

「例の……また来たのね……」

　マークの言葉でユーリは理解した。

　その顔は暗い。

「この前のは簡単だったけど、今回のは？」

「前回の『掃除機』は、空気を吸い込む付与だけだったから大した苦労はしなかったッスけど、今回のは……」

　マークはそう言うと、目の前でゴウンゴウン言いながら動いている魔道具に目を落とした。

「工程がメッチャ多いんで……相当苦労しそうッスね……」

「そ、そうなんだぁ……それでぇ？　今回のこれは？」

「『洗濯機』だそうッス」

「ってことはぁ、自動で洗濯してくれる機械ってことぉ？」

「そうッス」

　ユーリの問いを肯定したマーク。

　だが、ユーリは不思議に思った。

　なぜなら。

「でもぉ、洗濯って魔法が使えればそんなに苦労しないよねぇ？　桶に水と洗剤と洗濯物入れてグルグル回すだけでしょぉ？　それでなんでそんなに工程多いの？」

「見ていれば分かるッス」

　ユーリはどこか訝いぶかし気げな表情ながらマークに言われるがままに、現在稼働中の洗濯機を見た。

　その洗濯機は不思議な形をしていた。

　ユーリは、桶のようなものを想像していたのだが、目の前にあるこれはその桶を若干の角度を付けて縦に置いていた。

　いわゆる、ドラム型洗濯機である。

　前面はガラス張りになっており、中の洗濯物の様子が見える。

　グルグル回っている洗濯機を見ていたユーリは「あっ！」と気が付いた。

「回転が変わった!?」

「そうッス。この洗いのときの回転だけで三種類あるッス」

「なんでぇ!?」

「知らないッスよ！」

「あれ？　今度は水が出てきたよぉ？」

「ああ、すすぎッスね。洗剤を洗い流してるらしいッス」

「そんなことまで自動で!?」

「それだけじゃないんスよ」

「え？」

　そうしてしばらく見ていると、洗濯機の中の桶が高速回転し始めた。

「な、なに？　コレ？」

「脱水ッス」

「それもぉ!?」

　そう叫んだユーリを見て、マークはフッと陰のある笑みを見せた。

「まだあるんスよ」

「こ、これ以上なにが……」

　ゴクリと喉を鳴らしたユーリは、真剣な顔で洗濯機を見つめた。

　しばらくして回転が終わると、不意に周囲が暖かくなってきたことに気が付いた。

「ねぇ、なんだか暑くない？」

　そう言って胸元をパタパタと扇ぐユーリ。

　アルティメット・マジシャンズの中でも一番のプロポーションを誇るユーリのその行動につい目が引き寄せられそうになるが、慌あわてて洗濯機に目を向けた。

　恋人であるオリビアがもうすぐここにやってくるので、そんな現場を見られたら大変だからである。

「その熱の理由はコレッス」

「コレって……なんで洗濯機から熱が……」

「乾燥、らしいッス」

「……え？　ひょっとしてコレ、洗濯物を入れておけば、乾燥までやってくれるの？」

「そういうことッス」

「……ウォルフォード君の頭の中って、どうなってるのかなぁ？」

「さあ……常人である自分には分かんないッスよ」

　言葉の通り、二人が見ている全自動洗濯乾燥機は、シンが作ったものである。

　ビーン工房では、シンの開発した魔道具の量産を請け負っている。

　だが、シンの作る魔道具は、魔法の付与が日本語で行われているため、工房で量産するにはその言葉をこの世界の言葉に翻訳しなおす必要がある。

　なら、最初からこの世界の言葉で付与すればと思うであろうが、それを拒否したのは他ならないこの二人。

　シンの作った魔道具の付与を、自分たちの力で再現する。

　それが一番訓練になるからと。

　そう言った二人だったが、その作業をするようになって、後悔していた。

　文字数が増えることは問題ない。

　これもシンが開発した、『回路』というものがある。

　これは、付与が施ほどこされたものを魔物由来の糸などで連結すると、効果が繋がるというものである。

　これのお陰で、付与魔法士たちは文字数制限の呪縛から解き放たれた。

　だが、シンの求める付与はとにかく工程が多い。

　順番に付与を施していくと、付与された部品が膨大な数になる。

　そうなると商品としては売れないため、とにかく付与を簡略化し、尚且つ同じように動くようにしないといけない。

　その作業に、二人は毎回頭を悩ませているのである。

「はぁ……全ての主婦にとって夢のような魔道具なんだから、これは商品化しないといけないよねぇ」

　今見た洗濯機の、あまりの工程の多さにユーリは深い溜め息を吐いた。

　だが、その言葉を聞いたマークは首を傾かしげた。

「うーん、すぐに一般に普及するのは無理だと思うッスよ？」

「なんでぇ？　こんなに便利なのにぃ？」

　工程の多さはともかく、洗濯物を入れて起動させるだけで洗濯から乾燥まで全てやってくれる魔道具である。

　主婦であれば、間違いなく飛び付きそうなものだ。

　だが、マークはある理由から、それは難しいと言い切った。

「これ、最終的に乾燥が終わるまで数時間かかるんスよ」

「え？　じゃあ、その間ずっと魔力を流し続けないといけないの？」

「そんなものウォルフォード君が作るわけないじゃないッスか。スイッチ入れたらあとはその場を離れても大丈夫なんスよ」

「え？　ということは……」

「魔石、使ってるッス」

　それを聞いたユーリは、また深い溜め息を吐いた。

「確かに、最近魔石がよく市場に出回るようになったけどぉ、それでもそう簡単に手に入らないし、なにより高いよぉ？」

「だから、普通の主婦には難しいんスよ」

「……ウォルフォード君は、誰に売るつもりなのかしらぁ……」

「なんか、貴族とか大きな施設とか、お金があって大量に洗濯物が出るところなら売れるんじゃないかって言ってたッスね」

「そうかもしれないけどぉ……はぁ、全部の工程が別々ならそんなに難しくないのになぁ……」

「でも、そうなるとこの魔道具の趣旨から外れるッスね」

「スイッチポンで洗濯が終了かぁ……毎度毎度、よく考えるわよねぇ」

「さすがウォルフォード君、としか言えないッスね」

　二人も、色々とシンの作る魔道具の恩恵を受けているし、なによりこれは自分たちから言い出したこと。

　面倒だと思っても、シンを非難するのは筋違いだと理解している。

　しばらく絶望的な気分でいた二人だったが、やがてマークが深呼吸して気合いを入れてから言った。

「よしっ！　絶望しててもしょうがないッス！　早速やるッスよ！」

「しょうがないかぁ」

　こうして、二人は全自動洗濯乾燥機の付与に乗り出した。




「とりあえず、思いつく付与を全部書き出してみたッスけど……」

「ねぇ……これ、全部付与していたら、付与の部品の方が多くなるんじゃない？」

　二人は、机の上に大量にある付与効果を書いた紙を見て溜め息を吐いた。

　ビーン工房での量産品は、付与を施した薄い金属板を連結させ、それを魔道具と繋げて売られている。

　まさしく、電化製品でいうところの回路の役割だ。

　付与の数が多くなるということは、金属板の数も多くなるということ。

　そうなると、付与を施した金属板の分だけ本体は大きくなる。

「とにかく、簡略化できるところを探すッス」

「はぁ……これ、いつ完成するのかしらぁ？」

　こうして、二人の気が遠くなるような作業が開始された。

「二人ともお疲れ様。少し休憩したら？」

　二人で、ああだこうだと言いながら作業していると、そこにオリビアが現れ、マークの前にコーヒーを置いた。

「ん？　ああ、ありがとオリビア」

「どういたしまして。はい、ユーリさんも」

　オリビアはそう言うと、ユーリの前に紅茶の入ったカップを置いた。

「やぁん、ありがとオリビア」

　ユーリは、嬉しそうにカップを手に取った。

「いいえ。それにしても、今回も大変そうだね。なんの魔道具なの？」

　オリビアはそう言うと、作業部屋に置かれているソレを見た。

「全自動洗濯乾燥機だって」

「全自動洗濯乾燥機!?」

「洗濯物を入れて、スイッチポンで洗濯からすすぎ、脱水、乾燥までやってくれるんだよ」

「なにその夢みたいな魔道具!?　絶対欲しい!!」

「まあ、そういう反応になるよなあ……」

「これ、魔石がもっと安くなったら絶対売れるわよねぇ」

「え？　これ、魔石使うんですか？」

「そう」

「あ、でも魔石なら、ウォルフォード君に頼めば作ってくれるんだ」

「まあ、俺らはね。一般にはもうちょっと魔石が安価にならないと広まらないかも」

「ふーん」

　マークの説明を聞きながら全自動洗濯乾燥機を見ていたオリビアは、あることに気が付いた。

「あ、これ、洗濯だけとか、乾燥だけとかも選べるんだね」

「「！！？？」」

　その言葉を聞いた二人は、驚愕した。

　まさか、その機能を別々に使えるようになっていたとは思いもしなかったのだ。

　二人は、思わず机に突っ伏してしまった。

「わ、大丈夫？　二人とも」

「さらにやること増えたあ……」

「あぁん、もう！」

　とりあえず、工程を再現するだけでも苦労しているのに、さらにそれを個別に使えるようにしないといけない。

　作業が増えてしまったことに、二人は思わず脱力してしまったのだった。

「はぁ……とはいえ、ここで放り出して、ウォルフォード君の信頼を損なうわけには……」

　そう言って顔を上げたマークは、ピシリと固まった。

　マークとユーリは向かい合って座っていた。

　そして、お互い机に突っ伏している。

　そのマークの視線の先には……。

　机に胸を乗せて、それをユーリが自分で押し潰すように突っ伏している。

　つまり、目の前に桃源郷があった。

　そこに目が吸い寄せられるのは、男の性である。

「……マーク？」

「は!?」

　マークの目がユーリの胸元に釘付けになっていると、オリビアの底冷えのするような声が聞こえてきた。

　思わず、ピシッと姿勢を正すマーク。

「ど、どどど、どうしたオリビア!?」

「……」

　冷や汗をダラダラと掻くマークの側に、無言で近付くオリビア。

　ユーリは全く気付かず、机の上にある付与を書いた紙を恨めしそうに見ている。

　そして、マークの側に来たオリビアは、マークの耳元に口を近付けて……。

「……ばか」

「……ごめん」

　小声で非難するオリビアに、小声で謝るマーク。

　大きな声を出すと、マークが胸を見ていたことをユーリ本人に気付かれるので小声で文句を言ったのだが、それは傍から見ると……。

「ちょっとぉ、目の前でイチャつかないでよぉ」

　イチャイチャしているようにしか見えなかった。

「え!?　あ、ち、ちがっ！」

「別に、今更否定しなくてもいいじゃなぁい。ただ、そういうのは二人きりのときにして欲しいだけよぉ」

「だ、だから……」

「あーあ、私もイチャイチャしたいなぁ」

　ユーリはそう言うと、突っ伏していた身体を起こして、椅子の背もたれに寄りかかり「うーん」と両手を上にあげて背伸びをした。

　またも強調される、ユーリの胸部。

「……」

「痛った!!」

「どうしたのぉ？」

　今度は、つま先を思いっきり踏まれたマークと、やっぱり気付かないユーリ。

　そんなやり取りをしていると、三人のいる作業場に、訪問者が現れた。

「坊っちゃん、ユーリちゃん、オリビアちゃんも、まだ残ってたのかい？」

「ん？　ああ、モーガンさん、お疲れ様ッス」

　モーガンと呼ばれた男は、ビーン工房で革製品の職人をしている人間である。

　まだ二十歳そこそこの年齢だが、その腕は確かで、シンも革製品が欲しいときはモーガンに依頼するほどである。

「おう、お疲れ。で？　皆で残ってるってことは、例のアレかい？」

「はは、そうッス」

「大変だねえ」

「いや、自分で言い出したことッスから」

「そっか」

「ってか、モーガンさんこそ、こんな遅くまでどうしたんスか？」

「ん？　ああ、いや俺はちょっと……」

　モーガンはそう言うと、ユーリの側に歩いていき、手に持っていたものを手渡した。

「ユーリちゃん、これ。頼まれてたやつ」

「わぁ！　ありがとうモーガンさん！」

「いや、別に、大したことないよ。それより、どうかな？　それ？」

　そう言って、ユーリに手渡したホルスターの感想を求めた。

　ユーリは、そのホルスターを一通り確かめると、へにゃっと相好を崩した。

「注文通りですぅ。ありがとぉ！」

「そっか。それは良かった」

　そう言って見つめ合う二人。

　そこには、さっきまでのダラッとしたユーリはいなかった。

　そんなユーリを見て、オリビアはジト目になりながら声をかけた。

「ユーリさーん」

「はっ!?」

「ブーメランですよ」

「あ、あぅ」

　そうして恥ずかしがるユーリを見て、作業場は笑いに包まれた。

「はぁ、なんか作業する空気じゃなくなったッスね」

「そうねぇ。今日はここまでにしておきましょうかぁ」

「じゃあ、もう遅いしユーリちゃん送ってくよ」

「わぁ、いいんですかぁ？」

「もちろん」

「ふふ、じゃあ、マーク君、オリビア、おやすみなさい。また明日ねぇ」

　ユーリはそう言うと、モーガンと二人で作業場を出ていった。

　二人が出ていったあと、急にオリビアがマークの腕に自分の腕を絡めた。

　急に密着されたマークは、さっきまでのことを許してもらえたと思ってオリビアを見た。

　だが……。

「あ、あれ？　オリビアさん？」

　マークが見たのは、膨れっ面のオリビアだった。

「マーク、ユーリさんの胸見てた……」

「あ、あれは……ごめん」

「……やっぱり、ユーリさんくらいあった方がマークは嬉しいの？」

　オリビアがちょっと悲しそうにそう言うと、マークは必死に否定した。

「そ、そんなことない！　俺は、オリビアの胸の方が好きだ!!」

　大声でそんなことを言うマークに、オリビアは思わず真っ赤になってしまった。

「ちょ、ちょっと、そんなこと大声で……もう分かったから……」

　とにかくマークを宥なだめようとしたオリビアだったが、マークはオリビアの肩を掴んでズンズン歩き出した。

　向かうのは、マークの部屋である。

「え？　ちょ、マーク？」

「今から、それを証明するから」

「え……あぅ……」

　そうして二人は、マークの部屋に入っていった。




　翌日、ビーン工房の作業場には、妙にツヤツヤしたマークとユーリ、そして若干お疲れ気味なオリビアとモーガンがいた。

　昨夜、ナニがあったのか。それは当人たちしか知らないのであった。








〈おわり〉








あとがき






『賢けん者じやの孫まご』十三巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　吉よし岡おか剛つよしです。

　十二巻が出たのが二○二○年の三月末で、そこから今回の十三巻が出るまでの間、世間では新型コロナウイルスが猛威を振るい、大変なことになっています。

　私も、感染しては大変だということで以前から手洗いはマメに行っていたのですが、今は以前にも増して手洗いうがいと消毒を頻繁に行っています。

　正直、手の洗い過ぎで手が荒れるんじゃないかと思うくらい手洗いしてます。

　お陰様で感染はしておりませんし、風邪もひかず健康体でいることができました。

　もしこの世界に魔法があれば……と考えたこともありますが、特定のウイルスだけ殲滅するなんてことはさすがに無理ですね。

　これからも、このウイルスとはインフルエンザ同様に付き合っていかないといけないと思いますが。ワクチンと特効薬ができたら以前のような生活に戻れるんですかね？

　そうなることを切に願います。

　それでは、いつもの謝辞を。

　担当Ｓ氏、今回は、原稿が遅れに遅れて大変申し訳ありませんでした。

　イラストを描いてくださっている菊きく池ち先生のスケジュールも大幅に乱してしまい、大変申し訳ございませんでした。

　ギリギリだったにもかかわらず、今回も素晴らしいイラストでした。

　本当に感謝しかございません。

　そして、漫画を描いてくださっている、緒お方がた先生、清し水みず先生、西にし沢ざわ先生、石いし井い先生。

　描いてくださっているのは別々の作品ですが、それぞれ先生方の個性が出ていて、原作者ながら毎回原稿が届くのを楽しみにしております。

　そして、この本を手に取ってくださった全ての読者様に感謝を申し上げます。

　この本が発売される頃は、まだ新型コロナウイルスは終息していないかと思いますので、是非とも感染予防に努め、ご自愛頂ければと思います。

　それでは、また次の巻でお会いできることを心待ちにしております。











二○二○年　九月　吉岡　剛
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